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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　始まりは終わり、終わりは始まり。私の物語は、終しゆう焉えんから幕を開けた。







　花も森も芽め吹ぶく美しい春の午後。

「響ひびき、出で掛かけるのか」

　バッグを抱かかえて静かに客室を出ようとした時、ふいに声をかけられた。

「あれ、起きてたんだ」

　私は狭せまい靴くつ脱ぬぎ場から通路へと身体からだを半分出した状態で振ふり向き、笑え顔がおを作った。

　客室には旅の荷物を枕まくら代わりにして寝ね転ころぶ三み春はる叔父おじさんの姿がある。彼は気け怠だるげに頭を起こすと、こちら側に向かって胡座あぐらをかき、大きな欠伸あくびを見せた。

「俺も行く。支し度たくをするから数分待ってくれ」

「叔父さんはゆっくり休んでいて。今日の旅行のために、いつも遅おそい時間まで仕事をしていたんだよね。ありがと」

「いや、可愛かわいい姪めいが喜んでくれるのなら徹てつ夜やくらい……って、寝ね起おきなのにデレさせるな。不慣れな地を響一人で歩かせるわけにはいかないだろ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、旅館の周りをちょっと見物してくるだけだし。でも夜は一いつ緒しよにキャンドルパレードを見たいな」

　同行すべきか悩なやんでいる様子の三春叔父さんに手を振り、さっと客室を出て階下のホールへ向かう。明治時代に建設された異人館のような外観を持つ旅館は、内装もまたどこか懐かい古こ的で凝こっている。

　開放中の通路の窓から爽さわやかなそよ風が滑すべり込み、その心地ここちよさに思わず微笑ほほえんだ。

　春休みを利用して訪おとずれたこの申さる海み町は本州西南の、とある県境に位置している。町の規模こそ小さいものの秀しゆう麗れいな自然の景色が望めるので、知る人ぞ知る穴場の観光スポットなのだとか。都心から新幹線でおよそ二時間半の距きよ離り。

　旅館経営者が三春叔父さんの高校時代の友人で、前々から遊びにくるよう誘さそわれていたらしい。それで今回の旅はこの町に決まった。

「来てよかったな」

　正面入り口前に設けられているテラスの間を進み、呟つぶやく。

　旅館は豊かな木々に囲まれた坂道の上に建てられている。背後には小川。季節によっては珍めずらしい野花を発見できるのだと聞いた。テラスの向こうには幅はば四メートル程度の石いし畳だたみの小こ径みちが延びていて、途と中ちゆうに緩ゆるやかなカーブが作られている。

　私はそこで一度足を止め、装そう飾しよくのある木製ガードレールに両手を乗せた。古びた町並みを眼下に見る。放射状に並んでいる建物群の屋根は色いろ鮮あざやかなものが多く、可愛かわいらしい。

　とくに建物が集中しているのが中心部で、おそらくその一帯が繁はん華か街がいとなるんだろう。離はなれた場所にスーパーや工場などの大型施し設せつが点在している。

　箱庭めいた幻げん想そう的な町を包むように、深い森が広がっていた。緑の中に混ざる薄うす紅べに色いろ。桜がちらほらと咲さき始めているようだ。そちらへ向かって歩くのもいいかもしれない。

　バッグを肩かたにかけ直し、小径を下る。本当に眺めがいい。

「あとで写真撮とろう」

　三春叔父さんとの旅は、これで十五回目となるはずだ。アルバムもかなり増えた。

「最初の旅は、二駅先の公園だったっけ」

　記き憶おくを手た繰ぐり寄せると、優やさしい気持ちがわき上がってきた。春、夏、冬の長期休きゆう暇か。都合がよければゴールデンウィークにも。

　三春叔父さんの厚意に随ずい分ぶん甘えていると思う。どの旅行も、息がつまりそうな日々を送る私のために計画されたものだからだ。私の両親はもう何年も必要最低限の会話しか交かわしていない。毎日の食しよく卓たくに並ぶ、不自然な沈ちん黙もくと作り物の笑顔。

　両親がしっかりと目を合わせたのはいつのことだったか、それさえ思い出せない。

　二人は私が高校を卒業し、独り立ちする日に離り婚こんをしたいらしい。あと三年。私がそのことに気づいているとはまだ知らず、月日の経過を辛しん抱ぼう強づよく待っている。

　虐ぎやく待たいされたり存在を無視されたりといったつらい体験をしたことはない。二人が誠意をもって親のつとめを果たそうとしているのは、わかっている。むしろ、冷たく突き放してくれたほうがよかったくらい。

「いつか仲直りしてくれる、って期待しなくてすむのにな」

　両親の幸福を願うなら、すぐにでも「自分のために我が慢まんをしなくていい」と告げるべきだ。

　──この旅行が終わったら。必ず言おう。

　足あし下もとに視線を落とす。無意識の内に歩調が遅くなった。旅行に来る度たび固く誓ちかうものの、一度も口にできたためしがない。告げた時の、二人の表情を見るのが怖こわいのかもしれない。

　もしも肩の荷が下りたというように明らかにほっとされたら……そう考えるだけで心臓が冷たい水の底に沈しずんでいく気がした。

　私は立ち止まり、大きく首を振った。今度こそは。両親に二度と会えなくなるってわけじゃないんだから。

　顔を上げた時、坂道の終点となる歪いびつな十字路を不思議な集団が横切ったのに気づく。

「え……もうパレードが始まってる？　夜からじゃなかったっけ」

　慌あわてて足を動かし、石畳を下る。宿しゆく泊はく手続きをした際に賢けん治じさん──旅館経営者である三春叔父さんの友人だ──に「今夜はキャンドルパレードがあるよ。町中が明るくなるので、お楽しみに」と教えてもらった。

　古い歴史を持つ祭事で、元々は申海の土地神に輿こし入いれする花はな嫁よめが道に迷ったり躓つまずいたりしないよう、たくさんの蠟ろう燭そくで地面を照らしたことから始まったという。現在では仮装有りの賑にぎやかなパレードに変わってしまっている。

　十字路に到とう着ちやくしたあと、さっきの行列の姿を探す。

「もう向こうの交差点にいる」

　随分足が速い。なぜか中心市街地側とは逆の道を進んでいるようだ。そちらの方面にはこれといった建物群もないので、少し行くとすぐに森の端はしにぶつかることになる。

　ぽつぽつと並ぶ小売店を横目に見ながら行列を追う途中、ふいに複数の明るい笑い声が響ひびいた。脇わきの道から、行列に参加するとおぼしき仮装姿の男と数人の子どもが現れる。

　道どう化けに扮ふんしている男は軽快な動作で身を躍おどらせながらトランペットを吹ふき、調子外れの音を発した。子どもたちが楽しそうに笑って、彼を取り囲む。

　なんだか「ハーメルンの笛ふえ吹ふき男」のように音色で子どもたちを唆そそのかしているみたい──そういう馬ば鹿かな考えが一いつ瞬しゆん脳のう裏りをよぎり、ちょっとぞくっとする。

　彼らも、先をゆく行列同様、森を目指しているらしい。躊ちゆう躇ちよの末、のろのろと彼らを追う。

　整備された道が途と絶だえ、並び立つ木々の数が急激に増加した。

　木こ漏もれ日の差し込む森の中を十数分ほど進んだあたりで、私は多少の心細さを覚えた。土と地ち勘かんのない場所だ。奥に入りすぎると迷う危険がある。

　一いつ旦たん足を止めて自分の位置を確かく認にんし、道化たちが向かった方角へと顔を戻もどす。

「……えっ？　いなくなってる」

　慌てて視線をあちこちに走らせるも、道化や子どもたちの姿はどこにも見当たらない。

　その代わりに、不思議なものを発見した。

「ベンチ？　こんな場所になんで？」

　木々の合間に、背もたれ付きのシンプルな木製ベンチが置かれている。不法投とう棄きとは考えにくい。というのも、不規則な間かん隔かくで複数設置されていたためだ。

「森の休きゆう憩けい所ってことかな」

　思わず頰ほおが緩んだ。一番近くにあるベンチに近づき、壊こわれていないことを確認してから腰こしを下ろす。少し足が疲つかれていた。細く息を吐はく。先ほどの行列は見失ってしまったけれど、こうしてのんびり森の雰ふん囲い気きを楽しむのも悪くない。苔こけむした古木、ふっくらとした土の匂におい。

　──気持ちいいな。

　私は目を閉じた。身体を包む春の日差しも、ぽかぽかとあたたかい。それでいて、空気は澄すんでいる。叔父さんをあとで連れてきてあげよう。

　ゆっくりと瞼まぶたを開き、そして──。

「──!?」

　景色は、一変していた。

　光溢あふれる優しい午後から、不ふ穏おんな気配が漂ただよう夜の世界へ。

　全身に鳥とり肌はだが立つ。眠ねむっていたわけじゃない、目を閉とざしていただけだ。それもほんの一、二分。なのにどうして。

「……!?……!!」

　声を上げようとした。それから、立ち上がろうとも。でも、どちらもできなかった。

　いつの間にか手足がベンチに拘こう束そくされている。

　──違ちがう……っ！　ベンチじゃない！　形が変わってる！

　私は激しく混乱しながら必死に頭を動かした。

　目がすぐには闇やみに慣れず、自分がいったいなにに座っているのか判別できない。けれど間ま違ちがいなくベンチとは別の物体だ。腰や背中に触ふれる部分が平らではなくなっている上、生き物のように、私の動きにかすかな反応を示している。肘ひじ掛かけだってさっきはなかった。

　それにこの、頰に食い込むくらいの強さで私の口を覆おおっている毛むくじゃらのものはなに？　不均等な厚みがあり、ただの布とは思えない。

　──体温を感じる。まさか人間の手……？

　再び肌はだが粟あわ立だった。すぐに拘束を解いて逃にげなければ──そういう切せつ迫ぱくした考えが浮うかび、恐きよう怖ふ以上の強い焦しよう燥そう感かんに襲おそわれる。なにが起きているのかはわからない。でも今、その感覚を見過ごしては絶対にいけない気がした。

　私は懸けん命めいにもがいた。動作を封ふうじるつもりか、手首や足首を拘束するなにかの力もますます強くなる。前まえ髪がみの先せん端たんが目に入りそうになったけれど、振ふり払はらうことすらできない。

　脂あぶら汗あせが流れた。頭に血が上り、呼吸も大きく乱れる。せめてこの口を覆っているものさえ外せたら、声を上げて助けを呼ぶことができるのに。そう思い、私は震ふるえる身体からだに力を入れた。

　突とつ然ぜん目の前に、ぽうっと蠟燭の明かりが灯ともった。

「!?」

　──誰だれかがいる！

　私は瞬まばたきも忘れて自分の正面に佇たたずむなにかを凝ぎよう視しした。

「ああ、ようやく私の後こう継けい者しや候補が決まったか。それにしても随分と若いお嬢じようさんが選ばれた！」

　あたりに満ちる不ふ吉きつな闇には相応ふさわしくない、どこか調子の外れた明るい声。

　蠟燭の明かりが、意味不明な言葉を発した不ふ審しん者の姿をぼんやりと浮き上がらせる。

　──仮装してる……？

　現れたのは、奇き妙みような服装の人だった。

　つかの間、自分が置かれている不可思議な状じよう況きようや恐怖を忘れ、まじまじと観察してしまう。相手も同じように、口を噤つぐんで私を見つめ返した。

　腰の位置までの、雪を思わせるさらさらした真っ白の髪かみ。ウィッグのような不自然さはない。くすんだ銀色の仮面で顔の上半分を隠かくしている。着用中の装しよう束ぞくは、着物のようでちょっと違う。上衣は袖そで下が地面につくほど長く、ひらひらしていた。裾すそは後ろ側だけが長いみたいだ。細かな刺し繡しゆうが施ほどこされている腰こし帯おびの上に、小さな宝石付きの細い鎖くさりが幾いく重えにも巻き付けられていた。下衣は割と細身の作りで、上衣と同系色でまとめられている。足下は明かりが殆ほとんど届いていないので断言できないけれど、おそらく乗馬ブーツのような長靴をはいている。

　これってなんの仮装だろう。和風にも洋風にもとれる民族的な服だ。

　──この人は誰？　後継者ってなんの話？

　尋たずねたいことが山ほどあるのに、一言も発せない状態なのがもどかしい。拘束を解いてほしい、という思いをこめて唸うなると、目の前の不審人物は自分の人差し指を唇くちびるに押し当てて笑った。

「静かに！　まだおまえは後継者候補の一人として見み出いだされただけだよ。声を上げれば、おまえに授さずけた守護の殻からの力が弱まり、破れてしまう」

　──候補とか殻とか、いったいなにを言ってるの！

「おまえの世界、我がエヴリール界。〈昏くら座ざ〉の選定により、この森はそれら二界が溶とけ合った『重界』と化した。私の守護なくば、おまえは重界の歪ゆがみに押し潰つぶされ、蹂じゆう躙りんされるはめになるぞ」

　エヴリール界？　どこの国？　理解できない説明に、やきもきする。

　もしかしてパレードの出し物……たとえば肝きも試だめしや脱だつ出しゆつゲーム系の参加者として強制的に選ばれたのかもしれない。そう考えたあとで違い和わ感かんを覚えた。

　いくらなんでも、一いつ般ぱんの旅行者をこんな形で拘束するはずがない。

　這はい上がってくる恐おそれをごまかしながら、口の端を上げて楽しそうにしているその人を見上げる。顔半分を覆う仮面や独特な衣装のせいで年ねん齢れいどころか性別すら判然としない。声も、男女どちらであってもおかしくなかった。

「好こう奇き心しん旺おう盛せいな猫ねこのように瞳ひとみを回しているが、音を立てずに、大人しく私の話をお聞き」

　笑いを含ふくんだ声こわ音ねに、少し腹が立った。好奇心なんていう無害な言葉で片付けてほしくない。本気で恐ろしいに決まっている。私は抗こう議ぎの呻うめき声を上げ、手足の拘束を外そうと身体に力を入れた。多少動かすことに成功した靴くつの先に、なにかがぶつかる。

　ここで急にバッグの存在を思い出した。視線を不審者から引き剝はがし、そして足あし下もとへ──。

「!?」

　一瞬で総毛立つ。不審人物が手に持つ蠟ろう燭そくのおかげで、自分がなにに腰こし掛かけていたのかをようやく知ることができた。でも、知らずにいたほうがどんなによかったか。

　──椅い子すが、生きてる！

　その表現は微妙に間違っているかもしれない。生き物の……猫程度のサイズしかない小こ猿ざるたちが密集し、椅子の形を作っていたんだ。

　腰に巻き付いているのは縄なわじゃなく、小猿たちの長い尾おが絡からみ合ったものだ。手首や足首を拘束しているのも、やっぱり小猿の指。私の口を覆っているのも。

「……!!」

　恐怖に突つき動かされて一層激しくもがいた途と端たん、小猿たちがこぼれそうなほど目を剝むき、きぃっと批判的な鋭するどい鳴き声を上げ始めた。椅子全体が揺ゆれる。

　抵てい抗こうを見せた私を罰ばつするように太ふと腿ももを引っ搔かいたり、髪を引っ張ったり……。

「……っ、……！」

　──なんなのこれ……っ、私をどうするつもりなの！　あなたは誰!?

　こちらの狼ろう狽ばいぶりが滑こつ稽けいだったらしい。不審人物は口元を押さえて忍しのび笑いを漏もらした。その動きに合わせて蠟燭の火が頼たよりなくゆらりと揺れた。

「私の正体を知りたいのか。そうだな、フォーチュンとでも名乗っておくか？　私はおまえの運命を変える者だよ」

　その人は……フォーチュンは恐怖を一層煽あおるつもりなのか、私の周囲を悠ゆう然ぜんと一周した。

「おまえはこうして私が仕掛けた〈昏座〉に認められ、高みに近づく資格を得た」

　──くらざ？　さっきもその言葉を言っていた。

　混乱の中、必死に考える。正確な意味は摑つかめない。だけど言葉の印象から察するに、今座らせられている椅子についてを話題にしているんだろう。

「そうとも、娘むすめ。命を測るこの昏座だ」

　心を読んだかのようなタイミングでフォーチュンが告げた。

　──まさか本当に読まれた？

「私が抱いだく力の名は〈無限〉。エヴリールの高みにおわす十の神々に愛めでられし強大な力。後継者となれば、ありとあらゆるものがおまえの前にひれ伏ふすだろう。ふふ、神々は決して干かん渉しようせぬから、なにも案ずる必要はない。不ふ可か侵しんの誓せい約やくは今も私と神々のあいだに成立している」

　寒気が止まらず震えっぱなしの私を見下ろし、フォーチュンはゆっくりとした足取りでもう一周する。

「私は長い月日、この愁うれいを耐たえ抜ぬいた！　人であった頃ころ、失えぬ願いと誓ちかいがあったはず。だが過去を奪うばわれ、名を奪われ、最後にこの手に得たのは『確定された無味の未来』という虚むなしさ。時すらも私に屈くつするようになった。すべての事象を見通せるがために、もはや未来に神秘を感じることもない」

　さらにもう一周。蠟燭の明かりが残像のようにちらついた。

「では、『不確定の未来』を取り戻もどすにはなにをなせばいいのか。私は私であるがゆえに、答えを知っている。神々も認めるこのおぞましい力を余すところなく他者に譲ゆずり渡わたせばいい。力の移行が、確定された未来に歪みを与あたえるだろう」
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　フォーチュンは正面に戻ると、私の顔を覗のぞき込み、指先でひたひたと頰ほおを叩たたいた。

「そしておまえが見出された。後継者候補の一人として」

　誘ゆう惑わくの響ひびきのある声音だった。朧おぼろな明かりに浮かぶフォーチュンの唇の端がどこか妖よう艶えんにつり上がる。

「私に選ばれしは、男が一人、女が一人。心乱れるほど待ち望んだ器うつわが同時に二人も現れるとは、面おも白しろい。おまえたちのどちらかが受け継つぐことになるだろう」

　エヴリール、無限の力。さっぱり意味がわからない。普ふ通つうに会社や財産の類たぐいを譲るという話ではないみたい。とにかくも、このフォーチュンと名乗った不審人物がなんらかの特とく殊しゆな後継者として私と、他ほかに誰かもう一人を選んだという点だけは辛かろうじて飲み込んだ。

「与えられし力を、欲よくの通り、望みの通りに操あやつれる。おまえは世界の覇は者しやとなるか、栄光の王となるか。それとも」

　新世界を創造し、神となるか。フォーチュンはそう囁ささやいた。

「何事もおまえの気の向くままに。私の力に果てはない。だが心せよ。人の欲とは決して飼かい馴ならせぬ獣けものなのだ。欲ほつしても欲しても枯こ渇かつを知らず、泉のごとく湧わき上がる。人の内には無限が在り、宙が在る。どこまでも広く深い。その広さは、いずれ滅ほろびに至るという」

　フォーチュンの指が手て慰なぐさみのように私の喉のどをさらさらと撫なでた。

「なるほど、やはり私が〈無限〉の力に惑まどい、自ら破は滅めつを選ぶのも仕方のないことだ。そうとも、かつて人であったゆえに未来への希望を捨てられはしなかった。奇き跡せきは起こらぬと知りながらも──私の希望こそが破滅を呼ぶ絶望だったに違ちがいない！」

　鬱うつ屈くつした笑い声は真に迫せまるものがあったけれど、だからといって彼の話を真しん剣けんに聞くつもりはない。栄光の王、新世界の神。ゲームの主人公じゃあるまいし。大おお袈げ裟さな物言いと内容の突とつ飛ぴさに呆あきれてしまう。

　私の望みは、この拘こう束そくを解いてほしい、という一点に尽つきる。旅館に戻り、三春叔父おじさんの安否を確かめたい。勿もち論ろん無事だと信じているけれど……でも、空がわずか数分のあいだに夜へと変化するなんて尋じん常じようじゃない。それがどうしても、引っかかる。

　もしかしてこの天変地異もフォーチュンが関係しているの？

　いくらなんでも、まさか！　こればかりは小細工でどうこうできるレベルじゃないよ。

「小細工とは、いささか無礼な表現だ」

　──え？

　心臓が大きく跳はねた。声を出したわけじゃないのに言い当てられている。まさか……そんな。

「天変地異もなにもなぁ。空が沈しずむのも道理。この森は既すでに二界が融ゆう合ごうする『重界』なのだと言ったはず。おまえも大気の歪み程度は感じているだろうに」

　──な……なにそれ！　全然わからないってば！　もっと普通に理解できる説明をしてよ！

　私は呻いた。得体の知れないフォーチュンに対する恐きよう怖ふが一気に膨ふくれ上がる。

　こんなの、ありえない。悪夢じゃないっていうなら、そうだ、きっと──このフォーチュンに催さい眠みん術でもかけられて意識が狂くるわされているんじゃないか。それなら納なつ得とくできる！

「愚おろかな娘よ、己おのれの狭きよう小しような常識で測れぬ事象はすべて馬ば鹿かげた幻まぼろしだとでも？　おまえの知の中に万ばん象しようが残らず収まっているとでもいうのか。少しも思考を巡めぐらせようとせぬとは」

　耳を貸す必要なんてない、おかしいのはフォーチュンのほうなんだから。そう思うのに、なぜか気け圧おされ、後ろめたさを感じてしまう。

「あらゆる問いかけに、必ず答えが返ってくると信じて疑わぬ。そして自分だけは災わざわいや困難が避さけて通ってくれると確信し、疑うことすらせぬ。非現実的な問題、恐ろしい事態が自分の身に起きるはずがないと。なあ、その妄もう信しんこそがなによりも非現実的ではないか？」

　急に冷ややかになった声に、私は淡あわい苛いら立だちを覚えた。是ぜも非もなく恐ろしい目に遭あわされたら、冷静に思考を働かせることができなくたって当然じゃないか。

　──勝手な批判ばかりしてるけど！　私がなにをしたっていうの、わけのわからないあなたの後こう継けい者しやになんかなりたくない！

　心の中で強く叫さけぶと、それを聞き届けたようにフォーチュンは小首を傾げ、興味深そうな……どこか残念そうな様子を見せた。

「ふうん、これはまた対照的な者が選ばれたようだ。もう一人の候補者は飲み込みが早く、私の力に興味を示したぞ。おまえは逆に拒きよ絶ぜつを見せるのか」

　もう一人の候補者。もしかしてその人も私と同様に、付近に置かれている不気味な椅子に拘束されているんだろうか。素す早ばやく視線を動かして探さぐってみるも、フォーチュンが持つ蠟燭の光だけでは周囲を確かく認にんするのは難しい。

　──お願いだから解放してよ！　三春叔父さんのところに帰して！

　無事なんだろうか。もしも私以上に苦しい思いをしていたら──叔父さんの優やさしい笑え顔がおを脳のう裏りに描えがくと息が詰まり、ぐしゃりと顔が歪ゆがむ。不安でたまらない。早く戻らないと！

「本当に私の力を求めぬと？」

　──いらない!!

「……そう。浅せん慮りよな決断だが、それとて自らが選んだ道には違いない。帰してやってもよい。私はおまえを殺すために現れたのではないのだから」

　フォーチュンは私の顎あごの下を指の腹で軽く擦さすった。冷たい感かん触しよくに、首筋がぞくりとした。

「向こうを見るがいいよ。蠟ろうの光があるだろう？」

　フォーチュンの指し示す方向に、いつの間にか小さな明かりが列をなしている。

「この森を抜ければ、おまえの住む世界に戻れるだろう」

　──叔父さんのいる場所に、帰れるの!?　なにか罠わなとか仕掛けられていない？

「ただし。先ほどの忠告を忘れるな。この森は『重界』なのだ。私の加護があるからこそ、ただびとのおまえの身は潰つぶされずにすんでいる。また、候補者から外れた時より、昏座がおまえの断罪に動く」

　焦しよう燥そう感かんが募つのる。結局は戻れないって話なんだろうか。

「森を出るまで、決して声を発してはならぬ。忠告を踏ふみにじれば道は閉とざされ、長きに亘わたって大きな苦難と喪そう失しつの痛みを味わうはめになるだろう」

　──え……つまり、ただ声を出さないよう気をつければいいの？

　拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。もっと猟りよう奇き的な条件を出されるんじゃないかと危あやぶんでいたのに。

「容易たやすいとでも言いたげだな。だが単純な忠告すら今の浅せん薄ぱくなおまえに守れるとは思えぬが。どうする？　それでも戻るのか。私の力を、不要とする？」

　気き粉まぐれなのかなんなのか判断できないけれど、本当に解放してくれる気らしい。

「まったく愚おろかな選せん択たくだぞ、響」

　どきっとした。私の名前を呼んだ？　どうして知っているの。

「己がなにを切り捨てたのか理解した時、おまえは必ず後こう悔かいするだろう──さあ、行くがいいよ」

　フォーチュンはどこか投げやりに片手を振った。直後、手足の拘束が音もなく外れる。私は慌あわただしく立ち上がり、警戒してフォーチュンの反応を窺うかがった。こっちを見守る姿勢だ。手を出そうとする気配はとくに感じない。噓うそじゃなく、逃にがしてくれるつもりなんだ。

　駆かけ出そうとして、足あし下もとに転がっているバッグを思い出し、急いで拾い上げる。

　その瞬しゆん間かん、フォーチュンが持っていた明かりが消えた。

「……!?」

　フォーチュン！　とっさに呼びかけそうになり、ぱっと口元を覆おおう。声を出したら、だめって。言葉を落とした瞬間、暗くら闇やみから手が伸のびてきて私を再び拘束するかもしれない。

　ぎゅっとバッグを抱だきかかえ、それから力強く地面を蹴けって走り出す。月のない真っ暗な森。野草を蹴け散ちらす自分の足音だけがやけに大きく聞こえた。何度も地面のおうとつに引っかかって転びそうになる。鼻の奥がつんとした。恐怖が涙なみだとなって目からこぼれそうだった。

　──泣きたくない。

　私は片かた腕うでで乱暴に顔を拭ぬぐった。涙ひとつで変わることなんか元々大した苦しみじゃない。

　どれほど泣いても両親の本物の笑顔を取り戻すことはできなかったんだから。涙は大だい嫌きらいだ。

　息を整え、また勢いをつけて走り出す。その内、闇やみの濃こさが薄うすれていくのに気づく。真夜中から夕暮れへ……時の巡りを逆さにしたように視界が広がり、木々の輪りん郭かくもはっきりし始める。

　──旅館が見えた！

　坂の上の建物がぼんやりと向こう側の木々の頂に浮うかんでいた。そこへの道を示すように小さな灯ともし火びの列が作られている。あれはキャンドルパレードの火に違いない。

　やっと悪夢のようなこの森から抜ぬけ出せる。安あん堵どのあまりその場にへたり込みそうになった。

　大だい丈じよう夫ぶ、もう大丈夫なんだ。フォーチュンもあの不気味な椅い子すも、やっぱりパレードの出し物の一部だったんじゃないか。異様な点から目を逸そらし、無理にでもそう片付けたくなる。

　バッグを抱かかえ直して、キャンドルに彩いろどられた旅館を目指す。

　あと少しだ。数分頑がん張ばれば、森を抜けられる──。

　希望が胸に広がった時、左手側の木々の奥から野草を踏みしだくような音が響ひびいた。

　私は動きを止め、恐れに歯を食いしばりながらそちらに目を凝こらした。

　──なに？　野生動物？

　しばらくの躊ちゆう躇ちよ後、思い切って音のしたほうへと足を進める。

　野生動物ではなく、フォーチュンが密ひそかに追い掛かけてきたという可能性も考えられる。忍しのび足で、手前に立つ樹木の陰かげに行き、そっと様子を窺うかがう。

　──え……っ？

　思わず驚おどろきの声を上げそうになり、慌てて口を塞ふさぐ。目に飛び込んできたのは野生動物でもフォーチュンの姿でもなかった。見知らぬ男性がいる。私は忙せわしなく瞬まばたきをした。

　フォーチュンの仲間だろうか。顔立ちや体格を見るに、日本人ではないはず。すごく背が高い。後ろでまとめられた長めの髪かみは、なんていうんだろう。プラチナ・ブロンドっていうのかな。ごくごく淡い色。その奇き麗れいな髪よりも濃い、褐かつ色しよくの肌はだ。スポーツ選手のように引き締しまった身体からだつきをしている。

　途と方ほうに暮れながら見つめるうち、疑念がわき上がってきた。忍び足で近づいたとはいえ、この静けさだ。地面に落ちている小枝を踏んだり、野草を揺ゆらしたりもした。その音を聞いているはずなのに、振ふり向く素そ振ぶりすら見せないなんておかしい。

　覚かく悟ごを決め、わざと足音を立てて木こ陰かげから出る。

　──私の姿が見えていないの？

　男性は私の存在を景色の一部であるかのように無視した。なにかを警けい戒かいしているらしく、ひどく緊きん張ちようした様子で周囲を見回している。

　一風変わった剣けん士しのような衣服はぼろぼろだった。剝むき出しの太い腕うでにはたくさんのかすり傷があり、血が滲にじんでいる。いくつもの激戦をくぐり抜けてきたみたいに。

　それを証明するように男性の手にはぎょっとするほど巨きよ大だいな剣が握にぎられていた。私なんて簡単に叩たたき潰せそうな大剣。飾かざり物じゃないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　銀の光を弾はじく刀身に、べったりとどす黒い血ち糊のりが付着している。

　男性は油断なく辺りを窺いながら少しずつ前進した。何度か彼の鋭するどい目が私の前を通過したけれど、やっぱり姿が見えていないようだった。

　見み惚とれるほど奇麗な透すき通ったその金色の瞳ひとみに一いつ瞬しゆん息が詰つまる。声をかけようと片手を伸ばし、そこでふいに思い至った。フォーチュンは声を出すなと忠告した。それはつまり。

　──声を発さない限り、私の姿は誰だれにも気づかれないって意味？

　フォーチュンは他ほかになにを言っていただろう。確か私を守る殻からが破れた場合は、この森に押し潰つぶされるって。

　──きっと誰にも話しかけちゃだめなんだ。

　旅館まで無事に戻もどるためのルール。相手のいいなりになるのは悔しいけれど、ここはひとまず従ったほうがいい。後ずさりした瞬間、男性がつらそうに片側の膝ひざを地面へと落とした。腕のかすり傷以外にも、どこか負傷しているのかもしれない。

　駆け寄りたくなる衝しよう動どうを堪こらえ、バッグをきつく抱きしめる。

　この森は二つの世界が溶とけ合った『重界』と化した、なんていう突とつ拍ぴよう子しもないフォーチュンの言葉を信用したわけじゃない。でも……万が一それが事実なのだとしたら。

　今私が目にしている光景って、いわば空間の歪ゆがみが生み出した幻まぼろしの類たぐいなんじゃないだろうか。その、エヴリールという別次元にあるらしい世界の光景が、蜃しん気き楼ろうのように映し出されているとか。偽にせ物ものではないけれど本物ともいえない状態。以前読んだＳＦ小説に、こういった設定があったのを覚えている。

　きっとこれで間ま違ちがいない。

　──だから、この人の怪け我がを気にかける必要なんてないんだ。

　私は胸の中でそう呟つぶやいた。心の一部が、ちくりと痛む。

　男性はふいに身構え、小さく舌打ちした。振り向いた顔に浮かぶ焦燥感。それはすぐさま消え去り、静かな表情へと戻る。ぴりぴりと肌に突つき刺ささるような覇は気きを感じた。

　こっちの存在は気づかれていないとわかっていても、息を殺さずにはいられなかった。

　男性は空気を動かすことなく、すっと剣を水平に構えた。

　その瞬間、草むらから見たこともない白い斑まだら模様の獣けものたちが飛び出してくる。

　虎とらのような四し肢しに、狐きつねの顔。耳みみ障ざわりな唸うなり声を上げながら接近した一頭の獣の前で、閃せん光こうが走った──男性の剣が、瞬きひとつのあいだにその凶きよう暴ぼうそうな獣を一刀両断していた。

　──すごい！

　恐きよう怖ふを覚えたのか感動したためなのか自分でもわからないまま、全身が震ふるえた。

　男性はその大きな身体からは想像できないほどの俊しゆん敏びんな動作で、次々と出現する獣を斬きり伏ふせた。剣けん舞ぶを見ているようだ。躊躇ためらいなく確実に獣を仕留めている。

　でも彼は突とつ然ぜん、ふらりとよろめいた。みるみる内に剣の動きが鈍にぶくなる。

「！」

　私は肩かたを強こわ張ばらせた。そういえばさっきまで男性はつらそうな様子で地面に片かた膝ひざをついていた。今も、地に倒たおれた獣を飛び越こえて懸けん命めいに剣を振るっているけれど、まだ倒さねばならない獣が五頭も残っている。

　男性の荒あらい息いき遣づかいが、ただ静観しているだけの私にも伝わり、胸が詰まった。

　──本当にこれは幻なの？

　斬り付けた獣の血液を浴びただけなのか、それともやっぱり深い傷を負っているのか……腕から滴したたる赤い血が気になった。このままずっと傍ぼう観かん者でいていいのだろうか。

　殺意を漲みなぎらせて足あし踏ぶみする獣と、苦しげに呼吸する男性を交こう互ごに見つめながら悩なやむ。

　充じゆう満まんする血の臭におい。獣たちが見せる殺気。幻とは思えない生々しさだ。

　さらに二頭を制したあとで、男性が大きく舌打ちした。俊敏に動けない自分に苛いら立だっているらしかった。私は拳こぶしを握った。獣を一いち撃げきで仕留められず、空から振ぶりする回数が増えている。残り、三頭。

「!!」

　私は息を吞のんだ。

　獣の長い鋭えい利りな爪つめが、男性の左ひだり腕うでを切り裂さいた。

　苦痛に顔を歪めながらも彼は次の一手を繰くり出した。剣けん先さきが獣の片目をえぐり出す。獣は耳が痛くなるような凄すさまじい鳴き声を上げ、飛びのいた。男性はその一瞬を見み逃のがさず、宙を駆けるように距きよ離りを詰つめ、抵抗の動きを取った獣の背に容よう赦しやなく剣を突き立てた。これであと二頭。

　彼は立ち上がるのもやっとという状態だった。それでも休むわけにはいかない。仕留めた獣から剣を引き抜き、杖つえ代わりにして身を起こす。残りの獣に目を向け、再び駆かけ出そうとする。

　──あっ、危な……っ！

　彼は草を黒く染める血ち溜だまりで足を滑すべらせ、重心を大きく崩くずしてしまった。すぐに体勢を整えて乱暴に剣を振り、飛びかかってきた二頭の獣を牽けん制せいする。

　私は地面に横たわっているさっきの獣へと視線を移し、愕がく然ぜんとした。とどめを刺しきれていない。その獣が最後の力を振り絞しぼり、彼の足首を食い千切ろうとするように頭を上げる。

　彼は正面の二頭を倒すことに集中しているため、足あし下もとの獣に気づいていないようだ。他に意識を割さく余よ裕ゆうと体力がないんだろう。

　──お願い、足下を見て！　お願いだから！

　バッグを抱える手に力が入る。見過ごせば間違いなく男性の足首は嚙かみ千切られるだろう。そして膝を落とした瞬しゆん間かん、前方の獣たちが歓かん喜きの雄お叫たけびを上げ、彼の肉体を蹂じゆう躙りんする。

　でも、この光景は幻げん影えいみたいなものに違ちがいないんだから。

　第一、どれほど助けたくたって……この人のように、生き物を刃は物もので刺し殺すなんて無理に決まってる。私の精神状態だってもう限界に近いし！　胸中で言い訳を繰り返す。

　目の端はしに映る行列の火。坂の上の旅館。声を出さずに森を抜ぬけることができれば、三春叔父おじさんのもとに帰れる。

　それはつまり、なにひとつこの『重界』に影えい響きようをもたらすなという意味のはず。

　──じゃあ、この人を……ここで死なせる？

　自分の心に響ひびいた問いに、ぞっとした。本当にこのまま目を逸そらして後こう悔かいはしないのか。仕方ないって言葉で片付けて、ひとかけらも罪悪感を抱いだかずにすむの？

　──でも！　もうどうしたらいい!?

　男性の足首を狙ねらう獣が牙きばを見せる。靴くつごと肉を引き裂くことができそうな、太くて鋭い牙。

　ああ駄だ目めだ、やっぱり駄目！　私は奥歯を嚙み締め、決意した。見捨てれば絶対に後悔する。自分で自分を許せなくなる。

　ただの幻影かもしれない。フォーチュンの罠わなかもしれない。けれど、そうじゃない可能性だって残っている。なのに黙だまっているなんてできない。

　三春叔父さんもきっと、私が卑ひ怯きような真似まねをして帰ってきたら、がっかりする！

「──後ろ!!」

　私は声を張り上げた。

　男性が驚きよう愕がくの表情を浮うかべて振り向く。そして反射的といった動作で身をよじり、今にも足首に食くらいつこうとしていた獣の顔に剣を叩き付ける。

「危ない、前！」

　前方で隙すきを窺うかがっていた二頭は突とつ然ぜん響いた私の第一声に戸と惑まどっていたけれど、すぐに胴どうの位置を低くし、足下の獣に注意を向けた男性へ飛びかかる準備をした。

　男性は体勢を整えながらも、私の姿をじっと見つめた。月の光を封ふうじ込めたような鮮あざやかな金の瞳だった。

　──間に合って、よかった。

　これでよかったんだ。心からそう思った。
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　私の声に反応したってことは、幻影じゃなくて……本物の光景なんだよね？

　男性も、獣も、生きている。なぜそんな服装をして剣を所持しているのかとか、そもそもこの獣はなんなのかとか、不可解な点だらけだけれど──。

　男性は勢いを取り戻して二頭の獣の間に飛び込んだ。円を描えがくように翻ひるがえる剣。獣が飛びのく暇ひまも与あたえず、脇わき腹ばらを切り裂く。そのまま跳はね上がるように身体からだを捻ひねり、至近距離まで迫せまってきた獣の首を狙い違たがわず斬り落とす。剣の先を使って獣の首を弾き飛ばし、残った一頭の顔に命中させる。

　男性は滑るように地を駆けた。動きの鈍くなった最後の一頭を、正面から斬り捨てる。

　──全部、倒した。

　どさりと最後の獣が血ち溜だまりの中に倒れた。唐とう突とつに訪おとずれる静けさ。男性の乱れた息遣いが響く。荒あら々あらしい気配はまだ、そこここに残っていた。胸を圧あつ迫ぱくする濃のう厚こうな血の臭いも。

「……」

　男性は呼吸が落ち着くまでの時間も惜おしいというように、どこか忙せわしない動作で振ふり向いた。獣と対たい峙じしていた時より余よ程ほど狼狽うろたえているみたいで、そのあからさまな変化に驚おどろいてしまう。

　互たがいに無言でしばらく見つめ合う。なにを言っていいかわからないし、ずっと覗のぞき見するだけで手助けせずにいた後ろめたさも強く感じる。

　男性の瞳ひとみは、厳しかった。激しい戦いの名残なごりをその身に留とどめている。なんだか私までも彼の手にある大たい剣けんの餌え食じきになるんじゃないかと、恐おそろしくなる。

　私が怯ひるんだのに気づいたのか、男性はぎこちなく瞬まばたきをした。

　ありえないものを見ているような──彼こそ私の存在を幻影じゃないかと疑っているような、たくさんの感情を宿した複雑な眼まな差ざし。私も途と方ほうに暮れながら、見つめ続けてしまった。

　こんな異常な状じよう況きよう、どうすればいいのか全然見当がつかない。

　やがて男性は困った様子で自分の剣を見下ろし、再び私へと視線を移した。なにやら覚かく悟ごを決めた表情をし、こちらに一歩近づく。その直後、急にがくりと膝ひざをついた。

　──そういえば、怪我をしていたみたいだった！

　呪じゆ縛ばくが解けた私は、うずくまる男性の側そばへと急いで駆け寄った。

「あ、あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　間ま抜ぬけな問い掛かけかもしれないけど、他ほかに適当な言葉が思いつかない。

　男性は弾はじかれたように顔を上げ、私を凝ぎよう視しした。間近で見た彼は全身血ち塗まみれ状態なのに、なぜかあまり恐きよう怖ふを感じなかった。私を害そうとする雰ふん囲い気きがないとわかるからかもしれない。

　それに、吸い込まれそうなほど透すき通った奇き麗れいな目をしている。日本人じゃないのは確実だ。彫ほりの深い顔立ちは、男性的な美しさがある。

　年ねん齢れいは二十代半ばあたりだろうか。美び丈じよう夫ふ、という言葉がぴたりと当てはまりそうな人。

　じわじわと恥はずかしさが募つのってきた。そこまで熱心に見つめられると反応に困る。

「あの……」

　男性は我に返ったように視線をさまよわせた。口を開こうとして、ぎゅっと顔をしかめ、浅く息を吐はき出す。

「あっ、そうだ、怪け我が！　どこか怪我してる!?」

　私は慌あわてて彼の全身をチェックした。本当にどこも血塗れだ。衣服も黒く染まっている。動どう揺よう中の彼を無視して確認を続けると、やっぱり剝むき出しになっている腕うでに深い傷があるのがわかった。

「これ……さっきの獣けものにつけられたの？」

　なにかを答えようとしたらしい男性は、けれど声を発する前に大きく咳せき込んだ。ひび割れた唇くちびるを見て、はっと自分が抱かかえているバッグの存在を思い出す。

「私、水を持ってるんだった！」

　確か、飲みかけのペットボトルが入っているはずだ。

　三春叔父さん曰いわく、「響のバッグは異次元に繫つながっている」だそうで。自分でもいつ使うのかわからない余計な物がたくさん入っていると思う。でも女子って大体こんな感じだ。

　私はバッグの中を探さぐり、目当てのペットボトルを発見した。

「これ、飲んで」

　男性は咳き込みながらも、ぎょっとしたようにペットボトルと私を交こう互ごに見つめた。

　なかなか受け取ろうとしないことに焦じれ、無む理り矢や理り彼の唇くちびるにボトルの飲み口を押し付ける。

　彼は一いつ瞬しゆんもの凄すごく焦あせった表情をしたけれど、すぐに水だとわかったらしく貪むさぼるように飲んだ。

「あ、待って、全部飲まないで」

　私が手を伸のばして止めると、慌てたように身じろぎする。心底申し訳なさそうな困った顔で、軽くなったペットボトルを見つめる。

　私はバッグからハンカチを取り出し、残りの水を含ふくませた。まだ出血が止まらないらしい腕にそのハンカチをそっと載のせる。そして旅館で貰もらった記念のタオルを包帯代わりに巻き付けた。

　顔色を変えないよう気をつけてはいたけれど心臓がうるさい。

　すごく痛そう。これは病院で治ち療りようしないと絶対に駄目だ。

　男性はさっきの凄すさまじい戦いぶりが噓うそのように大人しくなり、私の不器用な手当てを受けている。どこかおずおずとした雰囲気だ。

「えっと……次はどうしよう」

　いくら異次元バッグとはいえ、さすがにそう何枚もハンカチやタオルがあるわけじゃない。

　しばし悩み、ティッシュで彼の顔を拭ぬぐうことにした。ちょっと気まずそうな顔をされたけれど、獣の血を浴びたせいで首元まで真っ赤になっているんだから、放ほうっておけない。胸の中から消えずにいる罪悪感に突つき動かされていたのかもしれなかった。

「あとは、なにか持っていたっけ」

　胃腸薬とかコンビニで買ったビタミン剤ざいは、今必要じゃない。これ以上できることが見当たらなかった。どうしようか？

　男性は、怖おじ気づいてしまうくらい真しん剣けんに私を見つめている。自分以外の人間を初めて見たんじゃないかって思いたくなるほど。そんなに一いち途ずな目を向けられたことがなかったので、動揺せずにはいられなかった。恋こい焦こがれるような熱さえ帯びている。

　勿もち論ろん、一ひと目め惚ぼれされたというような単純な感情じゃないだろう。もっと切実な色がある。

「あ、あの、手当てが下手へたでごめんね。……他にいいものなかったかな」

　私は羞しゆう恥ち心しんをごまかすため、もう一度バッグの中を漁あさった。そうだ、疲つかれている時には甘い物。マーブルチョコは私の携けい帯たい食しよくだ。

「これ。どうぞ」

　ペットボトルにも驚いていた様子だった。もしかするとチョコも食べたことがないかも。

　自分の手のひらにざらざらとマーブルチョコを載せて彼に見せる。それから、手本を見せるように一ひと粒つぶを食べ、続けて彼の口にそうっと押し込む。

「……美味おいしい。って私が喜んでどうするの」

　口の中に甘い味が染しみ込み、ほっと肩かたの力が抜ぬける。彼も初めは硬こう直ちよくしていたけれど、恐る恐るといった感じで嚙かみ砕くだいたあと、わずかに表情を緩ゆるめた。

「よかった。チョコ、美味しいよね」

　先ほどまでの凜り々りしい姿からは想像できない控ひかえめな微び笑しようが返ってくる。私より断然長身だし、年上で間ま違ちがいないだろうけれど、なんとなく可愛かわいい人だ。

　つられて微笑ほほえんだ直後、肝かん心じんな問題を思い出した。

　しまった。あんなにフォーチュンに忠告されていたのに、無視してしまった。

「ど、どうしよう」

　なごんでいる場合じゃない。声を出すと、守護の殻からが破れて『重界』に押し潰つぶされるって──でも今のところ、なんの変化も見られない。ただの脅おどしだったんだろうか。

「そうとは思えないんだけどな……。これも幻まぼろしの光景じゃなかったし」

「────」

「え？」

　低い穏おだやかな声がすぐ側で聞こえ、我に返った。勿論、この彼が発言したというのはわかっている。

　……でも、なんて言ったの？

　まじまじと男性を見つめる。彼も強い瞳で私を見つめ返し、嚙んで含めるようにもう一度、ゆっくりと言葉を紡つむいだ。

「────」

　絶句してしまう。聞いた覚えのない言葉。英語でもないし多分フランス語でもない。発音法は少し英語に似ているようで、違ちがう。道理で私が話しかけた時、奇き妙みような顔をしていたわけだ。というか彫りの深い端たん整せいな顔がん貌ぼうをしているんだから、同じ言語を話す人種でないのは明白だ。

「────」

「待って、わからない。あなたの言葉はわからない」

　私は『理解できない』という意味をこめて、首を横に振った。意思表示を正しく受け取ったらしい男性が、考え込むように眉まゆを寄せて視線を虚こ空くうへ逃のがす。

　ふいに、彼は立ち上がろうとする仕草を見せた。

「怪我しているから、まだ動かないほうが……」

　言いかけて、視界に血溜まりと獣の死し骸がいが入り、言葉を失う。身体からだ中の熱がすっと冷めていくような感覚。作り物では決して醸かもし出せない生々しさに、今いま更さらながら恐ろしさを抱いだく。この血も臭においもすべてがリアルすぎる。

　突とつ然ぜん、視野が暗くなった。気き遣づかわしげな金の瞳とぶつかる。一拍遅れて、男性が自分の身体を盾たてにし、不ふ吉きつな殺さつ戮りくの光景を遮しや断だんしてくれたのだとわかった。

「あ──ありがとう」

　男性は、大きな手を一いつ旦たん地面に向け、それから親指で森の奥を示した。ここを離はなれよう、と合図しているみたい。確かにいつまでも獣の屍しかばねの側にはいたくない。それに、濃のう厚こうな血の臭いを嗅かぎつけて新たな獣が出現するかもしれない。そっちのほうがむしろ問題だ。

「でもどうしよう。私は旅館に戻もどりたいんだけれど……」

　困りながら男性を見上げる。正確には、彼が鞘さやに納めた剣けんをだ。銃じゆう刀とう法ほう違い反はんという言葉が真っ先に脳のう裏りをよぎった。

「つ、連れていけない……」

　かといってこの場に置き去りにもできない。悪い人じゃないっていうのは雰囲気でわかる。

　──声を出してもとくに問題はないようだし……とりあえず今は彼に従ってみようか。

　そう決めて、空になったペットボトルをバッグに戻し、肩に下げる。男性は不自然すぎない距きよ離りを保って、私の準備が終わるのを待っていた。密ひそかに感心してしまう。

　まるで中世の名めい誉よある騎き士しみたいだ。紳しん士し的で重じゆう厚こう。それに、本当に背が高い。

　三春叔父おじさんや賢治さんも長身の部類に入るけれど、この人は飛び抜けている。百九十センチは余よ裕ゆうでありそう。とにかく抜ばつ群ぐんに高く、胸むな板いたも凄く厚くて、なんだか堅けん固ごな壁かべが立ちはだかっている感じ。腕にも筋肉がついていて全身鍛きたえ上げているって印象だ。

　それでいて鈍どん重じゆうそうに見えないのは、均整の取れた体形だからだろう。

　多分、横に並べば百五十半ばしかない私なんて、彼の胸の位置に届くかどうかも怪あやしい。

　──……。まだ身長伸のびるかな……。あと十センチはほしいのになあ。

　落ち込む私を見て、男性は不思議そうに首を傾かしげた。愛あい想そ笑いでごまかし、彼の隣となりに行こうと足を動かす。

「きゃ……！」

　さっきの男性と同じ失敗をしてしまった。血に濡ぬれた野草に足を取られ、重心を崩くずしてしまう。彼と違って運動神経に深刻な問題がある私は、体勢を保てず見事に尻しり餅もちをついた。

　先に行きかけていた男性が意表を突かれた表情で振ふり向き、動きを止める。恥はずかしい。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです！」

　起き上がろうとして、異変に気づく。私が鈍にぶいせいで転んだわけじゃないようだ。

　ぬるい風が波のようにざあっと押し寄せ、木々の葉を靡なびかせる。男性が顔色を変え、背にかけていた大剣の柄つかに手をやった。

「なにこれ……？」

　私は呆ぼう然ぜんと自分のブーツを見つめた。全身に鳥とり肌はだが立つ。血が、意思を持っているかのように蠢うごめき、足首に絡からみ付いている。

「──あれほど忠告したというのに、困った娘むすめだ」

　──この声は。

「フォーチュン!?」

　私は驚おどろき、慌あわてて振り向いた。向こう側の血ち溜だまりの中にフォーチュンが立っている。でもその姿は奇妙なことに幽ゆう霊れいのように透すけていた。異変はそれだけに止とどまらない。森全体が静止状態になっている。いつの間にか男性までも剣を抜きかけた姿勢で固まっていた。

　──なにが起きているの？　すごく嫌いやな感じがする。

「自分がどれほど浅せん慮りよな選せん択たくをしたのか、おまえはまだ理解していないようだ」

「浅慮って、ひど……」

「おまえは私の力を受け入れる器うつわとしての資格を放ほう棄きした。そして今、私が授さずけていた守護までも捨て去ったな。その愚おろかさを、とくと味わえ」

　急に背筋がぞくりとした。なにかよくない事態が訪おとずれそうな。

「好きで忠告に背そむいたわけじゃない、声を出さないとこの人が死んじゃうかもしれないから！」

「それが愚かだというのに。決断こそが、運を招く。しかし、おまえは自らの手で自分の首を絞しめた。愛も憎ぞう悪おも悲ひ嘆たんも乗り越こえねば、望みに手が届きはしない」

「そ、そんなことを言われたって、彼を見殺しにできるはずがないよ、それに……後こう継けい者しや候補とかに突然選ばれても、意味がわからないし！」

　あれだけ非現実的で信じがたいと思っていたのに、私は今になって後こう悔かいし始めていた。たとえ正しく理解できなくとも、彼の差し出す『力』を得ておくべきだったんじゃないかと。

「未練を覚えたか？　だが遅おそい。おまえは既すでに選択をした」

「……断ことわって当然でしょう！　あんな不気味な椅い子すに拘こう束そくされたら誰だって……！」

「自分の無力さを棚たなに上げて、望み通りに現実が進まぬ時は他人を非難するのか」

　フォーチュンは冷淡な口調で私の訴うつたえを遮さえぎった。

「私にとって、おまえはもはや価値がない──あぁ、まったく、またこの失望を嚙み締しめるのか。なんてつまらぬ……」

　──またって、どういう意味？

　問いかけようとした瞬しゆん間かん、足首に絡み付いていた血の力が強くなった。

「や、やだっ、なんなの……!?」

　血が蛭ひるのように膨ふくれ上がり、あのおぞましい椅子の形を作っていた小こ猿ざるたちへと変化する。

「痛いっ」

　愕がく然ぜんとする私の身体に、小猿たちが飛びついた。肌はだを引っ搔かき、衣服を裂さき、髪かみを千切ろうとする。肌に食い込む無数の爪つめ。滴したたる唾だ液えき、悪意に満ちた血走った目。

　──噓うそでしょう、悪夢か、幻に決まってる。

　頭が真っ白になり、ろくに抵てい抗こうもできない。だっておかしい、こんな異様な出来事が私の身に起きるはずがない。絶対に夢だ、ありえない……。

　フォーチュンの言葉が唐とう突とつに脳裏に蘇よみがえった。自分だけは災わざわいや困難が避さけて通ってくれると確信し、疑うことすらしない──。

　違う、違う。ただ、私は。

　無意識にフォーチュンに手を伸のばす。根拠もなく、助けてくれる気がした。でもフォーチュンは動かなかった。見捨てるつもりなんだとわかった。ずきっと胸に痛みが走る。冷たい気配。もう価値がないんだって。……両親も、私に価値を見み出いだせないから笑ってくれなくなったのか。

　──どうすれば、よかったの？

　時間が戻ってくれるなら、なんだってする！

　必死にフォーチュンに手を伸ばす。その瞬間、私の全身に群がっていた小猿たちが、一いつ斉せいに弾はじけ飛んだ。ふわりと周囲に巻き起こる澄すんだ風。まるで私を守るように。これは──？

「……干かん渉しようをするのか。響のために？」

　フォーチュンは顔を上げ、虚空を見つめて呟つぶやいた。思いがけない切なさが込められた口調だった。

　私に向けた発言じゃなかった。じゃあいったい誰だれへの問いかけなんだろう。

　フォーチュンは私に視線を戻し、口を開く。でも、なにを伝えたかったのか、それを知ることは結局できなかった。私の周囲を巡めぐる風がさらに威い力りよくを増す。ごうっと、凄すさまじい音が響ひびく。

　ふいに、背後から赤い衣ころもの裾すそが靡なびいてきた。驚きを覚え、振り向く。

「──」

　背後に誰かが立っている。目を凝こらすも、身体が透けているフォーチュンよりもっと朧おぼろな輪りん郭かくで、顔立ちすらよくわからなかった。ただ、背せ丈たけからして男性じゃないだろうか。

　茫ぼう然ぜんとする私を、その曖あい昧まいな像を結ぶ何者かが包み込むように抱だきしめた。

　途と端たん、小猿たちを滅めつした風が勢いよく流れを変えた。あまりの風圧に、目を開けていられなくなる。

　風の唸うなりが耳に突つき刺ささり、そして──意識は柔やわらかな闇やみに落ちていった。
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　起きた瞬間に絶ぜつ叫きようするなんて滅めつ多たにないことだと思う。

　その貴重な経験を、してしまった。

「────!?」

　寝ね起おきでよくもこれほど強きよう烈れつな声量の悲鳴を上げられるものだと我ながら感心してしまう。ただし、まともな言葉にはなっていない。

「──何事だ？」

　私が[image: 迸]ほとばしらせた凄まじい叫さけびを聞きつけて、寝しん室しつの扉とびらの向こうから誰かが慌てた素そ振ぶりで飛び込んでくる。でもそっちに目を向ける余裕はまったくなかった。なぜなら。

「み、耳が……、神の耳すら破は壊かいする悲鳴……」

「あ、あ、あなた誰────!!　なんで一いつ緒しよのベッドに寝ねてるの────!?」

「壊こわれる、耳が壊れる……っ」

　つまり──鮮あざやかな青髪の、仰のけ反るほど美形な不ふ審しん者に、私は抱きかかえられた状態で眠ねむっていたらしい。
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　それから数分後のことだ。

　私は広い寝室の隅すみまで這はって逃にげ、正体不明な二人から可能な限り距きよ離りを取った。

　円形のベッドの上ではまだ、青髪の男性が耳を押さえて悶もだえている。一方もう一人の、炎ほのおのように鮮せん烈れつな赤髪の男性はサイドテーブルの縁ふちに軽く腰こしを預けて、青髪の彼に情けない表情を向けている。

　──どっ、どうなってるの!?　ここどこ？　っていうか本当にこの人たち、誰!?

　なにからなにまで謎なぞ塗まみれで頭が追いつかない。とりあえず彼らに怪あやしい真似まねをされそうになった時には全力で投げつけようと、近くに飾かざられていた手て頃ごろな陶とう器き製の水差しを抱かかえ込む。

　──ここって……旅館の中？

　視線を巡らせ、内心首を捻ひねる。どこか懐かい古こ的で華はなやかな装そう飾しよく。

　でも、私と三春叔父おじさんが借りた部屋とは豪ごう華かさの規模が天と地ほど離はなれていた。雰ふん囲い気きが多少似ているだけの、まったく別の建物内と考えたほうがよさそうだ。ひとつひとつの装飾も、レンガ調の壁かべも、時代を感じさせる重じゆう厚こうな印象がある。それに、随ずい分ぶんと広く、天てん井じようも高い。

　私は次に、不審な二人を密ひそかに観察した。彼らの恰かつ好こうはフォーチュンとそっくりだ。部屋の内装と同じように、古風できらびやかな──そこまで考え、私は目を剝むいた。

「フォーチュンはどこ!?　あの怪け我がをしていた男性は？　小猿たちは!?」

「娘、落ち着け」

　混乱を深める私を眺ながめて、赤髪の男性が苦く笑しようした。

「お、落ち着けってそんな無理な注文……っ、三春叔父さんも、どうなったの!?」

　赤髪の男性は素す早ばやく立ち上がり、部屋を飛び出そうとする私を止めた。思わず息を吞のむ。

　大きい。あの巨きよ大だいな剣けんを持っていた男性よりもきっと背丈がある。それに、髪とお揃そろいの、鮮やかな赤い瞳をしていた。よく見ると、腰には三本の剣を下げている。

「俺が事情を説明するより、自分の目で見たほうが納なつ得とくもいくだろう？　来い」

　男性はそう言うと、身構える私の側そばを離れ、先に寝室を出た。少し迷い、悶えたままの青髪の男性を一いち瞥べつしてから、あとを追う。

　寝室と扉一枚で繫つながっている隣となりの広間はもっと広かった。

　──やっぱり旅館じゃない。これってどこかの宮きゆう殿でん内？

　いや、宮殿というより、神しん殿でんに近い雰囲気だ。壁には色とりどりの石を埋うめ込んだ天使の図。テラス側に飾りのついた柱が並んでいる。円まる天てん井じようにも美しい絵があった。

「こちらだ」

　先を進んでいた赤髪の男性は室内を突っ切り、列柱のほうへと向かった。窓は設けられていない。列柱の向こうには石製の広いテラス、そして手すり。外の景色が一望できる。

　手すりによろよろと近づき、私は惚ほうけた。目に映る光景は──。

「わかったか？　残念ながらこの場所はおまえの暮らしていた〈界〉ではない。エヴリール界の神域──つまり〈天界〉だ」

　パールのようなきらめきを放つ雲。いや、霧きりだろうか。

　密生する木々も虹にじのように複数の色がある。私は音を立てて唾液を飲み込んだ。どうやらこの建物は坂の……崖がけの上に造られているようだ。眼下には町らしき風景が広がっている。

　豊かな森に包まれた円状の区画。その構造は申海町と酷こく似じしている。ただ、自然の美しさが桁けた違ちがいだ。

「──」

「娘むすめ？」

　私は声なく、冷たい石床ゆかの上にへたり込んだ。







「大だい丈じよう夫ぶか？」

　数分後。赤髪の男性は私の前に片かた膝ひざをつき、困ったような微び笑しようを見せた。

「もう少し休ませてやりたいところだがな、おそらくあまり時間がない。おまえも、知りたいことがあるだろう？」

「ここは、本当に……」

　申海町……私の世界とは違ちがう場所なんだ。茫然と心の中でそう呟いた時、広間のほうから青髪がみの男性がやってきた。私と目が合うと、楽しそうに手を振る。

「いや、先ほどの悲鳴は凄すごかった。さすがに耳がおかしくなるかと思ったな」

　青髪の男性は朗ほがらかな笑え顔がおで軽口を叩たたいた。

「誤解のないように言っておくが、これはおまえを穢けがそうと目もく論ろんで寝しん台だいに忍しのんでいたのではない。治ち療りようをしていただけ……のはずだぞ」

　赤髪の男性は語ご尾びに怪しさを漂ただよわせた。これ呼ばわりされた青髪の男性が笑みを深めて頷うなずく。

「まあ、手を出してもいいか？　と多少は思ったがね。可愛かわいい乙女おとめは皆みな、私の嫁よめだ」

「シルヴァイ、やめろ。本気にされる」

　赤髪の男性が唸る。私はぼうっと二人を順番に見つめた。

　不ふ埒らちな発言を繰くり出した青髪の男性の名は、シルヴァイというらしい。

　本当に絶句するほど整った顔立ちをしている。砕くだいた宝石をちりばめたかのように輝かがやく青い髪。瞳ひとみも髪と同じ色。淡あわい水色の睫まつ毛げが羨うらやましいくらい長い。それになんだか妙みように艶つやっぽい。サファイアで作られた艶やかな大輪の花という印象だ。男女問わず、こんなに美しい人を初めて見た。

「だがオーリーン、仕方ないだろう？　私が望まずともな、乙女たちのほうからぜひ手を出してほしいと懇こん願がんしてくるじゃないか。自分の美び貌ぼうと魅み力りよくが怖こわい……」

　嘆たん息そくするシルヴァイを見て、オーリーンと呼ばれた赤髪の男性は激しく疲つかれた顔をした。

　こちらははっきりした目鼻立ちで、シルヴァイとは違った華がある。シルヴァイはどちらかというと中性的で、オーリーンは男性的。世の男性たちの羨せん望ぼうを一身に浴びそうな感じだ。

　この二人を前にして平然としていられる人間はいないだろう。見るからに普ふ通つうじゃない。

　ただ、異様な事態が連続して起きたせいで感覚が鈍にぶくなってきたんだろうか。惚ける間に、だんだんといつもの調子が戻もどってくるのがわかった。こうなるともう無理にでも受け入れるしかないっていう、破れかぶれな気持ちになっただけかもしれない。

　私は気合いを入れ、積極的に彼らを観察することにした。このオーリーンって人……もしかして森で小こ猿ざるたちに殺されそうになった時、後ろから抱だきしめて守ってくれた？

　それにこっちの明るい性格のシルヴァイは、傷の手当てをしてくれたって。なぜ一緒の寝台に潜もぐる必要があったのか謎なぞだけど──とりあえず身体からだの痛みはきれいに消えている。

　というか、本当に今いま更さらな話、いつの間にか私も彼らとよく似た不思議な衣装に着き替がえさせられている。桜を連想する優やさしい薄うす紅べに色いろの長衣に、高価そうなアクセサリーまで。

「乙女、ほら立ちなさい」

　じっと自分の身体を見下ろしていた私に、シルヴァイは手を差し伸べた。

　おずおずとその指を握にぎり、立ち上がる。手すりの向こうに広がる幻げん想そう的な町並み。何度瞬まばたきしても、申海町に変わってはくれなかった。落らく胆たんしながら、二人に視線を戻す。

「あの……助けてくれてありがとうございました。それと、手当てや着替えも」

　目の前の二人が小猿たちを消しよう滅めつさせ、『重界』と化したあの不気味な森からも逃がしてくれたんだろう。フォーチュンとは違って友好的な空気を感じる。できるなら彼らの機き嫌げんを損そこねたくなかった。今なにが起きているのか詳くわしく聞きたいし、身の安全も守りたい。

「愛らしいなあ。艶えん麗れいな神乙女たちも好ましいが、こういう清潔な印象の娘もなかなか……」

　シルヴァイは一人、うんうんと頷いている。

「よろしい。結けつ婚こんしよう」

　どうしよう、残念な人だ。

「シルヴァイ、もう黙だまれ。頼たのむ」

　オーリーンが深く息を落とし、ぐったりと手すりに両りよう腕うでを乗せて項うな垂だれた。

「おまえはいつもいつも……ふざけている場合ではないぞ。この娘をどうすべきか決めねば」

　私は肩かたを強こわ張ばらせた。取り乱さないよう注意しながらオーリーンを見つめる。

　──冷静でいないと。元の場所へ戻る方法を、訊きき出すんだ。

「……二人は、フォーチュンの知り合いなんですか？」

　途と端たんに彼らは苦々しい表情を浮うかべた。その反応は肯こう定ていの証あかしだ。

「すまぬ。おまえは、フォーチュンの気き紛まぐれに巻き込まれただけだ」

　オーリーンが暗い声で謝罪し、身を起こした。私は慌あわてて首を振ふった。

「あの、オーリーン……が謝ることじゃないし、それに助けてくれたし」

　呼び捨てていいのか悩なやんだけれど、彼は気にしていないようだ。

「まあ謝罪させてやるがいいな。事の発ほつ端たんはオーリーンの創造した国にあるのだから」

　そこで言葉を切って、ふいにシルヴァイは真しん剣けんな顔をした。

「これはぜひとも覚えていてほしいのだが──」

　清らかな美貌が急に威い厳げんを帯び始める。私は息を吞んで、シルヴァイの眼まな差ざしを受け止めた。

「この無む駄だに巨大な男よりも私のほうが位は上だ。気高き五神の中に位置するのだし、なにより非の打ち所がないほど美しいだろう？　いつでも妻になれ」

　どうしよう、本当に残念な方向に突つき抜ぬけている人なんだ。

「娘、今の言葉は忘れていい」

　即そく座ざにオーリーンが口を挟はさんだ。思わず同意した私を見下ろして、シルヴァイは悲しそうな顔をした。すぐに立ち直り、甘い微び笑しようを浮かべる。

「オーリーン、娘呼ばわりはないだろうに……名はなんと言う？」

「……響です。三み島しま、響」

「ヒビキ？　なるほど、大気を友とする名だな。それは私に属するものだ」

　シルヴァイは嬉うれしそうに言って、私の額を撫なでた。

「あなたたちは、誰だれなんですか？」

「私はシルヴァイ。風と大気を司つかさどる起源の神。また〈静せい寂じやく〉と〈叡えい智ち〉を司る守護神。ついでに説明しておこう。私の偉い大だいさ、尊さがよりわかるはずだから。この赤い男は闘とう神しんだ。人々のために在る神。また〈勝利〉と〈祈いのり〉を司る新参の神なのだよ。戦いくさの神ゆえ、もとは人だ。位は低い。この天界ではな」

「大層な紹しよう介かいに、礼を述べるべきなのか？」

　呆あきれた顔でオーリーンが呟つぶやく。

「礼は大切だな。なにせおまえは他ほかの神々に野や蛮ばんやら血ち腥なまぐさいやら無礼千せん万ばんやらと、ことあるごとに疎うとまれている。好んでおまえと親交を結ぶ酔すい狂きような神は私くらいだぞ？」

「皆は俺の出自が気に食わぬのだろう」

「私は人が嫌きらいではない。矛む盾じゆんに満ちていて、実に面おも白しろいのに。まずい、自分の寛かん容ようさに惚ほれ惚ぼれしてしまう……。オーリーン、もっと私を大事にせよ」

「あ、あの、待って！」

　話が脱線する前に、私は慌てて割り込んだ。

「カミ……って？」

　理解不能な会話についていけない。きょとんとする私を見て、困こん惑わくするのがオーリーン。シルヴァイは愛あい猫びようを見るようなうっとりした目をしている。

「ヒビキ、おまえは神を知らないのか？」

　オーリーンはなんともいえない微び妙みような顔で尋たずねた。その質問をどう解かい釈しやくすべきか悩む。

「えっと、カミって……まさか、本物の神様？　あ、もしかしてなにかのコードネーム？」

「……まあ、次元の異なる世界の娘むすめだったな」

　オーリーンは諦あきらめたように吐と息いきを落とした。私は困り、シルヴァイに視線を向けた。

「混乱しても仕方がない。世界そのものが異なれば、おわす神もまた異なる。私たちは、エヴリールの全土を守護する神々なのだよ」

　シルヴァイは私の髪に触ふれながら柔にゆう和わな微笑ほほえみを見せた。

「エヴリールって、さっきも聞いたし、フォーチュンも言っていたけれど……いったいなんの話ですか？」

「この天界の下もとに広がる大地の名だ。おまえの世界とは表ひよう裏り一いつ体たい。鏡の表がおまえの世界ならば、我らの世界は裏に存在する」

　別世界に存在するエヴリール。信じがたい話なのに、否定する気はもう起きない。自分の目で天変地異を見てしまった。驚きよう愕がくの体験も。そして現在進行形で怪かい異いの中にいる。

　──どうして私がこんな目に？

「そもそもはフォーチュンの嘆なげきから始まったことだ」

　シルヴァイは、私の心に浮かんだ言葉を読み取ったようなタイミングでそう言った。

「フォーチュンもまた、オーリーン同様、もとは人にすぎない。しかし摂せつ理りの隙すき間まに生ずる非ひ律りつの定めにより、人にあらざる力を身に宿した。ゆえに、我らは十一番目の神として迎むかえ入れる準備をした。かの者に与あたえられしは〈無限〉と〈運命〉。だがフォーチュンは神の座を拒きよ絶ぜつした。畏い怖ふの念に屈くつし辞退したなどという生なま温ぬるい話ではない。一部の神々にとっては明らかな背信の行こう為いだった」

　シルヴァイの視線を受けて、オーリーンがあとを継つぐ。

「本来は……神々といえども未来を確定してはならぬという不文律が存在していたのだがな。それは決して手を出してはならぬ領域だと〈混こん沌とん〉を司る最古の神が定めた。しかし神々の中にはいかようにも揺ゆらぐ曖あい昧まいな万ばん象しようの在り方を不服とする者もいる。未来を見定める『目』が欲しいと望む者が。フォーチュンはそういった、神々の欲よくの雫しずくより生誕した貴人なのだ」

　激しい混乱を二人に悟さとられないよう、密ひそかに深呼吸する。これってなんの話なのか。まさか本物の、ギリシャ神話に登場するようなゼウスやポセイドンと同じ『神様』だっていうの？

　目の前にいる二人も？

　頭が痛くなってきた。ＳＦ的な『異次元世界』までなら辛かろうじて許容範はん囲いだ。だけど『神様』まで受け入れるのは、かなり難しい。元々ファンタジックな話は得意なほうじゃない。

　私はフォーチュンの姿を脳のう裏りに描えがいた。仮面をつけた不思議な人。

「神々はフォーチュンを必要以上に愛めでた。力を惜おしみなく与え、不ふ可か侵しんの誓ちかいまで立てた」

「オーリーン、口を慎つつしめ。かの貴人に過か剰じような恩おん恵けいを施ほどこした愚おろか者の一人が、ここにいるというのに」

　私はびっくりし、苦い表情を浮かべているシルヴァイを見上げた。彼は一度こちらに顔を向け、すぐに、ふっと視線を逸そらした。

「なんか……」

　思ったことをなんでも口にしてしまうのは、悪い癖くせだ。でも今は言わずにいられなかった。

「皆みんなで、フォーチュンの心に手を入れたの？」

　二人が口を引き結び、私を見つめる。余計な発言だったという自覚は十分にあった。

　人ひと懐なつっこい素そ振ぶりを見せていたシルヴァイの目に、初めて不快そうな色が滲にじむ。奇き麗れいな人が穏おだやかさを消して凄すごむと、思わず身体からだが硬こう直ちよくするくらい威い圧あつ感かんが増す。

「フォーチュンとて、最初は我らの寵ちようを喜んでいたのだが」

　シルヴァイは手すりの下の町並みをじっと睨にらみながら、わずかに嘲あざけりを含ふくむ低い声で囁ささやいた。

　──言い訳っぽい。

　そう考えたことがはっきりと伝わったらしい。シルヴァイのまとう涼すずやかな気配が急に重くなった。まずい、と焦あせった時にはもう遅おそい。シルヴァイは無表情のまま立ち去ってしまった。

　もしかしなくても私、シルヴァイの機嫌をすごく損ねたみたいだ。すぐに謝ったほうがいいんじゃないか。そう悩み、追い掛かけようとした私をオーリーンが引き止める。
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「あどけない顔で、よくもまあ」

「ごめんなさい。シルヴァイ……怒おこったよね？」

　オーリーンは、シルヴァイが去った方向を見遣ると、悪戯いたずらっぽい表情を作った。

「事情をろくに知らぬとはいえ、シルヴァイを追い払はらうとは大した娘だ」

　事情って、さっきの『神様』関連の話だろうか。

「俺になにを言っても、まあ、構わないがな、シルヴァイはどれほど親しみやすく見えても、やはり太古の神。気き紛まぐれで、自分本位な性さがを持つ。ついでに後先考えず、飽あきやすい。他人の思おも惑わくなどより目先の愉ゆ楽らくが余よ程ほど大事だ。偉大かも知れぬが、その中身は恐おそろしく幼よう稚ちで傲ごう慢まんな子どものようなもの。神々は総じて厄やつ介かいな性質を有する」

　砕くだけた口調になったオーリーンにつられて、私はつい反省を忘れ、本音をこぼした。

「大人げない気が……」

「言うのは俺だけにしておけ。おまえ、あの場で塵ちりにされてもおかしくはなかったのだぞ」

「ええ!?」

　オーリーンは快活な笑い声を上げた。うろたえる私を横目で見つめ、手すりに寄りかかる。

　容姿はともかく、彼の感覚は「普ふ通つうの人間」と近い。そのせいだろう、一いつ緒しよにいると心が安定する。

「とはいえシルヴァイは神々の中でも徳望厚く温和なほうだ。あまり責めてやるな。おまえの指し摘てきは、俺も耳が痛い。俺もやはり、フォーチュンに力を注いだ神の一人だからな」

　私は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。

「その……本当に、神ってその」

「信じがたいか？　ならこう考えろ。『人より多少特とく殊しゆな能力を持つ、厄介な支配者たち』と」

　ざっくばらんな説明は、むしろ、ずっと頑かたくなだった私の心を溶とかす役割を果たしてくれた。

　疑う気持ちを完全に消すことはできないけれど、ひとまず受け入れてみようか。

「そっか、私って今、神様と話をしているのかぁ……」

　しみじみと呟く私の様子がかなりうけたらしい。オーリーンは随ずい分ぶん長い間笑い続けた。

「もとは俺も人にすぎないと、シルヴァイが言ったろう。エヴリール界の民たみに神と崇あがめられてはいるが、本音を言えば、俺自身は己おのれを至高の者などと思ったことはないぞ。むしろ制約ばかりで羽をもがれた思いがする」

『エヴリール』が具体的にどういう世界なのかも気になるけれど、オーリーンの口調も引っかかる。

「神様って言われるの、嫌い？」

「そうだな。褒ほめ言葉ではない。俺にとっては」

「そっかぁ。色々大変なんだね」

　オーリーンはついに笑い悶もだえ始めた。こうして彼と少しでも打ち解けることができたのは収しゆう穫かくかもしれない。彼まで怒らせてしまったら、三春叔父おじさんのところに帰るための手がかりを完全に失ってしまう。冷えた感情を隠かくし、急いで次の話題を探す。

「赤い髪かみ、奇麗だね」

　これは本音だ。炎ほのおよりも華か麗れいで、薔薇ばらよりも鮮せん明めい。私以上に長さがある。

「おまえは先ほどから狙ねらいを外さないな」

　笑いをやっと消したオーリーンが私の髪を一ひと房ふさ、軽く引っ張った。

「俺が神々に疎まれているのは、この容姿にも一因があるんだ」

「どうして？　すごく恰好いいのに」

「髪も目も赤い。俺は戦いくさ神がみと呼ばれている。さて、それがなにを意味するか、わかるか？」

「……もしかして、血？」

「利口だな。そうだ。俺は戦い続けた血ち塗まみれの人間だったんだ。戦では負けたためしがない。それはつまり、多くの人間の血を浴びて生き延びたという証あかしでもある。ゆえに、この目も髪も鮮せん血けつのような赤へと変わった。神々が厭いとうのも無理はない」

　私は首を傾かしげた。オーリーンは自じ嘲ちようしているような複雑な表情を浮うかべている。

「人間だった時は、違ちがう色だった？」

「そうとも。金色だったさ。目は緑。俺は地上で大地の王と呼ばれていた」

　本当は今もそう呼ばれたいのかもしれない。

「でも最初に見た時、血の色だなんて思わなかったよ」

　意外そうな顔をするオーリーンに向き直り、目ま映ばゆい思いでその華やかな髪を見つめる。

「髪の毛は炎みたいだと思ったの。それに目は真っ赤な薔薇の色。情熱とか愛情とか、そういう花言葉があるんじゃなかったっけ。どっちも奇き麗れいだから、好きだな」

　オーリーンはしばらくの間私を凝ぎよう視しした。純じゆん粋すいな驚おどろきが赤い目に宿っている。普通の人間じゃなく神なのだと聞いてはいても、オーリーンの容姿は成人男性そのもので、とびきり恰かつ好こういい。そういう相手からじっくり見つめられると気き恥はずかしさがこみ上げ、居い心地ごこちが悪くなる。

　縮こまって視線に耐たえていると、やがてオーリーンは優やさしく笑った。気配が柔やわらかくなったのがわかる。私も、ほっと息を吐はいた。

「ねえオーリーン。戦うって、すごく怖こわいことだね」

　私は森での出来事を思い出し、眉をひそめて呟つぶやいた。大たい剣けんを振ふるい、獣けものを倒たおした男性。あの人も無事でいるだろうか？

　オーリーンからパール色の雲に包まれた町へと視線を移す。夢物語のように美しい町並み。

「この光景、申海町によく似ているのに……」

「──おまえの目に馴な染じんだ光景として映るのは当然のことだ。ここは天界、本来ならただびとが踏ふみ入ることのできぬ神域。『目に映ってはならない場所』だぞ。ゆえに地は擬ぎ態たいする。ただし、おまえの場合は、シルヴァイが意思をもって重界の森から連れ出した。そのため、わずかに天界の姿が漏もれ出ているのではないか？」

　申海町に似ているのは、私の目が操作されているってことらしい。内心、落ち込んだ。それじゃあ町の中をどれほど探し歩いても、元の世界に繫つながる鍵かぎはないのか。

「だが、この恵めぐみ豊かな尊い地もいずれは焦しよう土どに変わる」

「……焦土？　土地になにか問題があるの？」

「問題というよりな。神々の間でも争いがあるためだ」

「争いって……神様も戦争をするの？」

「神々だからこそ、争いは熾し烈れつを極きわめる」

「神様にも自己顕けん示じ欲よくとか、権力に対する欲よく望ぼうがある？」

　俄にわかには信じがたい話だ。私が持つ神様のイメージってキリストのように慈じ愛あいに満ちた、神聖なものだ。

「頼たのむからな、そういう率そつ直ちよくな言葉をシルヴァイには聞かせるなよ」

　どこか懇こん願がんする風のオーリーンの口調が可愛かわいい。

「神に欲よくがなければ、人にも欲など芽生えぬだろう？」

　当然といった感じでオーリーンは言った。そういうものなのかな。

「じゃあ、神様が怒いかりや喜びを知っているから、人間もそれらの感情を抱いだくってこと？」

「そう。欲も感情もな。おまえは聡さとい娘むすめだ」

　オーリーンは感心した表情で頷うなずいた。

　うろ覚えだけれど、そういえば聖書の創世記にこんな内容が記されていたと思う。人間は創造主である神の姿に似せて創つくられたって。だから、心の形も似ているんだろうか。

「オーリーンも権力が欲しい？」

「どうかな」

　ごまかしたような返答に、私は不満を抱いた。

「ヒビキ、おまえはしかし、先ほどから実に痛いところを突つくな」

　明らかにオーリーンが困った顔をしたので、私は話題を変えることにした。もうそろそろ本題を切り出しても大だい丈じよう夫ぶじゃないか。慎しん重ちように考えながら口を開く。

「ここは私の知っている土地とよく似ているんだけれど……実際のその場所ってどうなっているんだろう」

　一番の気がかりは、やっぱり叔父さんや賢治さんたちの安否だ。気持ちを爆発させないよう懸けん命めいに我が慢まんしているけれど、本当は今すぐ走り出したいくらい焦あせっている。

「……すまない」

　オーリーンの暗い表情を見て、胸が詰まった。

「俺を含ふくめて、神々は愚おろかな誓ちかいをした」

　悔かい恨こんの声をもらすオーリーンの腕うでを、強く摑つかむ。不吉な予感が止まらない。

「それってフォーチュンに対する不ふ可か侵しんの誓せい約やく？　ねえ、私の世界はどうなってるの？」

「……おそらく二界が繫がれたために歪ゆがみが生じているだろう。こちらとおまえの世界は裏と表。一方が歪めば、もう一方も歪む」

「叔父さんや賢治さんは……あの森の付近にいた人たちは無事？」

「おまえの家族や知人のことか？」

「うん。私、叔父さんと旅行してて、それで、道どう化けや子どもたちを見かけて、森に……っ」

　──どうしよう。

　不安で息が乱れそうになる。叔父さんたちは大丈夫なの？

「私──帰れるの？」

　恐おそれから目を逸そらし、縋すがる思いでオーリーンに訊たずねる。だってオーリーンは神様だ。フォーチュンの持つ力より格が上のはず。私を元の世界に戻もどすことくらい造作もないんじゃないか。

　そう期待したのに、オーリーンの表情は依い然ぜんとして冴さえなかった。

「神々はその強大な力ゆえ、人に対して必要以上に干かん渉しようしてはならない。祝福や制裁は別として。見守る以上に、できはせぬ」

　それはすごく勝手な話に聞こえた。

「でも、フォーチュンは後こう継けい者しやを選ぼうとしたり森を繫いだりしてる！」

「それこそが神々の過あやまち。かの者を愛めですぎた。人の精神では耐えられぬほどの寵ちよう愛あいと力を与あたえすぎた」

　オーリーンはしばらく考え深げに俯うつむいていた。私はもう優美な景色をのんびり眺ながめる気分にはなれなかった。ここでオーリーンを責めても状じよう況きようは変わらない。落ち着かないと。

「……フォーチュンは後継者を選んでなにをしようとしているの？」

「シルヴァイも言っていたが、初めはかの者も従順だった。だがやがて、神々の傀かい儡らいとなる定めに疑いを抱き、抗あらがい始めるようになった。人であった頃ころの望みを叶かなえたいのだと」

「望みって？」

「さあ、それはフォーチュン自身にしかわからぬが。……だが今いま更さら、人の世界には帰れぬ。人とは異い端たんな者を排はい除じよしたがる面を持つ。この世界の民たみはフォーチュンを拒きよ絶ぜつした。ゆえにフォーチュンはその力を振るい、制裁を下した。すべての民を、生きる屍しかばねへと変えた」

　──生きる屍？

　どういう意味だろう。とっさにグール、ゾンビという言葉が思い浮かぶ。……まさかね。

「フォーチュンは不死の身。老ろう衰すいもなく病びよう魔まに冒おかされることもない。だが、人は季節とともに老いる。あるいは時間とともに歩む。その理ことわりを書き換かえた。エヴリールの住人を……おまえの世界に照らし合わせた言葉を用いれば、悪あく霊りように近しい存在へと変へん貌ぼうさせた」

「悪霊!?」

「夜の世界にしか生きられぬ亡ぼう霊れいだ。憎ぞう悪お、瞋しん恚いなど、負の感情しか持てぬようにな。自我を失い幽ゆう鬼きと化した者は永えい劫ごうに闇やみをさまよう。エヴリールの世界はこうして滅ほろびの道を辿たどった」

「ちょ、ちょっと待って、話が大きすぎて追いつかない……っていうかそれが本当なら、早く国の人たちを助けなきゃいけないんじゃない!?」

　オーリーンの苦い笑えみを見て、はっと気づく。神は必要以上に人々に干渉できない、という制約があるんだっけ。

「人を救うのは人でなくてはならない。万ばん物ぶつの条理というものがある。人が獣の世に過か剰じような手出しをすればその種はいずれ衰すい退たいするだろう。同様に、神である我らが人の世に過分な施ほどこしを行えば、やはりその種は衰すい滅めつするだろう」

「でも例外的な事態だってあるんじゃ」

「例外だとて、時が過ぎれば淘とう汰たされるものだ」

　オーリーンは痛みを堪こらえるように虚こ空くうを睨にらんだ。甘い香りを乗せたそよ風が私たちの間を通り抜けた。

「……次にフォーチュンは力の放ほう棄きを目もく論ろんだ。未来を見定めたがる神々への腹いせとして、その力を他者に継けい承しようさせようとしたのだ。ただし力に適合する〈器うつわ〉でなくてはならない」

「それ、私と、もう一人の誰だれかのことだよね？」

　オーリーンは深刻な表情で肯こう定ていした。私はぎゅっと胸を押さえた。フォーチュンの力を拒絶したのは自分自身だ。でも今、その選択をはっきりと後悔し始めていた。

「おまえが得られなかった以上、かの者の力は他ほかの、選ばれし者に受け継つがれる」

　もう一人の候補者。私とは対照的だとフォーチュンが言っていた気がする。誰なんだろう。

「神に愛あい想そを尽つかしたフォーチュンは、次し第だいに人をも憎にくみ、やがて己おのれに絶望した。その嘆なげきは深く、もはや癒いやせぬほど広い。その広さ、滅びに至る」

「滅びって」

「最終的に己を滅めつする道を選んだ、ということだ」

「ねえオーリーン。フォーチュンに質問されたよ。覇は王おうとなるか、新世界を創造するかって」

「選ばれし者が幽鬼たちを人に戻し、この世界を以前の状態で存続させるか、それとも、この世界を完かん膚ぷなきまでに破は壊かいし、新たな世界を構築するか──その選せん択たくを委ゆだねたのだろう」

　私は驚き、オーリーンを凝ぎよう視しした。

「ちょっと待って。そのゾンビ……幽鬼っていう存在に変えられた人たちを元に戻せるの？」

「フォーチュンの力があればな」

「その、フォーチュンの力を継承した人はどうするつもりなの？」

　エヴリールの住人たちだけじゃなく、私にとっても大事な問題だ。だって、この世界を存続させれば、余波を受けて私の世界に広がった歪みも直るんじゃないのかな。

「だが継承者は──崩ほう壊かいを望み、新世界の神となる道を選んだようだ」

　すっと目の前が暗くなる。それって、もしかして。

「私の世界は、どうなるの？　こっちの世界とは表と裏って……、でも、そんなに酷ひどいことにはならないよね？」

「少しずつ滅びの道を歩む羽目になるだろう」

　間を置かず告げられた救いのない答えに、思考が一いつ瞬しゆん停止した。

「……だ、駄だ目めだよ、そんなの!!」

　オーリーンは悲しげな眼まな差ざしを寄よ越こした。憤いきどおる私をじっと見下ろし、頭を撫なでる。

　急に苛いら立だちを覚え、オーリーンの大きな厚い手を乱暴に振ふり払はらった。

「神様なら……っ、どうして助けてくれないの！　昔は大地の王とも言われてたんだよね、それって、この世界の統とう率そつ者しやだったという意味じゃないの？　なのになんで……！」

「──神ゆえに手出しはできない。どうあっても、できない」

　振り絞しぼるような声こわ音ねを聞き、怒いかりが瞬しゆん時じに静まった。さっきもそれを聞いたばかりだった。

「だからおまえに礼を言う」

「礼……？　どうして？」

「おまえはフォーチュンの力によって選ばれた娘むすめの一人だろう？」

「そ、そうみたいだけど、森で後継者になるかって訊かれた時は、あんまり唐とう突とつだったし信じられなかった。だから……断ってしまったんだ」

「その選択によりおまえはただびとに戻されるはずだったな。だが森を抜ぬける途と中ちゆうで男を一人、救っただろう。彼は、エヴリールの最後の民だった」

「最後の民？」

「我が国に残っていたのは、もはや二人しかいなかったんだ。……ああ、エヴリール界で俺は人であった頃、確かに始祖王だった。初めて大地に〈国〉を築いた者だ。フォーチュンも、おまえが救った男もまた、我が国の末まつ裔えいなのだが」

「待って、今、二人残っていたって説明したよね。じゃあなんで森にいた男性を最後の民って言うの？」

「フォーチュンの力を受け継いだ者は、新たなる世界を望んだと言ったろう。『遺物』は破壊せねばなるまい。建物も人も──なんとも運の悪いことにな、重界の森でおまえが男と出会ったように、後継者もやはり、もう一人の民と遭そう遇ぐうした」

　──後継者に殺された、ってことなの？

　言葉に詰つまった。心臓の音が耳元で響ひびいている気がした。

「それで、ヒビキ」

　静かな口調で名前を呼ばれる。

「俺のもとに留とどまれば、おまえに災わざわいは降らぬ」

　留まるって、ここに残れば身の安全は保証されるという意味だろうか。

「私は帰りたいよ、三春叔父おじさんや……家族が心配だもの！」

　思わず叫さけんだあとで、ふと疑念が生まれた。

　──神様だから、祝福とか以外では人々に手出しができないんだよね？

　その制約が原因で、大たい剣けんを持っていた男性や、後継者に殺されたというもう一人の民を救えず、歯がゆい思いをしたんだろう。

「なら、私は？」

「──」

「私を救う行為も、本当なら許されないはずじゃ？」

「そう、神とは人にとって見守るだけの存在。無む闇やみに動けば、我らの神しん威いはさらなる歪ゆがみを世界に与えてしまう。しかし、異界の者たるか弱いおまえをどうして見殺しにできるだろうか。我らの代わりにエヴリールの民を守った娘に──シルヴァイも俺も、とうとう手を差し伸のべずにはいられなかった」

　どきっとした。森で男性を助けたことが、オーリーンたちの心を動かすきっかけになったらしい。そういえばあの時、フォーチュンが「干かん渉しようをするのか。響のために？」と誰かに尋たずねていた気がする。

「次元を切り開いたのはシルヴァイだ。俺はそこからおまえをこちらへと引き寄せた。代だい償しようが大きいのはシルヴァイだが──いや、誓せい約やくを破ったことにはなるまい。おまえは我らの界の者ではないのだから」

　その言葉をオーリーンは嚙かみ締しめるようにして呟つぶやいた。

　確かに私はエヴリールの人間じゃない。たとえるなら他国出身者を自国の法で勝手に断罪はできない、という感じなのかもしれない。でも、なにか胸むな騒さわぎがする。

　──そんな都合のいい話がある……？　仮に誓約を破ったと判断された場合、シルヴァイはどうなるの？

　オーリーンは私の視線を避さけ、遠くを見つめた。もっと詳くわしく聞き出すべきじゃないか。心の一部がそう訴うつたえてきたものの、焦あせりに駆かられていた私は、その声に耳を塞ふさいでしまった。

「ねえ、知りたいことがあるんだ。こっちと私の世界は繫がったんだよね。その影えい響きようで私の世界のほうにまで歪みが出てしまう……、それならこっちの世界を立て直せば、自然と私の世界も正常に戻もどるんじゃ？　さっきオーリーンはフォーチュンの力があれば幽鬼に変えられた人を助けられるって言った」

「ああ、おまえ、本当に痛いところを突ついてくる」

　じっと見上げると、オーリーンは悲しげな微び笑しようを浮うかべた。

「私は今天界にいるけれど、神様じゃないからエヴリールに降りても平気なんじゃないかな。こっちの世界を立て直す行いはその……森から助けてくれたお礼にもなるし、自分のためにもなるし、一石二鳥なんじゃないかって思うんだけど。もしかしてすごく難しい？」

「おまえはまったく……困った娘だ。なぜここに来たのがおまえのような稚いとけない者なのか。せめて屈くつ強きような男であれば、同情などせぬのに」

　オーリーンは怒りを覚えたようにぎゅっと眉み間けんに皺しわを寄せると、戸と惑まどう私を突とつ然ぜん抱だき寄せた。私は奇き声せいを上げ、もがいた。苦しいのかどきどきしているのかわからない！　自分からしがみつくのと、相手に抱きしめられるのって、全然違ちがう。

「おまえがもう少し愚おろかであれば」

「あ、あの、オーリーン！」

　混乱状態に陥おちいってしまう。背中に回された腕うでの力は強く、びくともしない。壁かべのように頑がん丈じような胸むな元もとを飾かざる緋ひ色いろの首くび飾かざりが目の前で揺ゆれる。オーリーンの鼓こ動どうが伝わってくる。

「お願い、放して……っ」

　叫ぶと、ようやく腕を緩ゆるめてくれた。恥はずかしくて俯うつむいたというのに、オーリーンはわざわざ私の顔に手を添そえて上を向かせる。

「よいか、神々と一度誓ちかいを交かわせば、果たされるまで永えい劫ごうに囚とらわれる。フォーチュンがいい例であろう。軽はずみな言葉を口にするものではない」

「不公平のないように、お互たがいの頼たのみ事をひとつずつ聞くっていうのはどう？」

　私の提案に、オーリーンは目を瞬まばたかせた。

「世界には干渉できないけれど、見ることはできるんだよね？　私の叔父さんと賢治さんが無事なのか、見てほしいの。その代わり私は、オーリーンの世界の人たちを元に戻すよ」

「馬ば鹿か者。俺の話を聞いていたか？　俺とて神なのだ。誓いを交わせばもはや俺にも手出しができなくなるのだぞ」

「誓いって、守るためにあるんだよ？」

「吞のん気きな！　どれほどの苦難が待ち構えているか、ろくに考えていないのだろう？　エヴリールを救うということは、いずれフォーチュンの後こう継けい者しやと対たい峙じする事態が必ず訪おとずれる。かの者が抱いだく計画を阻そ止しし、民たみを救うなど、容易たやすき術すべではない。おまえは後継者にも睨にらまれ、幽ゆう鬼きと化した民にも襲おそわれる羽目になる。そのような苦労を引き受けずともよい」

「でも、他ほかに誰だれか頼める人がいるの？　ここには滅めつ多たに人が来ないんじゃないかな」

「おまえな……」

「それに、このままじゃ私、元の世界に帰れないんだよね？」

「──エヴリールならばともかく、おまえの世界となると……、いや、不可能ではないが、フォーチュンが構築した重界を再びこじ開けてしまえば、おそらく」

「おそらく？」

「次元に大きな穴が生じ、幽鬼と化した我が民がおまえの世界に一気に流れ込むだろう。そうなれば、二界はますます混こん迷めいの一いつ途とを辿たどる」

「じゃあ、やっぱり私、こっちの世界が正常に戻るまで帰れないんだ」

　予想はしていたけれど、残ざん酷こくな事実をはっきり教えられると、さすがに気分が沈しずんだ。

「私は役に立たない？　見た目が弱そうだから？　でもなんとかしないとオーリーンも困るし私も困る。叔父さんも賢治さんも助からないし、こっちの世界の人たちも人間に戻れない」

　話しながら、オーリーンの反応を確かめる。

「後継者はエヴリールの世界を壊かい滅めつさせて新しい世界の神様になりたいんだよね。それって、他の神様にとっても迷めい惑わくな話なんじゃないかな。なのに不ふ可か侵しんの誓約が邪じや魔まをして、神様たちはやめさせたいと思ってもただ傍ぼう観かんするしか許されないんだ。だってその後継者は、フォーチュンの力を貰もらっているんだものね」

「ああ参った」

　オーリーンは降参するように、自分の髪かみの毛を乱暴にかき回した。

「おまえの言う通りだ。神々にとってもフォーチュンの行動は決して歓かん迎げいできぬ。我ら神は、エヴリールの民の純粋な信しん仰こうによって、存在していられるといっても過言ではないためだ。新たな世界と神が誕生すれば、我らは支えを失い行き場をなくす。それこそ、俺たちにとっても生死に関かかわる一大事。見過ごせぬのに、愚かな誓いが我らの行動を妨さまたげる」

　人々の信仰によって神は生かされているって意味なんだろうか。存在が忘れられたら死んでしまう？　詳しく訊きくのは気が引ける。口を閉ざして鬱うつ々うつとするオーリーンを横目に窺うかがいながら、私は自分なりに今の話を整理した。

　エヴリールの民は神への信仰が厚く、生活の一部となっているのかもしれない。日本人が正月に神社へ初はつ詣もうでに行くように。

　でも、神を大切に思い、祈いのりを欠かさなかった人々が皆みな死んでしまって、新しい神が──フォーチュンの後継者ってことになるけど──元々の文化や宗教、生活習慣なんかを一いつ掃そうし、まったく別の新世界を創造してしまったら、オーリーンたちの存在は無意味なものになってしまう。だって新たな世界で生活を営む人々は、きっとその後継者を神と崇あがめるだろうから。

　なんかそれって、中世の宗教戦争に似ている気がした。古い神と新たな神の対立。もし敗北すれば邪じや教きようだ異教だと糾きゆう弾だんされ、容よう赦しやのない手て酷ひどい弾だん圧あつにさらされて衰すい退たいする。

　──これ全部、異国のニュースを見ていた叔父さんが零こぼした言葉の受け売りなんだけれど。

　頭の中の考えを振ふり払はらい、決意を口にする。

「私、やってみる。エヴリールの地上なら、行っても大丈夫なんだよね？」

　途と端たん、オーリーンは憂うれいの気配を深めて盛大に吐と息いきを落とした。

「本当にどれほど危険か、承知しているのか？」

「うん、わかってる」

　頷うなずく私を、オーリーンは苦く悩のうの混ざった表情で見つめた。それから感かん極きわまった様子でもう一度抱きついてくる。

「苦しいよ！」

　本当はそんなに苦しくなかったけど、恥ずかしさで声を上げずにはいられなかった。

　オーリーンは焦った顔で解放してくれた。

「それで、どうすればいいの？」

　私は頰の火ほ照てりをさますため、大きく息を吐はいた。機き嫌げんを損そこねたと勘かん違ちがいしたのか、オーリーンは少しおろおろし、そっぽを向く私の肩かたを軽く引き寄せた。その時。

「──随ずい分ぶん、親しくなったものだな？」

　近い距きよ離りから不ふ機き嫌げんそうな低い声が響ひびき、私とオーリーンは同時に振り向いた。

　シルヴァイが柱のひとつに寄りかかって腕を組み、私たちを冷ややかに見つめている。

　気配を感じなかったけれど、いつからそこに立っていたんだろう？

「二人で仲良く神々を嘲ちよう笑しようしていたのか？」

　棘とげのあるシルヴァイの言葉に、オーリーンが苦く笑しようした。

「そう拗すねるな」

「馬鹿なことを言う」

　シルヴァイは眉まゆをひそめ、苛いら々いらした様子で顔を背そむけた。なんだか本当に我が儘ままな子どものようだ。

「シルヴァイ、さっきはごめんなさい」

　繊せん細さいな長い髪をかき上げて、シルヴァイは不機嫌な表情のまま私を一いち瞥べつした。ああ、まだ怒おこっているみたいだ。美人顔なだけにもの凄すごく迫はく力りよくがある。

「この私より、体たい軀くしか誇ほこれるところのない者に懐なつくとは何事だ」

　シルヴァイはぼそりと腹立たしげにそう呟つぶやいた。

　一いつ瞬しゆん、オーリーンも私も固まった。怒っている場所が違わないだろうか。

　それに、体軀しか、って……散々な言われようだ。ちょっと同情してしまう。

　さすがにかちんときたのか、オーリーンは唇くちびるの端はしを歪ゆがめ、抗こう議ぎの視線を彼に向けた。

「人とは真の価値がわからない生き物なのだな。身が大きければいいというものではないぞ」

　オーリーンの身体からだが一いつ瞬しゆん震ふるえた。どうしよう、なんか周囲の空気が急に冷たくなって剣けん吞のんな雰ふん囲い気きが漂ただよい始めた気がする。ここでシルヴァイの皮肉に同調するわけにもいかないし、かといって否定すれば、ますます機嫌を悪くするだろうし。

「私のほうが位も力も容姿も優すぐれている」

　うわあシルヴァイ、まさに禁句って一言だよ、それ。

「──だから、私の祝福を先に受けるだろう？」

「祝福？」

「ならぬ！」

　オーリーンが怒りの気配を消し、慌あわてた表情で鋭するどく制止の声を上げた。

「うるさいぞ、なにをしようと私の勝手ではないか」

　シルヴァイは意地悪そうに笑い、動どう揺ようするオーリーンへ視線を投げた。

「その娘むすめへの祝福はいけない」

　渋じゆう面めんを作るオーリーンを小こ馬ば鹿かにするように、シルヴァイは鼻を鳴らす。

　祝福の意味がわからず、呆あつ気けに取られるしかない。なぜオーリーンは焦あせっているんだろう。

「だがヒビキを地上へ降ろすつもりなのだろう？」

「──盗ぬすみ聞きでもしていたか」

　舌打ちでもしそうな顔をして、オーリーンが唸うなる。どうも話の内容は、私に関わることのようだ。

「……あの」

　恐おそる恐る口を挟はさむと、シルヴァイは片かた腕うでで私を抱だき寄せ、穏おだやかな微び笑しようを浮うかべた。

「平和な国に生まれ、魔ま術じゆつも剣けん技ぎも知らぬ無む垢くな幼き娘だぞ。なのに祝福のひとつも与えず闇やみに覆おおわれた世界にただ一人降ろし、さまよわせるというのか。それでは見殺しにするのとなんら変わりがなかろうに。いかな神でも罪深い」

　罪深いって……？　それに、魔術？

　戸と惑まどいながらシルヴァイの顔を見上げる。彼の長い水色の睫まつ毛げがゆっくりと上下した。どこか痛ましげな色が、一いつ対ついの宝石のようなその瞳ひとみに浮かんでいた。

「ヒビキ、おまえは残念ながら、戦い方をまったく知らないな」

「……うん」

　私は神々に選ばれた才能溢あふれる救世主じゃない。それどころか非現実的すぎるから受け入れられないと、よく考えることもせずに誤あやまった決断をして、最後はフォーチュンに見捨てられたじゃないか。軽々しくオーリーンに「やってみる」なんて宣言したけれど、実際になにをどうすればいいのか少しもわかっていない。

「幽ゆう鬼きを元の人に戻もどすには──彼らを一度、殺さねばならないのだよ」

「え？　幽鬼を、なに……？」

「本当にその非情たる行いに耐え抜けるかね？」

　──殺すって。

「それ、どういう……」

「フォーチュンが人々に──エヴリール界に施ほどこした大おお掛がかりな術を解除するには、並の魔ま法ほうや魔術では太刀たち打うちできない。いや、通常の魔術や魔法、あるいは剣けんで斬きり付けた場合、消しよう滅めつさせるのは辛かろうじて可能だろうが、それは『人』を形成するための核かくである魂たましいもろとも滅ほろぼすことを意味する。だが幽鬼とて大人しく消滅を待つわけではない。生きた人間を捕とらえれば食くらおうとするだろう。抵てい抗こうできねば、彼らに飲み込まれて己おのれまでもが幽鬼と化す」

「じゃあ、私には、皆を助けるのは無理ってこと……」

　身体からだ中の力が抜ぬけるような気がした。私ってなんの役にも立たないの？

　落らく胆たんする私に、シルヴァイがからかうような笑えみを向けた。

「だが、私はお嬢じようさんが気に入ったのだよ」

「シルヴァイ……？」

「ところでね、君の叔父おじという者の件なのだが」

「三春叔父さん!?」

　思わず叫さけんで、シルヴァイにしがみつく。

　シルヴァイはなぜか、嬉うれしそうに私を両手で抱かかえ直した。

「ふむ。あちらの世界は重界が生んだひずみが広がり、水害に襲おそわれたようだ。水脈が大きく乱れたのだな。エヴリールが旱かん魃ばつの被ひ害がいを受けていることと関係があるのだろう。互たがいの世界は影えい響きようし合う」

「叔父さんは？　賢治さんは無事なの？　それに──私の、両親は！」

「皆無事だな。ただその、ケンジなる者に関しては、大地の震しん動どうが原因で多少の怪け我がを負ったようだが、まあ、大事はないだろうね」

　喜びと安あん堵どが一いつ緒しよくたになり、胸がかっと燃えるような感覚を抱いだく。

「ありがとうっ……！」

　他ほかに言葉が見つからない。どうしよう、嬉しい。

　三春叔父さんや両親が生きていてくれるなら、なんでも耐たえられる。よかった、本当に無事でよかった。

　シルヴァイは小さく笑いながら、感激に身を震ふるわせる私の背中をゆっくり撫なでた。

　私、さっきはひどいことを言ったのに。

　──なにも自分本位なんかじゃない、こんなに親切で、あたたかい。

　優やさしい神様だ。私を見捨てずに助けてくれた。その上、大好きな人たちの安否を心にとどめてくれた。

　──じゃあ今度は私の番だ。恩返し、する。

「よいのだよ。フォーチュンの過あやまちは、もとをただせば我らの過ち。神々の償つぐないを、君に肩代わりさせるなど身勝手がすぎる。エヴリールの民たみに救いをもたらした徳により、君はこの天界にとどまることを許される」

「私、シルヴァイもオーリーンも好き。だから約束する。きっと皆を元に戻してエヴリールが復活できるように頑がん張ばる」

　私を抱きしめるシルヴァイの腕に力がこもり、ふと溜ため息いきをつく気配があった。

「オーリーンと同列というところが気に食わないが……」

　こら、と呆あきれるオーリーンの声が聞こえた。

「私、もし幽鬼とかになっても、二人のこと忘れないよ」

　そう約束した直後、シルヴァイは悪戯いたずらっぽい微笑を浮かべた。本当に、不意打ちって感じで顔を寄せてくる。

　私がなにを言うより先に、額に柔やわらかな感かん触しよくが落ちる。

「シルヴァイ!!」

　オーリーンが驚きよう愕がくして叫ぶ。

「な、なんなの!?」

　少し遅おくれて、私は情けない悲鳴を上げた。数歩後退し、赤面しながら両手で額を押さえる。突然の不ふ埒らちな行動に出たシルヴァイは、私たちの反応に気をよくしたのか面おも白しろそうに笑っていた。

「シルヴァイ！　いきなりこういう……」

　あっ、と思った。急に、額が燃えるような感覚を抱く。熱が額の中心で渦うずを巻き、一瞬だけ寒気がするほどの痛みが走った。

「な……！」

　なにかが額を割って目覚めたみたい。どうなっているの！

　私は急激な変化に身を強こわ張ばらせ、強く額を押さえた。

「シルヴァイ、おまえ！」

　ぐらりと世界が回転する。身体の中で炎ほのおの塊かたまりが生き物のように躍おどり狂くるっている。

「私は、この娘が気に入った。それに──やはり不ふ可か侵しんの誓ちかいは、私を見み逃のがしてはくれぬようだ。どうせ裁かれる身ならば、せめて乙女おとめにできうる限りの祝福を」
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　シルヴァイの声がなぜか遠くなった。

「あとはまかせたぞ」

「待て、シルヴァイ！」

　シルヴァイは、痛みで顔を上げられずにいる私をオーリーンの腕うでの中に素す早ばやく押し付けた。

　私は激しい目眩めまいを堪こらえながら、シルヴァイの姿を探した。最初は頭がくらくらするせいでシルヴァイの姿が曖あい昧まいに映るのかと勘かん違ちがいをしていた。でも、すぐにそれは誤りだと気づく。

「なあに、千年の眠ねむりなど一瞬で終わる。眠り姫ひめならぬ、眠り神か……。瞳を閉ざす私も美しいな。目覚める時は可愛かわいい乙女を一番に見たいぞ」

　軽く笑って嘯うそぶくシルヴァイの周囲に、どこか幾き何か学がく的な形をもった銀色の鋭えい利りな檻おりが出現する。その奇き怪かいな檻はシルヴァイを中心にして円を描えがくように俊しゆん敏びんに動いた。一度楕だ円えん形に大きく膨ぼう張ちようし、中に佇たたずむシルヴァイをくびり殺すかのように急激に縮小する。

「シルヴァイ！」

　オーリーンの悲痛な叫び声が響ひびくと同時に、悪意を秘ひめた檻がシルヴァイを切り裂いた。次の瞬しゆん間かん、花が散るように、シルヴァイの姿が搔かき消える。

　すぐに静せい寂じやくが戻ってきた。シルヴァイの姿も銀の檻も、もう見当たらない。まるでシルヴァイの存在が最初から幻げん影えいであったかのような呆気なさだった。

「シルヴァイ……？」

　不安を覚え、無意識にオーリーンの衣ころもをきつく握ってしまう。

　なにかとてもよくない展開が訪おとずれた。シルヴァイに災わざわいが降り掛かかったんだ。

「オーリーン、シルヴァイはどこ？」

　もしかして今の口付けが原因？

「勝手に馬ば鹿かな真似まねを……！」

　オーリーンは少しの間、私を抱きしめて呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていたけれど、すぐに我に返り、厳しい口調で吐はき捨てた。悔くやしそうな、そしてひどくつらそうな眼まな差ざしをさっきまでシルヴァイが存在していたはずの場所に向け、大きく舌打ちする。

「どういうこと？　シルヴァイはどこに消えたの？」

　奇き妙みように感じていた額の熱は既すでにもう治まっていたし、それどころじゃない深刻な事態が起きたこともわかっている。

　オーリーンが痛みを堪えるかのように唇くちびるを嚙かみ締しめ、私を見下ろした。鮮あざやかな赤い色の目は、額の上に向けられている。その視線につられ、条件反射のように片手で額を押さえた。

　あるはずのない異物の手て触ざわりに、ぎょっとしてしまう。

「え？　なにこれ？」

　小さな固いものがいつの間にか額にはり付いている。表面は冷たいのに、なぜかぬくもりのような感覚が指先に伝わる。

　──違う、はり付いているんじゃなくて、額の中から出現した？

「術も剣の技わざも知らぬ今のおまえでは、フォーチュンの力に到とう底てい敵かなわぬ。ゆえにシルヴァイは、かの貴人に選ばれた後こう継けい者しやと拮きつ抗こうしうるだけの力を与あたえた。シルヴァイは誓せい約やくを破った」

「もしかして不可侵の誓約のこと……？」

「それだけではない。神々の内で定めた戒かいのひとつに触ふれた。神が人に施せるのは清静なる祝福と慈じ愛あいのみ。おまえは、フォーチュンのように天門をくぐる資格を得ていない。そのおまえに独断で直接力を注ぐのは許されぬ」

「天門……？　それでシルヴァイはどうなったの」

「摂せつ理りを汚けがした者は断罪される。シルヴァイは千年の間、神の座を剝はく奪だつされる。罪つみ咎とがの程度によって制裁の手段もまた異なる」

「剝奪……!?」

　オーリーンの言葉のすべてを正しく理解できた自信はない。それでも大変な状じよう況きようなんだというのは感じ取れる。私はシルヴァイがいた場所を必死に見つめ、オーリーンの衣を摑つかむ手に力を込めた。

「シルヴァイはじゃあ、牢ろう獄ごくのような場所に閉じ込められる……？　それとももっとひどい目に？」

　私がどんなにせがんで返答を求めても、オーリーンは首を振ふるばかりで教えてくれなかった。言えないほどの屈くつ辱じよくと苦痛を味わうということなんだろうか。

「ああ、他の神々に気づかれた」

　オーリーンの顔色がさっと変わる。

「時間がない」

「オーリーン。時間がないって……それ、最初の時にも言っ……」

「すまない。説明している暇ひまはなさそうだ。こうなった以上、他の神々はおまえの存在を拒きよ絶ぜつする恐おそれがある」

　遠くを睨にらむオーリーンの厳しい横顔に、息を吞のむ。

「シルヴァイも困ったものだ。俺が先にと思っていたのにな。対たい抗こうしようとでもしたのか」

　オーリーンはふいに表情を和らげ、小さく苦く笑しようした。不安で落ち着きをなくした私を宥なだめるように背を軽く叩たたくと、自身の腰こしに差していた三本の剣けんの内、一番刀身の短いものを素早く抜ぬき取る。

　短いといっても、私からすれば十分長い剣だ。黒い柄つかの一部分に複雑な紋もん様ようが描かれた剣。鞘さやの先せん端たん部分と柄の頭に、同じ形の赤い宝石が埋うめ込まれている。

「よいか、この剣で幽ゆう鬼きを斬きれ。これは破は魔まの剣をも凌りよう駕がする。人は斬れぬが人にあらざる者のみを滅めつする。無論、魔物も。魔性を持つものに対抗しうる剣だ」

　狼ろう狽ばいする私の手にその剣を押し付け、オーリーンは視線を後方へ向ける。

「──エル、来い」

　呼びかけとともに、突然目の前の空間が揺ゆらいだ。

「あっ!?」

　白い霧きりが生じ、渦を巻く。その中心から鋼はがね色の毛並みを持つ、獅し子しに似た大おお型がた獣じゆうが現れた。獣けものの口には見覚えのある物が咥くわえられている。

「私のバッグ!!」

　獣はうるさそうに目を細めると、オーリーンの前に回り、服従を示すように少し頭こうべを垂れた。オーリーンが頷うなずき、バッグを獣の口から受け取って私に差し出す。誰だれがその支し度たくをしたのか、獣の背には既に旅の必ひつ需じゆ品といった感じの荷物が括くくられている。

「これは俺の気に入っている聖獣だ。乗っていけ。それと、地上で必要になるだろう物を入れておいた」

「入れて、って……」

　どうして急に慌あわただしい態度を取るの？

　状況を飲み込めず戸と惑まどう私の前にオーリーンが跪ひざまずく。

　オーリーンは口を引き結んで、虚こ空くうを仰あおいだ。つられて私も視線を上げる。雪を連想させる白い空に点々とに浮うかぶ黒い染しみ。それが徐じよ々じよに大きくなり、接近してくる。

　もしかして、あの影かげは他ほかの神々？

「シルヴァイが先に力を与えたがな。俺だとて、おまえの負担を少しは軽くできるぞ」

「い、いいよ！　もう十分……っ」

　オーリーンまでも神の座を奪うばわれちゃうじゃない！

　慌あわてて後退しようとしたけれど、オーリーンの行動のほうが早かった。長い腕で私を摑つかまえ、真しん剣けんな目を向けてくる。

「忘れるな。俺もシルヴァイもおまえを祝福する。おまえは人の身でありながらシルヴァイの眷けん属ぞくであり、俺の眷属ともなる。我らが乙女に光あれ、幸いあれ」

　オーリーンは凜りんとした口調でそう言うと、私の手の甲こうにさっと唇を押し付けた。騎き士しが主あるじへ忠誠を誓うように。シルヴァイにされた時と同様に、かっと手の甲が熱くなる。

　その場所で小さな炎ほのおが燃えているみたいだった。

　絶句し、自分の左手を見下ろす。額はともかく、左手の甲に変化は見られない。

　硬こう直ちよくする私を見上げて、オーリーンが一いつ瞬しゆんくすぐったそうに頰ほおを緩めた。

「さて。なにからなにまでシルヴァイに後おくれをとっては面おも白しろくない」

「オーリーン」

　ぎくしゃくと見つめ返す私を、オーリーンは強い力でさらに引き寄せた。気づいた時には、薔薇ばらも敵かなわないほど奇き麗れいな赤い瞳ひとみが触れそうな位置まで近づいていた。

「許せ」

　言葉とともに、吐と息いきがかかった。唇に被かぶさる柔やわらかな感かん触しよく。──これ……キス？

　溶とけるような優やさしい口付けに、頭の中が真っ白になる。

「残念だ。おまえがこの天界に留とどまるといえば、妻に迎むかえたのに」

　オーリーンの冗じよう談だんめかした言葉で、忘我状態から引き戻もどされた。

「……！……!!」

　信じられない、信じられない！　シルヴァイならともかくオーリーンまで不ふ埒らちな真似まねを。口をぱくぱく動かし、身を震ふるわせる。了りよう解かいもなしにひどすぎる！

「許せと言ったろう」

「……ゆ、許せ!?」

　ようやく声を出せたと思った瞬間、身体からだが突とつ然ぜん宙に浮いた。

　違ちがう。オーリーンに片手でひょいと抱かかえ上げられたんだ。

　──人を荷物のように！

　オーリーンは私を抱えて、エルという名らしき獣の背に飛び乗った。すぐさまエルが機敏な動きで手すりを越こえ、大きく跳ちよう躍やくする──遥はるか下にある、申海とどこか似た幻想的な町へと。

「きゃあ……っ！」

　髪かみが靡なびき、衣の裾すそが音を立ててはためいた。胸がふわっと浮くような奇妙な感覚。呼吸もうまくできない。目をつぶった瞬間、深い振しん動どうが身体に響いた。無事地上に着地したようだ。

　恐ろしさで瞼まぶたを開けない。獣が風のように大地を駆かけ始める。

　どのくらい我が慢まんしただろうか、ふいに風が止まったのがわかった。

「ここまでか」

　オーリーンの呟つぶやきが耳に滑すべり込んだ。慌てて瞼を開くと、彼は私をエルの背に残したまま、自分だけ地上に足を下ろした。周囲は鬱うつ蒼そうとした森。きらめきのある霧が漂ただよっている。

「エル、この娘むすめを連れていけ。守ってやれ。俺を慕したうように、ヒビキを慕え」

「オーリーン、なに言って……」

　抗こう議ぎの叫さけび声を上げた時、オーリーンがはっと空中に顔を向けた。

　──檻おりが！

　シルヴァイを消しよう滅めつさせたものと同様の、銀色の檻が出現する。神を呪じゆ縛ばくする断罪の檻。オーリーンは最後まで怯ひるまなかった。素す早ばやく腰の剣を引き抜き、威勢よく大地を斬り裂さく。

　銀の檻はオーリーンが振るう剣の凄すさまじさに一瞬固まったけれど、すぐに楕だ円えん形に膨ぼう張ちようした。

「忘れるな。我らがおまえの守り手であることを」

「オーリーン！　待って、私まだ……！」

　私を背に乗せたエルが一度しなやかな動作でオーリーンの周囲を駆け回り、低く咆ほう哮こうした。

　そして、割れた大地の底へと勢いをつけて飛び込む。

「オーリーン！」

　私はエルとともに暗くら闇やみに飲まれる瞬しゆん間かん、オーリーンを見上げた。

　オーリーンはこっちに強い視線を向け、王者のように凜り々りしい微び笑しようを浮かべていた。

　その逞たくましい姿が銀の檻に捕とらえられ、霧む散さんした直後、私の意識はつかの間搔かき消えた。
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　生ぬるい闇やみ。水中を漂っているかのように、身体に大気が絡からみ付く。

　私はふと息苦しさを覚え、顔を上げてゆっくりと瞼を開いた。

　くう、とすぐ側から甘える獣の声が聞こえた。鋼色の毛並みを持つエルの上で、意識を失っていたらしい。最初は闇しか目に映らなかったけれど、次し第だいに周囲の全ぜん貌ぼうが明らかになる。

　視界に映った景色──それは不ふ穏おんな薄うす闇やみに彩いろどられた、命の気配に乏とぼしい廃はい墟きよの世界だった。天界とは異なる淀よどんだ霧がかかっている。

「……ここ、どこ？」

　緊きん張ちよう感かんのない間ま抜ぬけな自分の声が、余よ韻いんを残すこともなく薄闇に飲み込まれる。

「エル……ここ、どこかわかる？」

　言葉を話せない獣に思わず訊たずねてしまうくらい、目に映る世界の異様さに動どう揺ようせずにはいられなかった。エルはちょっと振ふり向き、獅子に似た鼻をひくりと動かしたあと、背に騎き乗じようしている私をなんだか持て余すといった感じの困った気配を漂わせた。

「もしかして、ここがエヴリール？」

　独り言を次々と闇に落とす。そうしていないと、不安でたまらなかった。

　会話ができなくても、エルが一いつ緒しよにいてくれてよかった。もしもこんな不ふ吉きつな場所に一人で取り残されていたら、恐きよう怖ふでどうにかなったかもしれない。

　エルも周囲の不吉な雰ふん囲い気きに刺し激げきされたのか、警けい戒かいするように時々小さな唸うなり声を漏もらし、そわそわと身じろぎした。一刻も早くこの場を立ち去りたいというように何度も振り向き、少し固い手て触ざわりの鬣たてがみを揺ゆらす。主あるじのオーリーンと離はなれたせいでエルも不安がっているようだった。

　同行者の私は頼たよりにならないどころかむしろ足手まとい状態だ、怯おびえて当然だろう。

　でも、エルは利口かつ忠実な獣らしく、私の指示を受けるまで勝手に動こうとはしなかった。ここは獣の直感を信用し、急いで移動したほうがいい。そう判断して、行こう、とエルの背を軽く叩たたき、合図する。エルは明らかにほっとした様子で従った。

　どこへ向かうか、その判断は危険な空気を読み取れるらしいエルにまかせ、周囲の観察に専念する。多分、ここはエヴリールの世界で間ま違ちがいないだろう。

「オーリーン、銀の檻に囚とらわれる前に私を地上へ降ろしてくれたんだ……」

　シルヴァイ同様、オーリーンまでもが神々の間で交かわされた誓せい約やくに背そむいたってことになる。どんな恐おそろしい罰ばつが待ち受けているのか、何度せがんでもオーリーンは決して教えようとしなかった。私には聞かせられないような残ざん酷こくな処しよ罰ばつが待ち受けているんじゃないか。

　自分に与えられた責任の重さを知り、全身が強こわ張ばった。

　二人の神様が自分の身を犠ぎ牲せいにして私に力を注いでくれた。どうにか期待にこたえたい。

　私とエルがいる場所は、どうも雑木林らしい。濁にごった灰色の月らしきものが天空にぷかりと浮うかんでいるけれど、悲しいほど弱い光しか注いでくれず、林の奥まで窺うかがうことができない。

　夜空にぽつぽつとちりばめられた星ほし屑くずも死の間ま際ぎわにいるかのように、小さな輝かがやきしか見せなかった。目を凝こらして、ようやく近くの景色がおぼろげに認にん識しきできる、といった程度。

「静かすぎる……」

　空気が重い。空も木も大地も、世界に蔓延はびこる絶望と死の気配に恐れを抱いだいて、沈ちん黙もくしているみたい。涼りようを運ぶ風もなく、ただエルが密ひそやかに先を急ぐ足音が響ひびくだけで、それ以外は無音が支配している。

「世界が、荒こう廃はいしてる」

　無意識にそんな呟きが漏れた。救いがたいほど壊こわれた世界。点在する木々の幹は瘦やせ細り、乾かわききっている。枝に力なくぶら下がる葉は、既すでにもう枯かれているようだ。

　樹木の墓場。そんな馬ば鹿かげた言葉が脳のう裏りに浮かぶ。

「他ほかの場所も荒れ果てているの？」

　──本当に、救えるんだろうか。

　気分が急激に下を向く。私の手には余る大仕事に思える。

　──……これは無理かも、オーリーン。

　こんなに暗い世界だったなんて。どう考えてもこの荒んだ世界を正気に戻せるだけの力が私にあるとは思えない。

　私が怖おじ気づいたのを感じ取ったのか、エルが振り返って勇気付けるように小さく唸った。

「……弱気になってる場合じゃないや」

　繰くり返し深呼吸して自分を鼓こ舞ぶする。ここで匙さじを投げたら、なんのために二人の神が誓約を破ったのかわからなくなる。望みを託たくして力を与えてくれた彼らを失望させるような真似まねはしたくない。諦あきらめるのは、なんの打つ手もなくなった時でいい。

「でも、せめて、この世界についてもう少し詳くわしい情報がほしかったな……」

　つい本音が出てしまう。はっきり言ってエヴリールに関する知識など皆かい無むだ。

　オーリーンの説明では、とにかくこの剣けんで幽ゆう鬼きを斬きればいいらしいけれど……肝かん心じんの剣の扱あつかい方を知らない。魚をさばくのとはわけが違うだろうし。

「大体、幽鬼って、一目見てすぐにわかるものなのかなあ」

　今いる場所がエヴリールのどの辺りなのかもわからなければ、これからどこへ向かっていいのかもまったく見当がつかない。不安と謎なぞだけが増えていく。再び挫くじけそうになって頭を抱えた時、急にエルが警戒を見せ、体勢を低くした。疾しつ走そうの構えだ。慌あわててエルの鬣を摑つかむ。

「エル？」

　唸り声ひとつ漏らさず、いつでも動き出せるように身構えるエル。どうしよう、剣を取って危険に備えるべきなんだろうか。

　私は緊きん張ちようしながら後ろの荷物に括くくりつけられている長い剣へ視線を走らせた。

「誰だれか、いるの？」

　そんなはずはない。この地に存在するのは幽鬼だけのはず。

　そもそも幽鬼ってどういう形態なんだろうか。……スライム状とか？

　うまく想像できず首を傾かしげた時だった。

　私は、はっと背を伸のばし、周囲に視線を走らせた。なにか、いる！

　左前方に立つ瘦せた木の横で、黒い影かげが蠢うごめいた。

「エル」

　小さく呼びかけると、利口な獣けものは心得たように勢いよく疾しつ駆くした。地面に投げ出されないよう、必死にエルの鬣にしがみつく。身を起こしていると空気の抵てい抗こうをまともに浴びてしまう。それに途と中ちゆうで気づき、ぐっと上体を前に倒たおす。辺りを確認するため顔だけはなんとか上げた。

　ざ、ざっと乾いた野草を蹴け散ちらす複数の音。私たちを追ってきている。

　振り向くと、木々の合間にちらちらと色いろ濃こい影が横切るのがわかった。

　緊張感の高まりとともに心臓が激しい音を立て始めた。闇に浮かぶ金色の円い光。蛍ほたるのように瞬またたくもの。幽鬼じゃない。たぶん、野犬や狼おおかみの群れの類たぐいだ。

　──襲おそわれる。

　はっきりと危機を悟さとった瞬間、その黒い影の群れが一気に距きよ離りを詰つめ、エルの横に並んだ。

　エルがさらに速く駆かける。こちらに飛びかかる隙すきを探して急接近した影を避さけた時、その邪じや悪あくな姿をしっかりと目に焼き付けてしまった。普通の野犬じゃない。

　見たこともない四し肢しを持つ生き物だ。長い首の先に醜しゆう悪あくなケダモノの顔を持つ四本足の魔ま物もの。ウサギのように垂れた耳の側そばまで裂さかれている巨きよ大だいな口。嘲あざ笑わらっているような。

　どこか金属音めいた耳みみ障ざわりな威い嚇かくの鳴き声を上げて、魔物たちがエルの後を追ってくる。

　私という余計な荷物を乗せている分、エルのほうが圧あつ倒とう的に不利な状態だ。魔物たちは皆みな、飢うえていた。獲え物ものを……私たちを逃のがすまいとする強きよう烈れつな気き迫はくを肌はだにひしひしと感じる。

「どうしよ……っ」

　──こんな危険があるなんて、知らなかった！

「エル、逃にげて！」

　手のひらや額、背中に嫌いやな汗あせが伝う。魔物たちの荒あらい息いき遣づかい。私たちはなす術すべもなく背を見せて逃とう走そうするしかなかった。捕つかまれば一巻の終わり。ゲームと違ちがってやり直しはきかない。

　エルはさすがにオーリーンの獣なだけあって、こんな緊きん迫ぱくした状じよう況きようであっても自分の役割を正確に理解しているようだった。頭の高い位置でひとつにまとめた私の髪かみの毛が後ろへ水平に靡なびくほど速度が出ているのに、馬と違って殆ほとんど揺れない。

　文字通り大地を滑すべるように駆けている。薄闇の中でも十分夜目が利きくらしく、地を蹴ける脚あしに乱れがない。背後につく魔物たちを攪かく乱らんするように左右へ飛び、方向を変えている。魔物たちのほうも多少夜目は利くようだけれど、エルみたいに知能がそれほど高くはないらしい。不規則的な方向転てん換かんに、見事に翻ほん弄ろうされている。おかげで、エルと魔物たちの間には距離が開きつつあった。私は何度も振り返り、後ろを駆ける魔物たちの気配を窺った。

「エル、偉えらい！」

　私は思わずエルに呼びかけた。エルは、もう追いつけはしないだろうと感じるほど魔物たちを遠くに置き去りにしても、速度を落とさなかった。

　私が魔物たちとは異なる別の気配を感じたのは、雑木林が途と切ぎれてひらけた場所へ出た時だ。なぜその気配を感知できたのか、自分でも不思議だった。

　もしかすると、オーリーンたちに与えられた祝福の力が働いたのかもしれない。

「待って」

　私の制止の声に、エルは明らかに戸と惑まどった気配を漂ただよわせた。止まらずに、ふるりと鬣を揺らしつつ走り続けるところを見ると、もっと距離を稼ぐべきだとエルは考えているらしかった。

　だけど……ほら、今、違う場所から獣の断だん末まつ魔まみたいな声が、確かに響いた。

「エル、今の声、聞こえた？」

　エルは喉のどを震ふるわせて唸った。よそに気を配る余よ裕ゆうはない！　そんな切せつ迫ぱくした鳴き声だった。

「──声がしたほうに行って」

　無む茶ちやな命令に、エルはかなり渋しぶった。でも、私が頑がんとして引き下がらないのを知ると、諦めたようにくるりと身を翻ひるがえす。

　なんだか自棄やけになっているのか、それとも私に対して怒いかりを感じているのか……ううん、失望しているのかもしれない。さっきまでとは明らかに違う、どこか乱暴な走り方だった。

　折せつ角かく危険な魔物の群れから無事に逃げおおせたのに、わざわざ戻もどるなんて自殺行こう為いとしか取れないだろうし、ここまで走り続けたエルの苦労も水の泡あわとなる。

　でももし、私の勘かんが正しければ。

　そう、魔物の不自然な断末魔を、以前、耳にしたことがあるんだ。

　だから、賭かけてみる。
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「血の臭においだ」

　錆さびた鉄のような濃のう厚こうな血の臭い。私を乗せて駆けるエルも気づいているだろう。

　息が詰まる不ふ吉きつな薄うす闇やみを、エルは一直線に突つき抜ぬける。

「待ってエル、向こう」

　木々を震え上がらせるような凄すさまじい獣の咆ほう哮こうが前方から響いた。近い。

　私の指示に従うエルは足こそ止めないものの、かすかに恨うらめしそうな唸うなり声を漏もらす。きっと、危険な場所にわざわざ舞まい戻るような真似をして、と文句を言いたいんだろう。

「あ！　あそこ！」

　エルに向かわせた先は、さっき私たちがいた辺りより大きく右にそれた場所だ。

　こちらのほうが、辛かろうじて大地に根を生やす木々の数が多いようだった。エルは器用に木々の間をすり抜け、音のした側へと疾駆する。

　淡あわい闇やみの中に、巨きよ岩がんのようにそびえる黒い獣の姿を確かく認にんできたのは、まもなくのことだった。その獣は空気をびりびりと震ふるわせるような激しい唸り声を上げて、別のなにかと争っていた。エルが走る速度を落とし、咆哮を絶やさぬ巨大な獣に気づかれないよう静かに忍しのび寄る。

　目を凝こらし、凶きよう暴ぼうな獣を牽けん制せいするもうひとつの影の動きを窺うかがう。

　──人間だ！

　あの人を知っている。私は無意識に拳こぶしを握にぎった。

　以前に一度、森の中で見かけたことのある男性だ。荒あら々あらしく吼ほえる巨大な獣と戦っている。

　か細い光を投げかける濁にごった月の下もとで、弧こを描えがき閃ひらめく大きな剣。鋭するどい切っ先は、今、それを振ふるう人の体力を示すように危あやうげだった。

　このままだといずれ獣の力に押され、地面に叩たたきつけられてしまうだろう。

　彼に襲い掛かかる巨大な獣は、やはり私の世界では存在しない異様な四肢を持っていた。顔は熊くまに似ていて、太い手足は蜘蛛くものように長い。力を溜ためるようにしてぐっと地に身を伏ふせ、一気に跳はね上がって攻こう撃げきを仕し掛かける姿は本当に不気味だった。動作自体はあまり機き敏びんではないけれど、彼を倒そうとして振り下ろされる腕うでは、大気を唸らせ、ほんの一いち撃げきで木々を叩き割るほどの威い力りよくがある。

　剣けんを振るって獣の執しつ拗ような攻撃をかわす男性が、ついに獣の力を押し戻せなくなり、苦しげな様子でよろめいた。地面にがくりと片かた膝ひざをつく。

　よく見れば獣も手負いのようで、彼もまたひどく疲つかれているみたいだった。周囲には他の獣の屍しかばねが数え切れないほど転がっている。これだけの数の獣を、たった一人で倒したのか。

「エル、あの人を助けよう」

　エルは獲物へ飛び掛かる時のように、私を背に乗せたまま低く身構えた。

　凶暴な獣が向きを変え、荒い息を響ひびかせながら長い腕を大きく振り上げる。男性の身体からだは一見安直なその攻撃に対して、抵抗の態勢をろくに取ることができないでいる。

「走って！」

　エルは、私が叫さけぶと同時に跳ちよう躍やくした。獣と彼の間に、勢いよく降り立つ。

　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者に獣も男性も驚おどろいて、示し合わせたかのようにぴたりと動きを止めた。

　男性の、月光を封ふうじ込めたような金の目が驚きよう愕がくで見開かれている。

「乗って！」

　はっと男性が立ち上がり、条件反射のように行動を起こした。

　私の後ろに男の人が飛び乗った瞬しゆん間かん、状況を把は握あくしたらしい獣けものも焦あせった様子で迫せまってきた。

　エルはひらりと身をかわし、強きよう靭じんな長い腕で振りかぶる獣の背後に回った。私の後ろに乗った男性が急な動きに対応しきれず、少し体勢を崩くずし、エルの背から落ちそうになる。

「摑つかまって！」

　エルは焦じれた獣が振り向く前に方向転換し、勢いをつけて走り出した。でも、突然足を止めて、油断なく身構える。

　──さっきの魔物たちが追いついたんだ！

　前方の木々の合間から出現したのは、淀よどんだ金色の目を持つ魔物の群れ。後方には、手負いの凶暴な獣。エルは躊躇ためらいなく振り返って、なぜか巨大な獣が待ち構えるほうへと駆けた。

　ようやく追いついた魔物たちは吸い寄せられるようにエルのほうへ──つまり巨大な獣が待ち受けるほうへ──接近してくる。

「獣同士で戦わせるんだ！」

　それに気づき、感心した。エル、凄すごい！

　魔物たちは、どう見てもすばしっこいエルを追うよりは、熊に似た手負いの獣を狙ねらうほうが得策だと考えたらしい。また巨大な獣も、なかなか仕留められない私たちより、殺意を漲みなぎらせた残ざん忍にんな魔物たちに強い反応を示した。

　エルは私と男性を背に乗せてもまったく速度を落とさず疾しつ走そうし、魔物たちから遠ざかった。

　醜みにくい争いの咆哮が背後で響く。

　エルは静かに駆けた。魔物の叫びが届かなくなり、雑木林が私の目に映らなくなるまで。
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　エルがようやく足を止めたのは雑木林を遠く離はなれた窪くぼ地ちの奥。

　葉をすべて落とした太い老木の側そばだ。いい具合に枝が垂れ下がっているので、根元に座れば魔ま物ものたちの目から身を隠かくすことができそうだ。

　そこを休きゆう憩けい場所にしようと思い、エルの背から飛び降りる。

「エル、ありがとう。お疲れ様」

　私はエルの顔を労いたわるように撫なでた。まだ怒おこっているかな、と不安だったけれど、エルは円い目を細めて喉を鳴らし、獅し子しのような鼻先を私の肩かたに擦すり寄せてきた。

　男性を助けるために戻ったことがわかったらしい。少し信しん頼らいを取り戻せたみたい。

「あなたも降りて」

　エルの耳を撫でつつ、戸惑った顔をしている男性に言う。

　彼は月色の瞳ひとみを私に向けたまま、素す直なおに地面に足を下ろした。

「座ろう？」

　私はエルの背にくくられていた荷物を降ろしたあと、老木の根元に座って、立ち尽つくす男性を手招きした。エルは当然といった様子で私の隣となりに寝ねそべった。

　ボディガードをしてくれているみたい。正直、エルも魔物的で凶きよう悪あくな姿だけども、懐なついてくれると可愛かわいく思えるから不思議だ。

「こっち」

　とんとんと手で乾かわいた地面を叩く。男性は呆ぼう然ぜんとした様子で近づき、剣を抱かかえた状態で腰こしを下ろした。ううん、やっぱりこの人も大きい。オーリーンはもう別格として、私が会った人間の中で一番立派な体つきをしている。だけど、初めて遭そう遇ぐうした時よりも傷だらけだ。

「手当てをしようね」

　言葉が通じないと思い込んでいたので、返事を待たずに、脇わきに置いたバッグへと手を伸のばす。

「──君は、誰だれだ？」

「え？」

　一いつ瞬しゆん、エルが喋しやべったのかと思った。

　そんなはずはない。バッグを引き寄せる手を止めて、男性に顔を向ける。

　──なんで、言葉がわかるの？

　以前は通じなかったのに！

　彼も不思議そうに目を瞬まばたかせている。

　不可解な事態に混乱しかけた時、ふとオーリーンに口付けされた記き憶おくが蘇よみがえる。もしかして、それのおかげで意思の疎そ通つうが可能になったのか。

　青ざめたり赤くなったりと、挙きよ動どう不ふ審しんになる私を、彼はぽかんとした表情で見つめた。

「あ、あの、本当に私の言葉がわかる？」

　男の人は信じられないと言いたげに視線を揺らしながらも、ゆっくりと頷うなずく。

「君は、誰だ？」

　もう一度、低く穏おだやかな声で同じ質問をされた。心地ここちのいい声だな、なんて奇き妙みような感心をしてしまう。

「ええと、前に一度、会ったよね？」

　覚えているかな？

「ああ──ワーズの森で」

　ワーズ？　耳慣れない言葉だったけれど、今は無視しよう。

　私は気分を落ち着かせて、彼の目を見つめ返した。

「あなたが……この国の、最後の人？」

　そう訊たずねた時、彼はなにかに打たれたかのように、はっと背筋を伸ばした。

　深い孤こ独どくが覗のぞく瞳。その奥に燃え上がる渇かつ望ぼうの光。自分自身を焼き焦こがすくらいの激しい飢き餓がに苛さいなまれた輝かがやきがある。どんな苦難の中を一人で耐たえ抜ぬいてきたのか、その瞳が物語っている気がした。

　私はなにも言えなくなった。こんなに狂くるおしい眼まな差ざしを見るのは初めてだった。

「……君は」

　彼は掠かすれた声で呟つぶやいた。私の存在を幻げん影えいではないのかと疑い、だけど信じたいという思いに悩なやまされているような、色いろ濃こい苦く悶もんを滲にじませた表情だった。

　──本当に、この人はずっと一人でいたんだ。

　苦しげに眉まゆをひそめる彼の横へと、這はいながらそっと近づく。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　彼は警けい戒かいするかのように身を強こわ張ばらせた。安心してほしくて、剣を強く握にぎり締しめている大きな手にゆっくりと触ふれる。びくっと彼が肩を揺ゆらした。緊きん張ちようを解こうとしていない。

「私、生きているよ。ここにいる」

　なんて言えば信用してもらえるのか、迷う。この人はひたすら魔物と戦い、過か酷こくな経験ばかりを重ねながら、元は人間だった幽ゆう鬼きたちを寂さみしく眺ながめてきたんだろう。今度は私がその役を引き受けるんだ。

　早はや鐘がねを打つ胸を抑おさえ、笑えみを作る。少し強張ってしまったかもしれない。

「私は幻まぼろしじゃない。あなたと同じ人間だよ」

　男性の瞳が、かちりと音を立てて変わったように見えた。乾いていた泉が再び潤うるおい、溢あふれ出すように──激しい感情が噴ふき上がる。彼は顔を歪ゆがめ、小さく呻うめいた。一度かすかに身を震ふるわせて、そんな自分を恥はじるように横を向く。

「大丈夫、ずっと……一人でつらかったんだよね」

　なんだか私も泣きそうになってしまって困った。痛いほどの悲しみが彼から伝わってくる。

　触れるだけで孤独に落ちてしまいそうな。ぎゅっと男の人の手を握る。

　傷つき、血に濡ぬれたあたたかい大きな手。

　男性がゆるゆると顔を上げる。恐おそれと苦く悩のうに満ちた表情。ふいに透とう明めいな雫しずくが月色の瞳を覆おおった。涙なみだがいくつもいくつも褐かつ色しよくの頰ほおを伝う。もう一度、彼は唇くちびるを嚙かみ締めて呻いた。

　慌あわてて膝ひざ立だちになり、その濡れた頰に手を伸ばす。

「泣かないで。お願い、泣かないで」

　悲しみに歯を食いしばって泣く姿を見ると、胸が潰つぶれそうになる。

　男性は、きつく握り締めていた剣けんを手放し、縋すがるような仕草で私を抱だきしめた。息ができなくなるほどの強い力だった。切なさがひたひたと染しみ込んでくる。でも、この人のほうがもっとつらいはずなんだ。

「あ、あの」

　熱があるんじゃないかっていうくらい、体温が高い。硬かたい胸むな板いたにしがみつく形になり、こんな状じよう況きようなのに、妙みようにどきまぎした。
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　まるで溺おぼれかけの人にしがみつかれている感じだ。男性は静かに泣き続ける。私の頭に頰をすり寄せ、何度も感かん触しよくを確かめるように肩や背を撫でる。……気持ちはすっごくわかるんだけど、あんまり色々なところを触さわられると！

　泣いている人を振ふり払はらうような、冷たい真似まねはできない。ひどく狼ろう狽ばいしながらもじっと耐え、彼の好きにさせる。次し第だいに自分の鼓こ動どうが激しくなっているのか、男性の身体からだが震えているのか、判別できなくなってきた。あんまり狂おしくて、意識が乱れそうになる。

　くらくらと目眩めまいがし始めた私を救ったのはエルだった。

　爪で地面をがりがりと削り、不ふ機き嫌げんそうに喉のどを鳴らすエルに男性が気づき、はっと顔を上げる。

「あ、あのう」

　私は目を瞑つむったまま小声で言った。とても顔を上げられる心境じゃない。

「あ、ああ……すまない」

　男性は我に返り、慌てた態度で私を解放した。ふわりとぬくもりが離れ、少し寂さみしい気がした。

「え？　エル!?」

　突とつ然ぜん、後ろに引っ張られる。振り向くと、エルが私の衣服の裾すそを嚙み、必死に自分の側へ引き寄せようとしていた。

「どうしたの？」

　エルは、彼と十分な距きよ離りを保った場所までずるずると私を移動させると、ようやく裾から口を離した。

　忠実な用心棒はどうも男性が気に食わないみたい。明らかに威い嚇かくする感じで彼を睨みつけたあと、甘えるように私の膝に鼻をすり寄せてくる。ううん、可愛かわいいんだけど、これって……。

「そ、そうだ。傷の手当てをしよう」

　魔ま物ものたちを振り切った功労者のエルにも、水をあげたい。

　男性は指先で涙を無造作に振り払うと、微び苦く笑しようを覗かせた。エルは彼からじっと目を離はなさない。

「エル、駄だ目めだよ、脅おどかしちゃ」

　注意すると、エルは不満そうにぷいと横を向く。ううん……。

　エルを気にしつつもバッグの中を確かめる。オーリーンが必要な物を用意しておいたって言っていたけれど、なにが入っているんだろう。

「あ、よかった」

　ペットボトルに水が補充されている。蓋ふたを開けて、自分の手をエルの前に差し出し、そこに水をゆっくりと注ぐ。エルは窺うかがうように私を一度見上げ、水をそろそろと舐なめ取った。

　ほんの数口だけで、もういいよ、っていう仕草を見せる。水分を取らなくて大丈夫なのかな？　もしかして遠えん慮りよをしているのかもしれない。

　しばらく迷った末、エルに飲ませるのは諦あきらめて、男性にペットボトルを差し出す。困こん惑わくの表情で首を傾かしげるその人に笑いかけ、飲むよう促うながした。彼は丁てい寧ねいに礼を言い、受け取った。その間に再び荷物の中を確かく認にんする。オーリーンは私のバッグの他ほかに、もうひとつ荷物をこしらえてくれた。ええと、着き替がえ？　らしき服がある。なぜか私には大きい服も入っていて、用意のよさに感かん嘆たんしてしまう。オーリーンはこの状況を予想していたのだろうか。

　あとはパンを入れた袋ふくろや、小さな包み、革かわ製の水すい筒とうなどが色々と入っている。正直、用よう途とが理解できないものが大半だ。彼に訊きけばわかるかな。

　この葉っぱみたいな布で包まれているものは、ひょっとして薬じゃないか。かすかに漢方薬に似た匂においがする。

「外傷用なのかな……、これ使って」

　試ためしに、その包みと着替えと、タオルらしき布を男性に差し出す。

「……構わないのか？」

　彼は包みや着替えの服に視線を落とすと、慎つつましげな顔を見せた。

「うん。私じゃ使い方がよくわからないから」

　彼は躊躇ためらいつつも小さな包みを開けた。直後、驚おどろいた顔で私を見る。

「これはフロンの粉だろう？」

　うーん、意味不明。

「容易には手に入らぬ貴重な薬草だ」

　あ、やっぱり薬なんだ。

「まあ、使って」

　軽く答えると、呆れの滲んだ微び妙みような表情を向けられる。

「君は……いや、あなたはいったい、誰だれなのですか？」

　彼は急に表情を改め、口調を正して訊たずねた。







　その問いに答える前に、私はとりあえず傷の手当てを優先させた。

　フロンの粉と呼ばれる粉末状の薬草は、水をたっぷりと含ふくませて使うらしい。薬の調合に適した容器を持っていないので、目に付いた丈じよう夫ぶそうな落ち葉を利用する。

　ひとつまみの濃のう緑りよく色しよくの粉末を葉に載のせ、水を加えて混ぜると、片かた栗くり粉こを溶とかしたようにとろみが出て、量が増す。水を吸収したせいなのか、鼻がつんとするほど匂いがきつくなり、思わず顔をしかめてしまった。

　傷口にたっぷり塗ると出血が止まるとのこと。極きわめて効能が高く、深い傷であっても数日で治ち癒ゆできてしまうと男性が教えてくれた。

　遠慮する男性を制して薬を塗と布ふし、包帯代わりの布を傷口に巻きつける。

「こんなに、傷が……」

　私は息を吞のんだ。下手な刺し繡しゆうが施ほどこされたハンカチのように、彼のがっしりとした大きな身体には多数の傷きず跡あとがあった。古い傷、新しい傷。この人は身も心も消しようがないほどたくさん傷ついている。そんな考えが浮かび、自然と気分が重くなった。

「……この衣ころも、大きさが合うといいんだけれど」

　怪け我がの処置を終えたついでに着替えもすませてもらう。彼が着ていた服はちょっとどうかと思うくらいぼろぼろだったし、血ち塗まみれで嫌いやな臭においを発していた。

　男性は着替えをすませると、すっきりしたような、幾いく分ぶん落ち着いた表情を浮うかべた。口にはしなかったものの、本音では彼も血だらけの服を着てて気持ち悪かったんだろう。

　その後、私たちは小さく焚たき火を起こした。本音を言うと、私はかなり空腹を感じていた。最後に食事をしたのはいつだったか。時間の経過がよくわからない。

　オーリーンが用意してくれたパンもどきの薄うすくて固い食べ物を火であぶる。餅もちのようにふっくらと膨ふくれ上がり、ボリュームが増した。

　それだけだと寂しいので、干ほし葡ぶ萄どうに似たものを副食にする。

　……実は私、干し葡萄と干し柿がきは苦手。だから一ひと粒つぶだけつまみ、あとはパンだけを食べて、残った分はエルにあげた。エルはこの食べ物が好きらしかった。

　質素な食事を終え、焚き火を囲んでしばしの平へい穏おんを味わう。

　少し距離を置いた場所に座っている男性が、訊きたいことが山ほどある、という真しん剣けんな顔をこちらに向けた。私もこの世界について、知らなければならないことが無数にある。

　でも、なんだか最初に会った時より気き後おくれしてしまう。

　その理由は、彼の態度が妙みように改まったためだ。

「あのね、さっきのような普ふ通つうの態度のほうが嬉うれしいんだけれど……」

　むしろ、私こそ丁寧な言こと葉ば遣づかいをするべきだ。どう見ても彼のほうが年上だし。何歳くらいなんだろう？　老成した雰ふん囲い気きがあるけれど、笑えみを浮かべると若々しい。

「あなたの名前を伺うかがってもよろしいか？」

　男性は慇いん懃ぎんな態度を崩くずさず、探さぐるような目をして静かにそう訊ねた。

「響。三島、響」

　彼は奇き妙みような顔をして黙だまり込んだ。この世界ではきっと珍めずらしい名前に聞こえるんだろう。

「えっと、あなたの名前は？」

「リュイ＝マーヴェルと申します」

　なんか警けい戒かいされたのかなあ。少し落ち込んでしまう。

「失礼だが、随ずい分ぶん珍しい名に聞こえますが……あなたの出身は？」

「教えない」

　わざと視線を外してそう答えると、彼は……リュイは絶句した。

「その口調と態度、普通にしてくれなきゃもう喋しやべらない」

　ごめん、堅かた苦くるしい調子が続くのは、精神的に私がつらい。

　──リュイと打ち解けたい。

　そんな思いがふいに胸に浮かぶ。

「だがあなたは……身分ある姫ひめ君ぎみなのでしょう？」

　リュイは逡しゆん巡じゆんするように視線を揺ゆらし、自分の片足を抱かかえた。

「姫君!?」

　予想外のとんでもない言葉に仰のけ反りかけた。どこをどう見たら私がお姫様になるんだろう。

　もしかしてすごく目が悪いんじゃ、と疑い、はたと気づく。

「……この恰好のせい？」

　自分の身体からだを急いで見下ろす。天界で着替えさせてもらった服は、確かに目を見張るほど華か麗れいなものだ。なんで今まで平然としていたかというと、答えは簡単。

　私よりもオーリーンとシルヴァイが着用していた衣装のほうが断然派手だったから。歩く度たびに音がするほどのたくさんの装飾品をつけていたし。

　改めて自分の姿を眺ながめると、滅亡しかけのエヴリール界ではかなり豪ごう奢しやに映るのかもしれない。

　耳には砂色の精せい緻ちな飾かざりを下げていたし、小さな宝石を連ねたペンダントもしている。

　それに、複雑な模様の入った腕うで輪わも。透すかし彫ぼりになっていて、これにも宝石がちりばめられている。かなり高価そうだ、というのは素人しろうと目にも読み取れた。今いま更さらながら焦あせってしまう。売るとどれほどの値がつくんだろう。

　肝心の衣服はさらりとした上等の生き地じが使われている。日本の着物のように腰こし帯おびでたるみを押さえるタイプの服だ。着き心地ごこちがよくて軽いためか、長い袖そで下が気にならない。

　リュイに渡わたした男物の服も私のとそう大差はなかった。袖下の部分がないといった程度。

「私がお姫様のように見える？　それ、恐おそろしい勘かん違ちがいだよ」

　もしかして、この世界って本当にドレスを着た姫君や王子、貴族が存在するんじゃないか。

「しかし、そこらの町娘むすめにはとても見えませんが……いや」

　リュイが慌あわてふためいたのは、私が軽く睨にらみつけたためだ。口調が硬かたいままなんだもの。

「あのね、私、身分なんてないよ」

「ない……？」

「お姫様でも町娘でもない、一いつ般ぱん女子」

　きっぱりとした否定の言葉に、リュイは少し混乱したらしい。

「平民という意味ですか？　しかしあなたの身なりは王族の方に近いのではありませんか」

　口を噤つぐみ、黙もく秘ひする。しばらく見つめ合った末、リュイは根負けしたようにかすかに吐と息いきを落とした。

「どういうことか、説明してくれるだろうか」

　うん、よろしい。

　にこりとしたのち、急いで考えた説明を口にした。すべてをありのままに話すわけにはいかない。大体、出身は日本という次元を超こえた異郷の地で、二人の神に出会ってこっちの世界にやってきましたなんて言ったら、まずヤバイ人間だと思われるだろう。

　噓うそをつくのは少し罪悪感があるものの、今は仕方がないので目を瞑つむる。

　私の故郷はすごくすごく遠方にある閉へい鎖さ的な小国ってことにした。事情があって名前を出すわけにはいかないけれど──というより名前がどうしても思いつかなかったんだけど──そこである高貴な方の命を受けて、天変地異を契けい機きに壊こわれ始めた世界の様子を偵てい察さつする運びになった。従者がいたけれど、運悪く途と中ちゆうではぐれてしまい、一人で困っていた。

　──ああ、もうどうしようもないほど下手すぎる噓だ！

　リュイの目が明らかに猜さい疑ぎの光を湛たたえている。こんな矛む盾じゆんだらけの話、信用しろってほうが無理だろう。

「それで、私の国は身分の上下を気にしないの。殆ほとんどないっていっても過言じゃない」

「身分がない？」

　リュイは驚きよう愕がくし、ますます不ふ審しんの色を強めた。

「私ばかり話している。あなたの状じよう況きようも聞かせてほしいな」

　私の目的は世界の偵察、と付け加えてみる。

　リュイは私の話を整理しきれず、というか杜ず撰さんすぎる内容に納なつ得とくできないらしく、戸と惑まどいを隠かくそうとしなかった。それでも視線でしつこく訴うつたえると、渋しぶ々しぶの表情を浮かべながら話してくれた。リュイはなんと騎き士し！　なんだって。

　要するにこの世界は中世時代の外国……いや、中世よりももっとファンタジーかもしれない。騎士や貴族だけじゃなく、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し、そして魔ま法ほう使つかいが実在する。

　──か、神様と出会ったんだし。魔法使いくらいでもう驚おどろかない！

　リュイは私を警戒してか、あまり彼自身の情報については詳くわしく語ろうとしなかった。一いち抹まつの寂しさを覚えたものの、これは噓つきな自分がまいた種だ。

　その代わり、世界の状態に関しての事情は丁てい寧ねいに聞かせてくれた。

　法ほう聖せい六七〇一年の冬……ちょうど三年前に、暗黒の宴うたげが始まりを告げたのだ、と。

「最初は、数年毎ごとに必ず広がる流行はやり病が早めに発生したのだろう、と。流行病の蔓まん延えんについてはどの国も必ず想定した上で対策が立てられている。だから、誰だれもそう深刻には捉とらえていなかった」

　リュイは頰にかかっていた髪かみを無意識のように指で払はらい、遠くを見つめた。

「しかし、軽い倦けん怠たい感を訴えていた者たちが、突とつ然ぜん自我を失い暴れ出す。次し第だいに身体まで変形していく。その奇き病びようは瞬またたく間に、家族から隣りん人じんへ、町から町へと伝でん染せんした」

「どのくらいの期間で……？」

「二ふた月つきかかってはいないだろう。王族方が早さつ急きゆうに対処を必要とする重大な事態だと認にん識しきした時にはもはや手て遅おくれだった。なす術すべもなく次々と人が幽ゆう鬼きへ変へん貌ぼうし、町が滅ほろびていく。〈威い者しやの目〉と呼ばれるこの国……クィーヌ・ガレ新国を中心にして『終しゆう焉えん』が広がった」

「他ほかの国はどうなったの？」

　躊躇ためらいながら問うと、リュイは切なげな淡あわい溜ため息いきを落とした。

「この脅きよう威いに恐れをなして国外脱だつ出しゆつを図はかる者も大勢いたが、逃とう亡ぼうを果たした先の国までもが滅めつ亡ぼうの危機を迎むかえている。これが単なる奇病ではない証しよう拠こに、有数の魔術師や魔法使いたちの稀まれなる能力をもってしても、平へい穏おんを取り戻もどすことはできなかった。人の歴史に終しゆう止し符ふが打たれる瞬しゆん間かんを、目まの当たりにしようとは。我らの嘆なげきは神に届かぬ。奇き跡せきの欠片かけらさえ……」

　リュイの肩かたがかすかに震ふるえた。

「彩いろどり豊かな季節は失われ、天候は荒あれ狂くるった。わずか三年。たったそれだけの歳月で、世界の時間は止まってしまった。悪夢でも見ているようだ──今もまだ、信じられないでいる」

　壮そう絶ぜつな内容に、言葉が出てこない。フォーチュンは本当に、憎にくしみと絶望のためだけにこれほど非情な運命を用意したんだろうか。そこが少し引っかかった。

　個人の感情だけで、いくらなんでもやり遂とげられる話じゃない気が──。

「あなたの国は、無事なのか？」

「え……？　ううん、水害がひどいみたい」

　考えに沈しずんでいたので、返答が遅おくれた。確か、こっちと私の世界は裏と表の関係だから影えい響きようし合うってシルヴァイが言っていたはず。エヴリールが旱かん魃ばつの被ひ害がいに遭あえば、逆に私の世界は水脈が乱れて水の災わざわいが降り掛かかるのだと。

「ねえリュイ。地図とか、持ってる？　できれば世界地図を見たいんだけれど」

「世界地図？」

　リュイは愁うれいを消し、きょとんとした。変な質問をしたのかなあ？　まずは位置を探さぐる為ための地図がなきゃ、どこへどう進んでいいのかまったくわからない。

「国の地図ならば勿もち論ろんあるが、世界の地図などは聞いたことがない」

　その答えに私のほうが驚いた。じゃあエヴリールの住人って自分の世界がどんな形をしているのか、どこまで大陸が続いているのか、知らないのだろうか。

　そもそもこの世界って……地球のように球体を保つ惑わく星せいなんだろうか？

「もしかして、他国と交流をもっていない？」

「いや、交易を行っている。しかしなぜ、世界の地図を必要と？」

「色々な国を回らなきゃ駄だ目めなの」

　私の目的は世界を正気に戻すこと、ひいては幽鬼と化した人々を元に戻すこと。

「でも、とりあえずはこの国。うん、国の地図ならあるんだよね……じゃあ、すべての町や村が詳くわしく記き載さいされてるものってある？」

　奇き妙みような質問をする娘だと思われたようだ。

「さて……その詳しいというのは、どの程度だろう」

「方位が示されていて、縮小された距きよ離りの表示もあって、ルート……大きな道なんかも記されているものがいい。あとは、その町々がどのくらいの規模があるかわかると嬉うれしい。住宅地図があれば、なおいいんだけれど」

　この程度の地図、日本ならたやすく入手できるだろう。でも、どうもリュイの話を聞いていると、日本では当たり前の出来事が、ここでは常識外れというほど困難なものとして映るらしい。

　この分だと正確な戸こ籍せきも期待できそうにない。

「悪いが、そこまで細かな情報を記した地図は見たことがない」

「でも一応、地図はあるんだよね。じゃあ、どこでその地図を手に入れられるか、わかる？」

　地図を手に入れてもあまり意味がなさそうだったけれど、とりあえずはどの程度詳しよう細さいに描えがかれているのかを確認したい。

「それは、町へ行けば入手できるだろうな」

「ここから一番近い町は？」

「そうだな……おそらく百オード西南へ向かった場所に村があるはず」

　オード、という単位がわからなくて、困ってしまう。

「ええと、歩きだと何時間かかる？」

「──丸二日は必要だな。いや……女性の足ならば、三日は要するだろう」

　頭の中で距離を計算する。徒歩で二日。エルに乗せてもらえば多分一日で行けるだろう。

「姫ひめ君ぎみ……いや、ヒビキ」

　私が睨にらむと、リュイは言いにくそうに名前を発音した。

「村へ行かれるのか？」

「うん」

「お一人で？」

　妙みように迫はく力りよくのある眼まな差ざしを向けられ、つい身を引いてしまった。ああこの表情、三春叔父おじさんと共通した空気を感じる。つまり……説教時の苦い顔だ。

「本気で行くおつもりか」

「ええと……行けたら行こうかな……と」

　曖あい昧まいに答えてごまかそうとすると、リュイは刃は物もののような鋭するどい目でひたと私を見み据すえた。

「……こ、怖こわいんだけど」

「それは、恐おそろしいでしょう。魔ま物ものだけではなく、レイムが待ち構えているのですから」

　話の流れからして、レイムというのは幽鬼たちの名めい称しようらしい。

　今、私が怖いって言ったのは、リュイのことなんだけどな。

「この国について知りたいのであれば、いくらでもお話しして差し上げよう」

「それも嬉しいんだけど、自分の足で行かないと意味がないし」

「なぜです」

「百聞は一見にしかずというでしょう？」

「なんですって？」

　諺ことわざってこの国にないのかな？

「あなたは……村へ向かうという行為がどれほど危険かご存知ないようだ」

　ご存知ありませんとも。なにせ平和な日本生まれだし、と私は視線をさまよわせつつ内心で零こぼした。

「わかった、できる限り危険な場所へは近寄らないようにする」

　本気で誓ちかうことはできない。でもそう言わないと、リュイの瞳ひとみは厳しいままの気がした。

「──あなたは」

　びっくりするほど悲痛に響ひびいたリュイの声に、身が竦すくんだ。

「なにもおわかりではない」

　リュイは苦い笑いを浮うかべた。月色の瞳は、闇やみを丸ごと飲み込んだような暗さがあった。

「正直にお答えください。あなたは、村へ行かれるのか？」

　噓うそをつくべきか迷う。そうすれば、この人を確実に傷つける。でも正直に告げるとおそらく止められる。

「あなたは、この国の生き残りが私しか存在しないと知っている。その上で、自ら死地へ向かうと言われるのか」

　あっと頰ほおを打たれた気分だった。そうだ、この人しかクィーヌ・ガレ新国には残っていない。

　──私がいなくなれば、リュイはまた一人？

　だけど、リュイを好き勝手に連れ歩いていいんだろうか。オーリーンの言葉が蘇よみがえる。通常の剣けんではレイムを斬きれない。仮に斬れたとしても、魂たましいまで滅めつしてしまうって。──これはどういう意味なのか。

「よろしいか、レイムは人を襲おそうのです。負ければ、あなたまでもレイムと化す。そしてレイムは大半の魔ま術じゆつ、剣が通用しない」

　ああ、なんかリュイの性格が理解できてしまう。普ふ段だんは寛かん容ようで優やさしいんだろうけど、ここぞという時は閉口するほど頑がん固こなんだ。三春叔父さんと同じタイプ。私は逆で、一応真ま面じ目めな振ふりをしていても実は結構いい加減で流されやすく、考えもころころと変わる。

「リュイ」

　ぱちりと焚たき火がはぜた。闇の中、赤く揺ゆらめく炎ほのおが、地面に落ちた私の影かげを歪ゆがませる。

　炎の輝かがやきを反射させたリュイの顔へと視線を移す。鼻び梁りようや目元の陰いん影えいがはっきりと出ていて見み惚とれてしまうほど凜り々りしい。私を見つめ返す瞳までが炎の色を飲み込み、深い赤に染まっていた。やっぱり奇き麗れいな目だなと思う。

「私はどうしても、それぞれの町や国を回らなくてはいけないの」

「なぜ」

「事情があるから」

　語ご彙いに乏とぼしい自分に苛いら立だってしまう。この調子ではリュイでなくとも納なつ得とくできないだろう。

　必死に頭を悩ませて言葉を探していると、リュイは皮肉な微び笑しようを浮かべた。

「私は信用できない相手だろうか？」

「……そういうことじゃなくて」

「あなたは先ほどから、なにひとつ真実を語ってはくださらない。だが、あなたの言葉に悪意はない。私が事情を訊たずねるのは、許されない行為だろうか」

　本当に困ってしまった。むしろ逆で、真実を告げればリュイのほうが私を信用しなくなるに違ちがいない。

　しばらくのあいだ気まずい沈ちん黙もくが続く。

　エルがふわりと欠伸あくびをしたのをきっかけに、リュイは視線を外して深い溜ため息いきを落とした。

「あなたを困らせてしまったようだ。私の問いは、忘れてください」

　ああ、絶対傷つけた。じわじわと罪悪感が募つのる。

「ねえリュイ。この国に安全な場所はある？」

　リュイは訝いぶかしげな顔をした。

「身を寄せられる場所が、どこかにあるのかな？」

　オーリーンは私が重界でリュイを助けたことを喜んでいた。だからなんとしてでも、この国の、最後の生き残りである彼を保護したい。そういう使命感の他ほかに、森で見捨てようとした事実に対する償つぐないの気持ちもある。本当はオーリーンたちに感謝される資格なんてない。

「あなたは死んでは駄だ目め。だから、なるべく安全な場所に行ってね」

　リュイは唇くちびるの端はしを歪めて笑った。安全な場所などあるはずがないっていうように。

「私一人が生きて、どうしろと？」

「リュイ、そんなふうに言うのはよくない」

「あなたは、どうなのだ？　私に死ぬなと言うあなたは？　自ら危機の中へ飛び込もうとしているのではないのですか」

「それは、そうしなきゃいけない事情があるの」

　ああもう、堂どう々どう巡めぐりだ。自分がこんなに言葉を知らない人間だなんて思っていなかった。他人と接して、初めてわかることがある。

「私は死なないから、リュイもちゃんと生きなきゃ駄目だよ」

　リュイは目を伏ふせた。私は少し迷った末、彼の隣となりに座り直し、悲しみを滲にじませる横顔を見上げた。

「大だい丈じよう夫ぶだからね。時間がかかるかもしれないけれど、きっとまた他の人たちと会える。国も少しずつ復興していく」

　そっと腕うでを伸のばして、リュイの手を握にぎる。

　リュイはぴくりと身じろぎし、自分の手に重ねられた私の指を頼りなげな仕草で力なく握る。

「あなたは──」

　ひどく憂うれえているような、痛みを秘ひめた月色の目が私を捉とらえる。

「──神なのか？」

「えっ？」

　私は息を止めた。おまえは神か、と本気で訊きかれる経験なんてそうそうあるものじゃない。

　かなり脱だつ力りよくしながら、自分のためにもリュイのためにも即そく座ざに否定する。

「どうして私が神様だって思ったの？　そんなわけないよー」

　主観的、客観的の両面から見て、私の容姿はごく普ふ通つうだ。多少衣服が華はなやかなだけで、オーリーンたちのような神こう々ごうしさは一いつ切さいない。

「しかし」

　リュイは躊躇ためらいがちに、視線を私の額の辺りに泳がせた。

　あ……そういえば忘れていた。

　畏い怖ふをわずかに滲ませたリュイの顔に動どう揺ようし、自分の額に恐る恐る手をやる。

　額のちょうど中央にある、硬こう質しつの異物。石でも埋うまっているような感かん触しよくだ。

　そうだ、シルヴァイの口付けを額に受けた時、急に熱を感じたんだった。

「……ちょっと訊いていい？」

「──なにを？」

「私の額に、なにかついてる？」

　たっぷり一分くらい、重苦しい沈黙が流れた。

「ご自分の身についての問題なのに、ご存知ないのか？」

　リュイはあからさまに疑わしげな表情を浮かべた。

「やっぱりなんかついてる？……もしかして気味悪い感じ？」

　……シルヴァイを信じてる、信じているけれど！　私だって一応年とし頃ごろの女子だ。自分の顔に、目を背そむけたくなるほどヤバイ物体がついていたらと思うと、不安になる。

「とんでもない」

　リュイは大おお袈げ裟さに手を振った。罰ばち当あたりな、とでも言いたげな性急さだ。

「神石でしょう、それは。少なくとも魔ま石せきではない」

　シンセキ？　私の頭の中では、親しん戚せき、という言葉に変へん換かんされていた。

「なに、それ……？」

「申し訳ないが、私は魔法使いではないので、これ以上の説明ができません。ただ、術をよく知る魔法使いには、力の結けつ晶しようである神石が肉体にあらわれると聞いた覚えがあるのです。ですが……額に浮うかぶなんて」

　よく考えるとリュイの推測は、あながち間ま違ちがってもいない。確かにこれは神の祝福が原因で浮かんだ石だ。

「でも私はその……本当に神じゃないよ」

　リュイは素す直なおに頷うなずいていいものか迷う表情を見せた。戸と惑まどいの視線をエルのほうへ向ける。

　エルは油断なく、判断しかねるらしいリュイをじっと睨にらんでいる。エルの態度って……人間的表現で言えば「なにか文句ある？」ってちょっと威い張ばっているような感じだ。

「では、あなたはいったい、何者なのですか」

　ひどく緊きん張ちようした様子でリュイが尋たずねる。

　どうやって彼の追つい及きゆうをかわすべきか悩なやみ、結局なにも思いつかずに諦あきらめる。

「リュイ、荷物の中から好きな物を持っていっていい。あなたが生きていくのに必要だと思う物を」

「私は物が欲しいのではない」

　苛立った口調でリュイは否定した。沸わき上がる激情を理性で必死に封ふうじようとしているみたいだった。

　真実は告げられない。リュイのためになるような噓うそも口にできず、途と方ほうに暮れてしまう。

「事情があって、どうしても説明ができないの。でも私は誓ちかって、あなたを絶対に傷つけたりしない。それだけは信じてほしい」

　リュイは突とつ然ぜん立ち上がった。驚く私に背を向け、ぎこちない足取りでそのまま歩き出す。

「どこに行くの？」

　慌あわててあとを追い、リュイの腕を摑つかむ。

　エルものそりとついてきたけど、私たちから数歩離はなれたところで待機の姿勢を見せた。

「──むごいことを」

　リュイは立ち止まってくれたけれど、どんなに促うながしてもこちらへ顔を向けようとはしなかった。強い拒きよ絶ぜつを示すように、全身に力が入っている。

「あなたは、なんてむごいことを言う」

　責めの響ひびきを帯びた、切り捨てるような硬かたい声。なにも言い返せない。

「あなたは二度も私の命を救ってくれた。一度目はワーズの森で。あの時、私は死を覚かく悟ごしていた。レイムに魂たましいを貪むさぼられるよりはましかもしれぬ、いっそ獣けものに殺されるほうが──そう思っていた。たった一人の仲間であり希望でもあった友を失った私には、もはや守るべき者も執しゆう着ちやくする者も存在しない」

　はっとした。たった一人の仲間。それはフォーチュンの後こう継けい者しやとなった誰だれかが、見殺しにした人？

「リュイ」

「狂きよう気きとはこういうものかと思った。死ぬなら血の中で死にたい。人として死にたい。それだけを切望していた私の前に──あなたが現れた」

　リュイの背がかすかに震ふるえた。実際に涙なみだを流してはいないけれど、心が泣いている気がした。

「信じられなかった。私は、あなたの存在を夢だと思うことにした。歪ゆがんだ願望が生み出した幻まぼろしにすぎぬと。我ながら気の利きいた夢だと笑ったものだ。私は、自分以外の存在を最も求めていたのだから」

　そういえば……初めて出会った時、リュイはとても必死な目をして私を見ていた。びっくりするくらいに真しん剣けんで一いち途ずな眼まな差ざし。瞬まばたきさえも忘れたように。

「そしてあなたは突然消えうせた。やはり狂気が生んだ都合の良い夢であったかと、私は無む理り矢や理り己おのれを納なつ得とくさせた。なのに」

　震える吐と息いきが落とされ、生ぬるい闇やみに溶とける。

　焚たき火から少し離れたせいで、リュイの身体からだの輪りん郭かくがわずかに闇に紛まぎれ、曖あい昧まいになっていた。悲しみの余よ韻いんがゆらゆらと揺ゆれているような錯さつ覚かくを抱いだく。

「あなたはこうして再び現れる。私に死の翼つばさが触ふれかけた時、いとも鮮あざやかに現れ、手を差し伸べる。そうして、生きろ、死ぬな、と言う」

「それは」

　戸惑う私の言葉を遮さえぎるように、リュイは首を振ふった。片手で額を押さえ、ぎこちなくこっちに向き直る。

「あなたにわかるだろうか。友もおらぬ、家族も愛する者もなにもかも、すべてこの手から零こぼれ落ちた！　誰一人いない世界で己のみがさまようこの苦しみが、あなたにわかるか!?」

　低く抑おさえられた声は、それでも十分に闇を鋭するどく打った。

「正気を捨てればもはや苦しまずにすむ、死ねばなにも感じずにすむ。何度己の胸を貫つらぬこうとしたか。だがその度たびに、我に返る。もしも誰かが生き残っていたら。あるはずのない希望が胸を焦こがす。この世界のどこにも奇き跡せきは見えぬのに浅ましくも望みを抱く。絶望するほどの希望が、俺に生きろと急せき立てる！」

　リュイは次し第だいに早口になった。理性を振り切った彼の感情的な言葉が、私を揺さぶり、圧あつ倒とうする。

「闇を払はらって現れるあなたの姿は、なによりの奇跡に見えた。神が許した奇跡のように」

「私は、神じゃな……」

「いや、あなたがどういった存在であろうと些さ末まつな問題にすぎぬ。ただ、あなたの存在が、俺にとっては救いになる。あなたが否定しても俺の目には奇跡を具現させたかのように、どうしても映る。闇に差し込む一条の光よりもまだ眩まばゆい、奇跡の姿に──なんて、むごい」

　むごい──？

「あなたは俺に一人で生きよと？　再びこの濁にごった闇をただ一人で堪こらえよと、そう言うのか。奇跡の形だけ見せ付けて、また置き去りに？　ならばなぜ俺を救った、なぜ俺に手を差し伸のべた!?　不要というのなら──いっそあのまま息絶えていたほうが、どれほど救われたか!!」

　この表情は、森で初めて会った時と同じだ。

　恋こい焦こがれるような、激しさを宿した狂くるおしい瞳ひとみ。

「ごめんなさい、置き去りにする気なんて、なかった」

　両手でリュイの袖そでを摑む。

　リュイは罪人のように地面へ両りよう膝ひざを落とし、顔を覆おおった。

「突つき放すのなら、なぜ俺の前に現れる！」

「違ちがう、私はそんなつもりじゃ……」

　言葉がそれ以上続かなかった。こんなに悲しい激情に触れたことがない。凶きよう暴ぼうに映るくらいの、一途な深い嘆なげき。

　項うな垂だれるリュイの頭を両りよう腕うでで包み込み、ぎゅっと抱だきしめる。

　──どうしたら、いいの。

「頼たのむから、置いていくな」

　悲痛な叫さけびに似た懇こん願がんとともに、リュイが呆ぼう然ぜんとする私を抱きしめ返す。力の強さで抱きしめられたというより、壊こわれそうな心で触れられた気がした。

　そのまま地面に私を引きずり倒たおすようにして、リュイの身体が崩くずれ落ちる。

「一人にするのなら殺してほしい。俺に、安息を」

　背中に当たる固い地面。リュイは縋すがり付くような仕草で、狼狽うろたえる私の肩かたを抱かかえた。一いつ瞬しゆんだけ視線を合わせ、耳元で囁ささやく。

　逞たくましい身体に押さえつけられて、息が苦しくなった。それと同時に手足の隅すみ々ずみにまで、痛切な思いを宿した熱い体温が伝わった。

　ぬくもりがこんなに切なく感じたのも、初めての経験だった。

「う、うん、わかった……一人にしないよ」

　それだけ言うのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　ここで彼を拒絶しては絶対に駄だ目めなんだと、空に浮かぶ暗い色の月を見上げながら確信する。

　再び孤こ独どくに戻ってしまったらおそらくリュイはなんのために生きているのか、理由を見失ってしまうんだろう。

　闇の縁ふちに立つ人の背を押すような真似はできない。

　──一いつ緒しよにいよう。

「リュイの、側そばにいる」

「──」

　リュイは、押し潰つぶすようにして私の腰こしに腕うでを回した。彼の強烈な嘆きに感化されたせいだろう、自分の身体がかすかに震えているのがわかった。

　少しも私を手放そうとしない硬い腕。肩や背中の線を大きな長い手でなぞられる。熱情が秘ひめられた、優やさしい感かん触しよくだった。

　この時間が現実なのかを、彼は混乱しそうになる意識の中で必死に確かく認にんしている。手を放せないのは、その瞬しゆん間かんに私が消えてしまうことを恐おそれているからだ。

「リュイ、もう大だい丈じよう夫ぶだよ。不安にならないで」

　とっくに正気を失っていてもおかしくはない。広い世界にただ一人、自分だけが生き残っているなんて、どれほどの恐きよう怖ふと絶望だろうか。耐たえても耐えても決して報むくわれない寂さみしい日々を、リュイは歯を食いしばって、身も心も血を流して、生き抜ぬいてきた。

「──本当に、側にいてくださるか？」

「うん」

　リュイの瞳にはまだ、色いろ濃こい疑いがある。氷のような、冷たい孤独が見える。

　私が時々感じる寂しさや人ひと恋こいしさとは、その深刻さも種類も異なっている。

　雑ざつ踏とうの中、誰かの笑い声を聞いて孤独を感じる時がある。周囲は色しき彩さいに溢あふれているのに、自分の存在だけが異質に思えてしまうような苦しい瞬間。

　まわりにどれほど人がいても、自分が一人と感じればそれは本物の孤独なんだって。

　──でも。

　たった一言だけでも声を発すれば、誰だれかが振り向いてくれるかもしれない。そういう小さな希望がある。仮に心は通じ合えなくても、寂しさを持て余す結果となっても。友人や知人などじゃなくたって、たとえば道を訊たずねた場合、見知らぬ人であっても答えてくれるだろう。ちょっとした会話が、そこで成立する。

　リュイの場合は、それすら望めない。根本から違う。

　誰だれもいない。道を訊ききたくても答えはなく、挨あい拶さつをしても返ってくる笑え顔がおはなく、ざわめきも足音も笑い声も、なにも、なにも──ない。

　想像するだけで、寒気がした。いったい誰が、彼の名を呼んでくれるんだろう。誰が彼の身を心配し、帰りを待ってくれるんだろう。

　どこまで歩いても耳に届くのは自分の足音だけ。朝も昼も夜も。

　騎き士しである彼からすれば私の存在なんてちっぽけで頼たよりないもののはずだ。それでもこうして救いを求めずにはいられないほど、精神が追いつめられ疲ひ弊へいしている。

　こんなに無力な私じゃなくて強そうなオーリーンだったら、もっとリュイの負担を取り除き、心を軽くしてあげられるに違いない。それに気づくと、ひどく悲しくなった。

「……違う」

　──……そんな単純な話じゃない？

　ふと胸の奥に滑すべり込んできた自分の声に、愕がく然ぜんとした。無力であろうがなかろうが関係ない。

　ただ、出会ってしまった。

　この邂かい逅こうは、リュイにとっては命を左右するほどの運命の転機となる可能性があるんじゃない？　価値観どころか精神が根底から描かき換かえられるくらいの驚きよう異い的な出来事として、彼の目に映る気がする。

　なぜなら私はリュイの名を呼べる。存在を確認できる。

　──私の登場って、リュイに途と轍てつもない影えい響きようを与あたえた……？

　かつて感じたためしのない恐れが一気に膨ふくれ上がった。ちょっとしたきっかけで運命って変わる場合がある。じゃあ、これほど明確な出会いを果たした私とリュイは、この先どうなるんだろう。

　私がリュイの立場ならきっと、自分以外の誰かが目の前に存在するだけで、もう十分だって感謝する。

　リュイが言っているのはこれなんだ。

　神のように、奇跡を具現したように見えるって、そういう意味。やっと理解した。

「ごめんなさい」

　真しん剣けんな声が出た。今までちっとも考えようとしなかった自分に、うっすらと怖さを感じる。この世界は『知らなかった』じゃすまされない問題が数多くある。

　リュイの淡あわい色の髪かみを恐る恐る撫なでる。さっき獣けものの血ち糊のりを浴びたせいか、所々が固まっている。そのごわついた感触に、さらに胸が締しめ付けられた。

　ちゃんと洗って丁てい寧ねいに梳とかせば、きっとすごく柔やわらかくて美しいはず。

「リュイ」

　明日あした、どこかで髪を洗おう。櫛くしで梳かして整えよう。

　でもそう提案する前に、リュイは祈いのりを捧ささげるようにそっと囁いた。

「すべてを話してくれなくても構わない。俺を信用しなくてもいい。だが、どうか側に──」

　本来なら、こんな懇願なんてしない人だろうに。

　見捨てるな、と頼むのがどれほどつらくて惨みじめなことか、わかっている。目を合わせようとしない両親の姿が、ぼんやりと脳のう裏りに浮うかぶ。

　私は急いで口を開いた。リュイにその先を言わせたくなかった。

「一緒にいてくれる？　私といると、とても危険だけど。私、どうしても叶かなえたい願いがあるの。でもそれはすごく大変なことで、一人でできるかどうかわからない。だから、手伝ってくれると本当に嬉うれしい」

　リュイは視線を上げ、私の腰に手を回したまま、身体からだを反転させた。今度は自分が固い大地の上に仰あお向むけになって、私を鍛きたえ上げた腹部に乗せる。

　そうして、私の両手に自分の指を絡からめて少し引き寄せた。

「剣けんにかけて、我が命にかけて、あなたをお守りする。あなたが──望んでくれるのならば」

　不ふ謹きん慎しんだけど、騎士の宣せん誓せい風なその言葉に胸が熱くなった。というか、絵空事でもなんでもなく、リュイは本物の騎士なんだっけ。

　私の心臓を撃うち抜くような、強い意志と孤独が覗のぞく月色の瞳。あんまり奇き麗れいで息が詰つまる。

「あの……でも、私を庇かばって死ぬような真似まねはしないでね」

「命は惜おしくない」

　本気で言っているのがわかるから、困ってしまう。

「あのね、余力があって守ってくれるならいいけど、私を救うために命を投げ出しては駄目」

　リュイは口を閉とざし、傷ついた顔をした。騎士って、偉えらい人を身を挺ていして守るのが仕事のはずだったか。そういう役職の人に、守らないでくれって注意するのは存在を否定しているように響ひびいてしまうのかもしれない。慌あわてて言い添そえる。

「リュイが傷つくのを見たくないんだよ」

「ではあなたが死ぬのを黙だまって見ていろと？」

　リュイは憤ふん慨がいし、視線を逸そらした。

「そうして俺に一人で生きろとおっしゃるか。冗じよう談だんではない。あなたを見殺しにしておめおめと生き延びる卑ひ劣れつな男になれと？　畜ちく生しよう以下の人間に成り下がれと、あなたは本気でそう言われるのか」
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　表現がきつすぎると思ったけれど、一番矜きよう持じに関かかわる嫌いやな言葉だったんだろう。

　私は繫つないでいたリュイの指をぎゅっと握にぎった。

「そうじゃなくてね。ええと、私を助けてくれるように、リュイも自分自身を助けてほしいんだよ。どちらかが犠ぎ牲せいになるなんて、駄目。そういう状じよう況きように陥おちいった時は、すみやかに二人で逃にげるの」

　リュイは意表を突つかれた表情で、私を見上げた。

「……すみやかに？」

「うんうん。逃げるが勝ちというでしょう？」

「あなたは……不思議な方だ」

「私と一いつ緒しよにいるなら、守らなきゃいけない点がいくつかあるの。誓ちかえる？」

「なにをですか」

　リュイは途と端たんに警けい戒かいした。次の展開を読まれている気がする。

「まずひとつ。今言ったように、自分を犠牲にするのは禁止」

　反論しかけたリュイを見下ろし、私は意地悪く言う。

「自分を大切にできない人は、他人を守ることなんてできないの」

　これは三春叔父おじさんの受け売り。正確には『自分を大切にしない人は、他人になにも言えないぞ！』。煙草たばこの吸い過ぎを咎とがめたら、逆にチョコの食べ過ぎを指し摘てきされ……って、なにか違ちがうけれど。

　リュイはその言葉がこたえたのか、口を固く引き結んだ。そんな顔をしても、駄だ目め！

「二つ目。敬語は禁止！」

　なぜかっていうと、いたたまれないから。私のほうが年下なのに。

「三つ目。私に剣の使い方を指導すること」

　リュイは啞あ然ぜんとして、まじまじと私を見た。いくらなんでもそれは無む謀ぼうな、っていう全力否定の顔だった。失礼だよ、その反応。

「剣の使い方を覚えなきゃいけない事情があるの」

　剣けん道どうでも習っておくんだった。まさか、こんな状況を迎むかえるとは夢にも思ってなかったから仕方ないんだけれど。

「この三つ、守ってくれる？　ええと、剣とあなたの命と神様に、誓って」

　リュイはものすごく渋しぶい表情になった。なんとなく恨うらめしげな目だ。でもすぐに視線を逸らされそうになったので、阻そ止しするために軽く指を揺ゆらしてみる。

　有う耶や無む耶やにするのは大人げないと思うよ。

「──誓いましょう……いや、誓おう」

　不承不承って感じの返答だったけれど、まあいいか。

　にっこり笑った時、ふいに長衣の裾すそを引っ張られた。蚊帳かやの外状態だったエルが、拗すねた様子で私を見る。

「あ、ごめんなさい」

　そこで、はたと気づいた。リュイの上に乗ったままだ。

　慌ててリュイの硬かたい腹部の上から下りると、エルがいそいそという態度で擦すり寄ってきた。

　上半身を起こしたリュイに威い嚇かくの声を発している。対たい抗こう心剝むき出しって感じがするのは気のせい……？

「エル、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　エルって意外に人見知りするのかもしれない。

　寂さみしかったらしいエルを安心させようと、その鋼はがね色の長い毛を丁寧に撫でる。

　エルは心地ここちよさそうに喉のどを鳴らしたけれど、リュイを見み据すえる円い目にははっきりと敵意の光がちらついている。うーん、可愛かわいいような、意固地のような……。

「リュイ、焚たき火の側そばに戻もどろう」

　なぜか不ふ機き嫌げんなエルを宥なだめつつ、リュイを手招きする。リュイは困こん惑わくしたようにエルを一いち瞥べつし、大人しく私の言葉に従った。

　消えかかっていた焚き火に気づき、慌てて枯かれ木をくべる。それから改めてリュイの顔を見つめる。すべてを話してみよう。彼とともに行くのなら、信しん頼らいがほしい。

　私は決意を固め、口を開いた。

「信じてもらえないかもしれない話なんだけどね──」
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　自分が日本という異世界の国の住人であることや、このエヴリールという世界に召しよう喚かんされた理由、シルヴァイやオーリーンとの対面、フォーチュンとの会話など、ここに至るまでの経緯いきさつをリュイに詳くわしく説明した。

　ただ一点だけ……リュイの命を秤はかりに掛かけていたことは言えなかった。

　正直に告白したほうが心情的には楽になるのかもしれない。でもあの時リュイを救うかどうか、少しでも迷った事実を知られたくなかった。卑ひ怯きような考え方だと自分でも嫌になる。

　いつか、ちゃんと話そう。

　最初の内、リュイはなんとも言えない変な顔をしていた。だけど、フォーチュンのくだりで顔色を変え、シルヴァイたちの話になると驚きよう愕がくを見せた。

　最後のほうには呆あつ気けに取られた表情になった。

　話の終しゆう盤ばんには殆ほとんど放心状態だったといっても過言じゃない。

　それでも、単なる法ほ螺らだと話の全部を否定するのは難しいはず。

　その理由としてまず、目の前にエルの存在があること。私にはよくわからないけれど、こちらの世界に存在する普ふ通つうの獣けものと比べて、エルはやっぱりなにかが違うんじゃないか。

　もうひとつ、私の額に浮かぶ石だ。神石、ってリュイは言っていた。どんな力が秘ひめられているのかは不明でも、十分珍めずらしいものに違いない。

　リュイが頭の中で今の話を整理し終えるまで、私はしばらく待つことにした。

　信用するかしないか、あとはリュイの判断次し第だいだった。







「ヒビキ」

「うん？」

　疲ひ労ろうのせいか、うとうとし始めた頃ころ、ようやく復活したリュイが気き遣づかわしげに声をかけてきた。

「その、な」

「なあに？」

　地面に寝ねそべるエルの腹部を枕まくら代わりにしていたんだけど、楽な体勢を取っていると話の途と中ちゆうで眠ねむりかねない。意識をちゃんと保つために身を起こし、小さく欠伸あくびを漏もらす。

「ああ、すまない。話は明日にしようか。疲つかれているだろう」

「ううん、今でいいよ」

「あなたは、その、考えたのだが……つまり、まったくの被ひ害がい者しやなのではないかと」

「被害者？」

　信用してもらえないんじゃないかという不安が大きく、少し身構えていたのに、遠えん慮りよがちに投げかけられたリュイの言葉は予想外だった。

　──そうだろうか？……違う気がする。

　少なくとも、森でリュイに声をかけるかどうか逡しゆん巡じゆんした私は被害者じゃなかった。

　急にその事実をリュイに話してしまいたい衝しよう動どうが生まれる。自分が犯おかした過あやまちさえきちんと背負いきれない私って本当に弱い人間だ。凄すごく憂ゆう鬱うつな気分になった。

「……違うよ、リュイ」

「憎にくくはないのか？」

「なにを？」

「神が生んだ貴人を、いや、大災の原因を作ったこの国の民たみを」

　私は首を傾かしげた。この国の人間を、憎む？

「どうして？……私、国の人たちになにかされたわけじゃないよ？」

「ヒビキ」

「フォーチュンも神様も国の人たちも、争いを起こしたかったわけじゃなくて、ただ、少しずつなにかが食くい違ってしまったんだ。勿もち論ろん残ざん酷こくな手段で国を壊そうとしたフォーチュンは許しちゃいけないんだろうけど、でもオーリーンたちの話を聞いたら絶対に悪人って言えない気がして、恨みとか憎しみとか、どうなんだろうってもっとわからなくなって……」

　誰だれを、なにを、恨めばいいのか、はっきりとは線引きできない。

　罪を憎んで人を憎まず、だっけ？

　でも、罪に手を染めるのは人間だとも思う。人がいなければ罪は生まれない。じゃあやっぱり人を恨むべきなのかとか、だとしてもそこに至るまでの経緯は無視していいのかとか、色々な疑問や迷いがごちゃ混ぜになっていて、今の私には正しい答えが見み出いだせない。

「とにかく今は、罪の場所を考えるよりも国の皆みんなを助けることが先決」

　そうしないと私の国も大変な事態になってしまうってオーリーンたちが言っていたし。

　リュイはなぜか奇き異いなものを見るような目を私に向けた。

「……私、間ま違ちがってる？　単純すぎる？」

　恥はずかしさを感じ、慌あわてて尋たずねると、リュイは明るい笑い声を響ひびかせた。屈くつ託たくのない、いい笑え顔がおなんだけど……。

「……リュイ」

「いや、すまない」

　と謝りつつも、しっかり笑ってる。私は不ふ貞て腐くされた。

「馬ば鹿かにしたわけではない。あなたは心の清らかな子だ」

　子、って！

　リュイの言葉に衝しよう撃げきを受けた。子どもの機き嫌げんを取る感じに聞こえる。普通、年とし頃ごろの女性相手に「清らかな子ですね」なんて言わない。

　リュイはちょっと横を向き、いつまでもしつこく笑い続けた。元気になって嬉うれしいけど、嬉しいけど！

「──すまない」

　突とつ然ぜん、リュイは低い声でそう告げた。謝罪の意味を考え、彼の様子を窺うかがう。リュイの顔に笑みはもうなかった。

「あなたのような人を、我らの醜みにくい争いに巻き込んではいけなかった。それこそがなによりも罪深い過ちだ」

「巻き込まれたとかじゃなくて、私は自分の意思でここに来たんだよ」

「……目を背そむけずにはいられぬほど醜しゆう悪あくなものが、この地には溢あふれている。おそらくそれらは、神々との契けい約やくのもとに進む以上、避さけては通れない光景だ──あなたを必ず守る。あなたがいつか、愛すべき者が待つ国へ無事に帰き還かんを果たすまで、変わらぬ忠誠を捧ささげよう。騎き士したる証あかしとして、水の代わりに理義の血を注ぎ、風の代わりに光こう輝きの剣けんを持ち、炎ほのおの代わりに忠勇の松明たいまつを燃やし、大地の代わりに不ふ滅めつの意志を捧ぐ。我が身が土と還かえる日まで、この誓ちかいは決して違たがえぬ」

　ふとリュイは優ゆう雅がに腰こしを折って片かた膝ひざをつき、私の左手を取ると、そこに軽く自分の額を押し付けた。

　不満そうなエルの唸うなり声がしたため、リュイはすぐに硬こう直ちよくする私から離はなれて苦く笑しようした。

　忠誠って……平和な日本生まれの、しかもごく普通の中学生にすぎなかった私にとっては聞きなれない言葉だし、真ま面じ目めに言われるとすごく動どう揺ようするんだけど！

　騎士に誓いを立てられるって、もしかしてかなり光栄なことじゃないか。

　それこそ命がけとか。

「あなたのような幼き人に、穢けがれなど見せたくはなかった」

　神様の心情を代弁したような悔かい恨こんを含ふくんだ苦い台詞せりふだった。でもこの瞬しゆん間かん、私は本気でむくれた。

「リュイって、何歳？」

　唐とう突とつな質問に、リュイはわずかに首を傾げて瞬まばたいた。

「二十六だが？」

「えっ」

　思わず仰のけ反ってしまう。もう少し上かと思った。雰ふん囲い気きも態度も落ち着いているし、身体つきも立派だ。でも微笑ほほえむと、逆にもっと下に見えなくもない。

　気を取り直して、不思議そうにしているリュイを軽く睨にらむ。

「ねえ、私って何歳に見える？」

「……ん」

　微び妙みように表情を硬かたくして不自然に沈ちん黙もくするリュイを、さらに睨みつける。

「ああ、……十二、三くらいだろうか？」

　……そうですか。

　落ち込んで、エルの腹部にぱたりと倒たおれる。駄だ目めだ、立ち直れない。どうせ背も低いし、女子力ないし。

　くっきりとした端たん整せいな顔立ちのリュイからすれば、日本人の容姿って年ねん齢れい不ふ詳しように映るんだろう。でも、今の躊躇ためらいがちな言い方はひどすぎる。

　リュイは、私が子ども扱あつかいされているんじゃないかと疑いを抱いだいたことに気づいた上で、十三くらいか、と口にした。

　ということは、実際はもっと年下に見えるんだ。本人は色々と考えを巡めぐらせて機転を利きかせたつもりなんだろうけど、余計に墓ぼ穴けつを掘ほっている。

　じゃあ私って初めは十歳くらいに見えたとか？……軽く死ねそう。

「違うのか？」

　失言にやっと気づいたらしく、リュイはかすかに顔を引きつらせ、恐おそる恐る訊たずねてきた。

「いいよ、もう……」

　我ながら声が暗い。そうか、今まで全然抵てい抗こうなしに私を抱だきしめたり撫なでたりしたのは、そのせい。異性と認にん識しきされてないって意味……ヤバイよ、本当に私死ねる！

「ヒビキ……？」

「別に少しも気にしてなんかいないけど！　一応、十五歳なんだけど！」

「十五!?」

　今までの中で一番驚きよう異い的な話を聞いた、というリュイの失礼な驚おどろき方に、ますます落ち込む。

「幼い割になんと聡さとい子だと思っていたが……いや、違うな、人にあらざる者かと思えばそれも道理かと、……ああ、睨まないでくれ」

　混乱の様子でぶつぶつ呟つぶやくリュイを、激しく睨みつける。

「人にあらざる者ってなに？　私、化け物に見えるの」

「そうではなく……怒おこらないでほしい。俺は、あなたを女め神がみの化け身しんかと」

「女神!?」

　幼いとか本音を言われたあとだとすごく噓うそくさい！　全然嬉しくない！

「もう寝ねる！」

「すまない、決して馬鹿にするつもりでは」

　それがなおさら腹立つの！

　私はエルの腹部に顔を埋うずめて不ふ貞て寝ねした。味方のエルは、慌てるリュイに鼻を鳴らし、長い尾おをくるりと丸めて我が子を抱きしめるように包んでくれた。

　いいけどさ、なんかエルにも子ども扱いされてるよね。







　──でもありがとう、リュイ。

　胸の奥底では、私が神々に会ったなんてとんでもない話を信じてはいないかもしれない。疑いを微み塵じんも窺うかがわせずに、私の心を気き遣づかってくれたんだろう。

　どんなに非現実的であっても受け入れようとするリュイの優やさしさがあたたかい。

　きっとリュイの中では、信しん憑ぴよう性せいの有う無むは些さ細さいな問題に映るのかもしれない。もし私の話が全くの出で鱈たら目めで、それに気づいたとしても、なんだか生き真ま面じ目めに肯こう定ていしてくれそうだ。

　さっきの忠誠って、こんなふうにどこまでも献けん身しん的なものなのかな。

　虚きよ構こうか真実かが大事なのではなくて、その人の言葉を絶対に疑わず遵じゆん守しゆすることが最優先。

　リュイは本当に騎士なんだ。霞かすみ始めた意識の中で、私はひっそり感かん嘆たんした。
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　その夜はもう獣けものの襲しゆう撃げきに悩なやまされずにすんだ。

　ただ不貞寝するつもりだったのに、いつの間にか深い眠ねむりの底に落ちてしまったらしい。

　リュイは一晩中起きて見張りをしてくれていたようだ。朝方、エルに起こされるまで、焚たき火が消えていなかった。

　昨晩と同じ質素な食事をすませたあと、私たちは老木の側そばを離れた。顔を洗いたかったし入浴もしたかったけれど、周囲の荒こう廃はいを見ればそんな吞のん気きな望みを口にできるはずがない。

「ウルス、という村がこの場所から一番近い」

　リュイは緩ゆるやかな傾けい斜しやのほうを指差し、そう言った。

　昨日、徒歩で二日要するって言っていた村だろう。

「レイムがいて、危険なんだよね」

　一応確認する。事実を知るのと知らないのでは心構えが違う。

「いや、昼間にレイムは現れない。レイムは日にち没ぼつとともに出現し、夜明けとともに眠りにつく。気をつけなければならないのは、魔ま物ものや飢うえた獣だな。獣も魔ま獣じゆうも昼夜問わず襲おそってくる」

「魔獣と獣の違いって？」

　焚き火の始末をしながらリュイは説明してくれた。私は荷物の用意。

「獣は神の創つくりしもの、魔獣は堕だ落らくの王が生みしもの。あなたの世界に獣は存在するだろうか？」

　うん、と答えつつも内心で「ここにいる獣とはちょっと違うけど」と付け加える。

「では、魔獣は、あなたの世界には存在しないのか？」

「しないよ。空想上の生き物って思われてる」

　リュイは手についた煤すすを払はらい、目を眇すがめて微笑む。

「魔獣の出現は人じん為い的な場合も含まれる。獣とは異なり、術を知る何者かが召しよう喚かんしたのだろう」

　私の頭の中は疑ぎ問もん符ふだらけだった。

「魔獣ってよく見かけるの？」

「今はこれだけ世界が荒あれているから多いだろうな。それに、今まで魔獣を隷れい属ぞくさせていた召喚士、魔ま術じゆつ師したちが揃そろってレイムと化した。中ちゆう途と半はん端ぱに契けい約やくを断たち切られた魔物までがさまよっている」

　魔獣に魔術師、召喚士。頭がくらくらする。本当に凄すごい世界に来てしまった。

「魔獣にも格があり、手て強ごわいものもそうでないものも存在する。中には高度な知能を持つ魔もいる」

「えっと、どうやって普ふ通つうの獣と魔獣を見分けるの？」

「気配が違ちがう。魔はどこかしら尋じん常じようではない空気をまとう」

　正直、正確に見分けられる自信がない。この雑木林でリュイを助け出した時は、より化け物めいたほうを『魔』扱いしたけれど。

「また魔獣と幻げん獣じゆうは別の領域に存在する。幻げん魔ま、妖よう魔まもまた世界が区別されているという」

　私は呻うめいた。そんなにたくさん警けい戒かいが必要な生き物が存在するのか。

　不安が表情に出てしまったのかもしれない。会話を続けながらも野宿の痕こん跡せきを消し去ったリュイが、穏おだやかな、それでいて真しん摯しな眼まな差ざしで、途と方ほうに暮れる私を見つめる。

「心配はいらない。どういう魔が現れても、あなたの身は必ずお守りする」

「んんん……」

　リュイって危険が迫せまった時、自分の身を盾たてにしてでも誓ちかいを守り抜ぬきそうだ。

「リュイはその、知能を持った強い魔物と戦ったこと、ある？」

「ええ、何度か」

　リュイは魔物と対たい峙じした過去を思い出したのか、厳しい表情を浮うかべた。

「魔の中で上位とされる者、特に人型の魔は、単独で打ち倒せる相手ではない。少なくとも魔術師を含ふくむ精せい鋭えいを集めた大隊を率いねば拮きつ抗こうし得ない」

「大隊……？」

　大隊ってどのくらいの人数構成だろう。千人以上だったっけ？　それだけ大勢の人数で対戦しなきゃ力が並ばないなんて、魔物って滅め茶ちや苦く茶ちや強いんじゃないのかな。

　すり寄るエルにもたれかかり、眉み間けんに皺しわを寄せて考え込む。

　やっぱり道中で鉢はち合あわせしたりするんだろうか、人型の魔物と。

「ヒビキ」

　俯うつむく私の前に、リュイが屈かがみ込んだ。

「あなたを守る。信じてほしい」

　信じているけれど、リュイはいざとなると自分を犠ぎ牲せいにしそうで心配だ。私を庇かばって命を危険に晒さらさないでほしいという点だけは、いくら約束しても裏切られそうな予感がある。

　かといって、ここで身の安全を第一にと強要してもリュイは困こん惑わくするか、存在の意義を否定されたと誤解して悲しむかのどちらかになるのは目に見えている。

　難しい。悩みながら、エルの顔を撫なでる。

「うん、ありがとう」

　ひとまずそう答えると、リュイは慎つつましやかな微び笑しようを見せた。大人で、強くて、とても凜り々りしい騎き士し。なのに、どこか禁きん欲よく的な雰ふん囲い気きもあって、それで逆にどきどきさせられる。

　出会えたのがリュイのような優しい人でよかった。私はふとそう思った。

「そろそろ出発する？」

　訊たずねると、リュイは穏やかな眼差しのまま頷うなずいた。
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　私たちは野宿の場にした老木の側を離はなれ、左手の遠方に広がる丘おかを横目で見ながら、町へと向かって荒れ野を進んだ。

　ひび割れた鳴き声を響ひびかせる鴉からすのような黒い鳥が数羽わ、遥はるか上空を飛び回るだけで、他ほかに動く存在は見当たらない。骸がい骨こつめいた不気味な細い木が不規則にぽつぽつと立っている。

　地面は乾かわききっていて、石いし畳だたみのように無数の亀き裂れつが入っていた。時々冷たい風が通り抜け、低く砂すな埃ぼこりを舞まい上げて視界を不ふ明めい瞭りようなものにする。

　コンクリートで埋うめ立てられたような澱よどんだ空の色。本当に、世界がどこもかしこも凍こごえている印象だ。危険は今のところ存在しないのに、絶えず不安に駆かり立てられる。

　重苦しい空から目を逸そらし、隣となりを歩くリュイの横顔を窺う。

「リュイ、疲つかれていない？　休みたくなったら言ってね」

「──ああ。そんなに案じずとも。ヒビキ、あまり身を乗り出すと聖獣から落ちてしまう」

　リュイが目を伏ふせ、面おも映はゆげな顔をして答えた。

　実は、いざ出発という時に一ひと悶もん着ちやくがあった。

　エルのことだ。

　移動時間を少しでも短縮するため、リュイもエルに乗せてもらうつもりでいた。

　ところが、エルは私以外の人の騎き乗じようを激しく嫌いやがった。

　二人も背に乗せるのは重量オーバーなのかと初めはすまなく思ったんだけれど、どうもそれが原因じゃないようだった。

　獣に襲われていたリュイを救出した時はあくまで非常事態だったため、素す直なおに乗せてくれたらしい。本音ではかなり渋しぶ々しぶだったみたい。

　どんなになだめすかして頼たのんでも、エルは一いつ貫かんして固い拒きよ絶ぜつを見せ、「嫌！」というように唸うなって毛を揺ゆらす。しつこくお願いする内に、エルは完全に機き嫌げんを損そこねてしまった。

　私が顔を背そむけた瞬しゆん間かんに長い尾おでぱたんと腕うでを軽く叩たたいたり、恨うらめしげな目をしたりするように。しまいにはそっぽを向いて返事もしなくなる始末だった。

　リュイは「無む理り強じいはしないほうがいい」と不ふ貞て腐くされるエルを寛かん大だいな態度で許してくれた。

　リュイ曰いわく、神に仕える高貴な獣けものならば他者を乗せたがらなくて当然なのだとか。

　エルってただ人見知りをしていたんじゃなく、結構プライドが高いようだ。

　本当は私のことも乗せたくないんだろうか。オーリーンの命令ならば仕方ないと諦あきらめているのかもしれない。

　そこで、体力をつけるために私も徒歩で行こうとすると、エルはショックを受け、傷ついた目をした。声をかけても頑がんとして動くものかという必死な様子でうずくまる。

　低空飛行中のエルの気分を慮おもんぱかったのか、リュイは静かな口調で、私に騎乗したほうがいいと注意をした。

　もうこの辺りで私も意地になりつつあった。エル同様、つい恨めしげな目をリュイに向けてしまった。

　リュイは真しん剣けんな表情で、私が納なつ得とくできるようにと、丁てい寧ねいに意見を述べた。まず互たがいの体力の差。体格の差。エヴリールに馴な染じみのない私までが徒歩となるとどうしても時間を余分に取られてしまうため、なんの得にもならないって。リュイは旅に慣れているので徒歩は苦にならないのだと言った。なによりも私が徒歩だと獣や魔物の襲しゆう撃げきに直面した時、危険だからって。

　そういう危機的状じよう況きように備えるためにも、護身術や剣けんの扱あつかい方を教えてほしいのに。

　でもリュイははっきり断りこそしないものの、稽けい古こについてを匂におわせると、さりげなく話題をすりかえてしまう。

　……という騒そう動どうがあり、結局私だけがエルの背に乗っている状態だ。まだエルの機嫌も、ついでに私の機嫌も斜ななめを向いている。

　リュイは大人で、とりあえず決着したこの件にはもう触ふれようとせず、別の話題を持ちかけてきた。

「ヒビキ──知りたいのだが、その剣は闘とう神しんより授さずかったのだったな？」

「うん」

「では、神剣ならば人々を救える、という意味に捉とらえていいのだろうか」

　リュイは考え深げな様子で言うと、ちらりと私を見つめた。

「神剣……？」

　疑問調で呟つぶやいたあと、ああそうか、と理解する。神様のオーリーンが貸してくれたんだから、神剣と表現するべきか。

「それは、私にも使えるだろうか？」

　リュイはなぜか深刻そうな声こわ音ねで訊ねた。

「えっと、どういうこと？」

「神剣ならば、誰だれでもがみだりに使用できるとは思えない」

「どうなのかな……。オーリーンはそういう忠告はしていなかったけれど。リュイは、この剣を使いたいの？」

　意図を摑つかみ切れず、問い返すと、リュイは一いつ瞬しゆん視線を落として躊躇ためらいの表情を見せた。

「私は剣の扱いに慣れている。あなたよりも私が使用したほうが、いいのでは」

　なんだか肝かん心じんな点をごまかされたような違い和わ感かんを抱いだいた。

「エル、どう思う？」

　利口なエルは多分、人の言葉を理解している。意見を求めると、冷ややかな目でリュイを見つめ、「無理だ」と否定するようにふるりと首を振ふった。鋼はがね色の鬣たてがみが緩ゆるく波打つように揺れる。

「やはり、無理か……」

　リュイは苦々しい顔つきをした。

「やはり？」

　その言い方が気になる。前例があるような口調だ。

「我が国にも神剣が存在する。それは王家の血を強く受け継つぐ方にしか扱えない」

「……王家？」

　かなり引きつった顔をしたと思う。うわあ、恐おそれていたものがとうとう来たという感じだ。

　王家といえば、王様、王おう妃ひ……毛皮のついた豪ごう華かな衣装と王おう冠かん。あとは、なんだろう。自分の貧困な想像力に切なくなる。

「神話として語り継がれているが──世界が混こん沌とんから目覚めた開かい闢びやくの時、大地を統すべた始まりの王は神であったという。クィーヌ・ガレ新国は始まりの王が築いた最古の国とされる」

　始まりの王……オーリーンのことだ！

　不ふ謹きん慎しんだけれど、胸が高鳴った。知り合った人物が神話として他者の口から語られるなんて凄すごい。

「かの偉い大だいなる賢かしこき王の御み名なはクインザ・ガレンド。叡えい智ちと栄光の灯ともし火びよ永久なれ、と始祖王の御名を国名としていただいた」

「……うん？」

　オーリーンって昔そういう名前だったのかな？　というか、国名が違ちがっている。

「クィーヌ……女性の名前に変わっていない？」

「始祖王は王妃を選ばなかったという。国こそが我が妃きさきとそう宣言したのだと」

　それって、国と結婚したと言ったイギリス王朝のエリザベス女王と少し似ている！

　こんなところで歴史の類るい似じ点が見つかるとは思わなかった。

　オーリーン、恰好いい！

　あれ、でも私を妻に迎むかえてもよかったみたいな発言をしていたはず。

　……オーリーン、どっち？

「ゆえに国名は、始祖王の御名を女性のものに変えたという。結けつ婚こんで愛を交わす男女のごとく国と命運をともにするという意味だ」

　なるほどねー、と深く頷うなずく。

　感激している私の姿を見て、リュイは小さく笑った。

「現代までもその誓ちかいは継けい続ぞくされ、因習となっている。代々の王もまた、王妃を迎えてはいない」

「えっ、ずっと？」

「王の伴はん侶りよは国であれと」

「じゃあ王様って皆みな独身なの？」

　だとするとこの国って世せ襲しゆう制じゃないのか。不思議に思って見つめ返すと、なにを訊たずねたいか察したらしいリュイは一瞬ぎくりとして微び妙みように視線を泳がせた。

　……その不自然な態度でわかったよ。

「愛人がたくさんいて、もしかしたら後宮もあったりして」

　かまをかけるつもりで呟くと、リュイはものすごーく動どう揺ようを示し、ものすごーく「しまった……」と後こう悔かいした顔を見せた。

　誤解してる。ヨゴレタ大人の諸事情に嫌けん悪おして我が儘ままを言うほど潔けつ癖ぺきじゃないのに。

　どこの国でも、権力者は女の人をたくさん囲うものだし、実際過去の歴史の中では珍めずらしいことじゃなかったらしいし。まあ、個人的には絶対やだなあと思うけれど。

「……オーリーンにいつか訊きいてみよう」

「ヒビキ？」

「ううん、なんでもない」

　リュイは恐る恐るといった視線を私に向けた。ここでリュイを責めても意味がないし。私も大人なところを見せないと。

「世よ継つぎとか後ろ盾だてとか領地の問題があるもの、仕方ないよね。愛人だって自由には選べないんじゃないかな。権力ってそういう時は面めん倒どうだよね」

　物わかりのいい態度を作って答えると、リュイは目を見開き、複雑そうな表情を浮うかべた。

　私のこういった知識は勿もち論ろん歴史の教科書……なんかじゃなくて主に漫まん画がと映画だ。日本の娯ご楽らくって意外に奥が深くて侮あなどれない。

「まあ、それでも奔ほん放ぽうな王様もいたかもね。……リュイ、どうだった？　前の王様とか。というかリュイ自身はまさか、そういうの平気なタイプ？」

「ヒビキ、その」

　リュイは話題を変えたい、と訴うつたえるような、切実な気配を漂ただよわせた。私の声が自然に低くなっていたせいかも。さらにはなぜか無関係なはずの彼を睨にらんでいたみたいだ。

「ねえリュイ、もしかしてこの国って一夫多妻制だったりして？」

　リュイはわずかに息を詰つめたあと、周囲の様子を警けい戒かいする振りをして私の質問から逃のがれようとした。

　うわっ、信じられない。絶対そうなんだこの反応！

　待って、始まりの王がオーリーンっていうなら、この許せない法案を制定した張本人になるんじゃ？

「……オーリーン、いつか絶対白状させるんだ」

「ヒビキ」

「なんでもない！」

「ああ」

　本当はリュイの価値観や状況も訊きたかったけれど、それはやめておいた。

　もし恋こい人びとや……妻がいる場合、その人は今、幽ゆう鬼き──レイムに変へん貌ぼうしているはず。気軽に訊ねて悲しい思いをさせるのは嫌いやだ。

「だが安心してほしい、平民の大部分は一人の妻を守る」

　リュイ、それって間ま違ちがいなく怒いかりに油を注ぐ発言だと思う。

　言い換かえれば、身分のある人たちは複数の女性を娶めとるって意味になる。

　そもそも、大部分、って表現が怪あやしい。少数の人は一人の妻じゃ満足できないって言っているのと変わらない。すっごくふしだらだ！

「神しん剣けんの話を続けてもいいだろうか？」

　不ふ穏おんな空気を察知したリュイは自分が爆ばく弾だんを投下した事実に気づいたらしく、素す早ばやく話題をもとに戻もどそうとした。

　なんだっけ。ええと、神剣の話をしていたんだった。

「王家は神の血を受け継いでいる。始祖王が残した神剣を振るえるのは、王家の者のみ」

「え。それって」

「王家にも、神剣が奉たてまつられている」

　私は驚おどろいた。その話でいくと、王家の人も神剣を使えばレイムを人間に戻せるってことになる。

「神剣が、あるの？」

「ああ。始祖王は出しゆつ没ぼつする魔ま物ものを打ち払はらえるようにと、各国の王のために神剣を授さずけた」

「でも、王家の人々も幽鬼になっているんじゃ……？」

「そこで、ヒビキ。できうるならば町々を巡めぐる前に、王都へと直行したいのだが」

「幽鬼……レイムって同じ場所に留とどまるの？」

「正確な道理はわからないが、以前の記き憶おくが枷かせとなるのか、レイムは生まれ育った土地、または強い思念を残した場所に固こ執しゆうする性質を持っている」

「そっか。じゃあ、お城にいってまずは王様を元に戻せば……」

　神剣を使える人が増えるってことなんだ。……これは、喜ぶべき話なんだろうか？

「──我が国の王は既すでに崩ほう御ぎよされた。いや、自害されたのだ」

「自害？」

「人ひと身み御ご供くう。初めの頃ころ、国の退たい廃はいは神の制裁だと皆に恐おそれられていた。家臣の中には王が神の意志に背そむき国を悪あしき道へ導いたためだと、根こん拠きよのない愚おろかな論を持ち出した者も少なからず存在したのだ。ゆえに王は、その命をもって災わざわいを取り除こうと身を捧ささげたが──」

　政治の腐ふ敗はいは関係ない。

　王様が命を犠ぎ牲せいにしても、国に降り掛かかった災さい厄やくは神々の意志に反するものだ、事態が好転するはずがない。

　結果として国の道みち標しるべとなる指導者を失い、余計な混乱と諍いさかいを生んだんじゃないか。

「王の座は空のまま、なす術すべもなく国は滅ほろんだ」

　リュイは過去を見ている瞳ひとみを遠くへと向けた。諦てい観かんと苦痛が滲にじむ切ない表情だった。

「ガレ国に奉られている神剣は現在、二本。本来は三本存在したが、一本は王が身を捧げた時に葬ほうむられた。神剣を握にぎれるお方は──第二王子、グリフォア・ディークローブ殿でん下か。そして第七王子、サザディグ・ソダーウェルナス殿下」

「グリ……？」

「両殿下を、まずはお助けしたく思う」

「う、うん、わかった」

　慌あわてて頷くと、リュイは視線を戻し、ほっとした様子で微笑ほほえんだ。

「あの、ちょっと疑問に思ったんだけれど」

「なにを？」

「王家の血を受け継つぐ人が神剣を使えるんだよね。でもリュイ、第二王子と第七王子って言ったね。他ほかにも王子様がいるんじゃない？」

　なぜ第二、第七、と限定したのかが気になった。

　王族の系図に通じているわけじゃないので、間違った考えかもしれない。でも第一王子や第四王子、もしかしたら王女様だって存在するんじゃないだろうか。

「亡なき王には十人の御み子こがいらっしゃる。けれども、神剣を扱あつかえるのはお二方のみ。神の血をより濃こく受け継いだ方だけが神剣に触ふれられる。王位継けい承しよう権を持つのも両殿下のみとなる」

　きな臭くさい感じの話になってきた気がする。

　君主制の国って血けつ縁えん者同士で継承権の争そう奪だつ戦を始めたりとか、高い地位を狙ねらう家臣の暗殺とか、とにかく権けん謀ぼう術じゆつ数すうをめぐらせた不穏な揉もめ事が巻き起こるんだよね。……って、三春叔父おじさんが以前、夜の九時から放映される洋画劇場を観みて零こぼしていた。

　まあ、政治の複雑怪かい奇きな話が私に関かかわってくることはまずないし、あれこれ穿せん鑿さくしても無意味だろう。

「その、王都って、こっちの方向でいいの？」

　王都っていわゆる首都、ってことかな。

「ああ。まずはウルスの村で必要な物資を調達し、その後南下して神しん殿でんがあるラヴァンという町へ行きたい」

　う、ううん？　疑問が咲さき乱れる。

「ラヴァン……？」

「ウルスの村には神殿がないから。ラヴァンまでの道程はおよそ七日、いや、もう数日必要か」

「あの、リュイ？」

　リュイは独白調でぶつぶつ言いながら考えに沈しずんでしまったため、急いで名前を呼び注意を引いた。話が全然わからない。

「どうして王都へ行くのに、神殿に寄り道する必要があるの？」

「ああ、すまない。あなたはこの世界の者ではないのだったな」

　リュイは、はっと我に返った表情になり、エルの背に乗っている私を改めて見つめた。私は少しだけ、目を伏ふせた。

　リュイの瞳の中に一いつ瞬しゆん浮うかんだ、悲しみや失望などの感情の揺ゆらめき。それを、見てしまった気がした。

　私はエヴリールについてなにも知らないから、ちょっとした話題でもそのつど引っかかり、訊きき返さないと理解できない。リュイはきっと私が戸と惑まどう分と同じだけの焦じれったさを感じて、今のように異界の者と一いつ緒しよにいる事実を再さい認にん識しきさせられるんだろう。

　ごめんね。私は心の中でそっと謝罪した。

「神殿には大たい抵てい、緊きん急きゆう時に使用される法具などが常備されている。その中には確か、空間転移に使用できるものがあったはずだ。それが使用可能ならば、危険な長旅を続けずとも王都のジンシャンまで身を運べる」

　私は必死で頭を働かせた。なんでもかんでも訊き返して、リュイに手間のかかる面めん倒どうな子だと煙けむたく思われるのが嫌だった。

　子供の「なぜ」「どうして」という質問攻こう撃げき、最初はよくても次し第だいに大人はうざったく感じるんだよね？

　ええと、法具。ファンタジーでいう魔ま法ほう使つかいの杖つえの役割を果たすアイテムじゃないか。空間転移って、瞬しゆん間かん移動と同じ意味だろう。

　そういう便利な道具が神殿にあるかもしれないから、ラヴァンという名の町に行きたいと。

　で、ラヴァンの町は、現在目指しているウルスの村を南に下った場所に存在する。

　でもその法具って一いつ般ぱん人の私でも使えるのかな。たとえば特とく殊しゆな呪じゆ文もんを唱える必要があるんじゃ？　呪文なんてひとつもわからないけれど平気だろうか。

「何度か転移を試ためした経験があるが、今も残されているかどうか」

　あ、そうか、リュイは転移の経験があるに違ちがいない。私は安あん堵どした。じゃあ心配せずとも問題ないんだろう。

　大丈夫、大丈夫、と私は心の中で繰くり返した。

　コンクリート色の空を切り裂さくように黒い鳥が一羽わ、はばたいていく。

　ふと、リュイの横顔に視線を向ける。彼は横にいる私の存在など忘れた様子で、真しん剣けんに思し索さくに耽ふけっていた。

　胸が小さく震ふるえた。呼びかけようとして、思いとどまる。

　この寂さみしさは、なにに対するものなんだろうか。いくら考えても答えは見つからなかった。
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　景色は殆ほとんど代わり映ばえがなく、同じ場所をぐるぐるといたずらに巡めぐっているかのような錯さつ覚かくを抱いだかせた。

　リュイの話では、本来ならこの一帯は行商人や旅人が行き交かう街かい道どうからそう離はなれてはいないはずなのだとか。もう少し歩くと森が前方に控ひかえているらしい。

　街道を通らないのは一日ではウルスの村に辿たどり着けないためだ。

　どうしてもどこかで野宿の必要がある。ひらけた道へ出てしまうと身を隠かくせる場所がなく危険が増すみたい。

　それに街道を行くとなると、迷う心配はない代わりに目的地まで迂う回かいすることになる。時間をその分無む駄だにしてしまうので、森を突つっ切ったほうが近道なのだという。

　小川がこの辺に流れていた跡あとを発見した。蛇だ行こうしている長い窪くぼみは乾ひ涸からび、乾かわききっている。

　森を通るのは、時間短縮や危機に備えてのためだけじゃなく、水を確保する目的もあるらしかった。この世界は全体的に乾かん燥そうしているので、水を手に入れるのに随ずい分ぶん苦労しそうだ。

　そういえば、リュイに初めて会った時、渡わたした水を大半飲んだあとで申し訳なさそうな顔をしていた。

「今までずっと森にいたの？」

　町や村で生活を続けたほうが、水や食料を入手しやすい気がする。

「獣けものと遭そう遇ぐうする危険を考こう慮りよしたとしても町に残るよりは安全だ。とくに夜は。町にいれば夜通しレイムの襲しゆう撃げきに悩なやまされる」

「あ、そうか……。それじゃあとても睡すい眠みんを取れない」

「食料を探しに獣が町まで下りてくる。また、神殿などが建設された大きな街では召しよう喚かんの戒いましめから解き放たれた魔まがさまよっている。獣も魔も、昼夜を問わず襲おそってくる。どちらにしても獣の襲撃を受けるのならば、レイムが現れる確率の少ない森に身を潜ひそめていたほうがましだろう」

　過か酷こくであり合理的な説明に言葉を失う。リュイは真剣な顔をこちらに向けた。

「ヒビキ、約束をしてほしい。決して私から離れないように。この時間──朝が比ひ較かく的てき、他の時間よりも危険が少ないが、絶対に安全とは言い切れない。私の目が届く範はん囲いにいてほしい」

「う、うん」

　ひしひしと緊きん張ちよう感かんが伝わって、私の返事も自然と深刻な響ひびきを帯びた。

　ぎゅっとエルの毛を握にぎる。手た綱づなをつけてないので、他に摑つかめる場所がない。

　エルは私の不安を嗅かぎ取ったのか、小さく振ふり向き、甘えるように唸うなった。うん、私、独りじゃない。

　リュイは獣の襲撃があるという懸け念ねんを抱きながらも、やはりレイムが出現しない昼の間に村へ辿り着きたいようだ。時間を計算して休きゆう憩けいを取り、慎しん重ちように道を確認する。

　変化のない景色に惑まどわされ、私はとっくに方向感覚が狂くるっていたので、正しく村に近づいているのかさえわからなかった。

　──役に立たないなあ、私。

　少し落ち込みながらもリュイの指示に大人しく従って旅を続けている内に、黒く陰かげる森が前方に出現した。

　そちらを眺ながめ、無意識に眉まゆ根ねを寄せてしまう。「死の森」という表現が似合うような、不ふ穏おんな気配が漂ただよう森だった。

　辛かろうじてぽつぽつと葉を垂らしている木々はどれもこれも固く、瀕ひん死しの状態に見える。天に伸のびる無数の枝の鋭するどさ。茨いばらのようだ。

　ただエルの背に乗っているだけなのに、ずっと気を張りつめていたせいか、私は次第に疲ひ労ろうを感じ始めていた。意識が時々ふっと途と切ぎれて身体からだが斜ななめにぐらついてしまう。

「ヒビキ、腰こしをかけるのではなく、寄りかかったほうがいい」

　見かねたのか、リュイが穏おだやかに促うながした。一番楽をしている私を、なじるどころか休ませようとしてくれる。……嬉うれしさよりも、もどかしさを感じるのはなぜだろう。

　エルはオーリーンを乗せていたほどなので、体長が大きい。背の上で私が身を伏せて眠ねむれそうなくらいに。

「異変時には、呼ぶから」

「……でも」

　私は唇くちびるを嚙かみ締しめた。リュイは昨夜も焚たき火の番をしていて、ろくに眠っていないはずだ。私はきちんと睡眠を取っていたし、激しい運動をしていたわけでもない。

　比べるまでもなく、身を休ませなきゃいけないのはリュイのほう。

「女性の身であるあなたと、日頃から身体を鍛きたえている私では体力に差があって当然だ。少し休んで欲しい」

　リュイはどこか躊躇ためらいがちに腕うでを伸ばし、俯うつむく私の肩かたをそっと押した。こんな調子じゃいけないとわかっているのに、身体が重くてたまらず、抗あらがえない。

「心配ない、眠りなさい」

　リュイの言葉が身体の奥に響いて、それで──。
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　ふと身体が大きく揺ゆれるのを感じて、目が覚めた。

　意識がすぐには現実に追い付かず、真っ暗な部屋の中に眠らされていたかのような不安定な気持ちが芽生える。

　身体のすぐ下から警けい戒かいを伝えるエルの低い唸り声が聞こえて、それでようやく意識がはっきりした。

　はっと顔を上げると、辺りは既すでに霧きりのような重みのある薄うす闇やみに包まれている。夜よりも色いろ濃こい木々の輪りん郭かくが浮うかび上がり、一層周囲を暗く陰らせていた。

　そんな不ふ吉きつな気配の中、ぴしゃりと水すい滴てきがはねるような音、なにかを叩たたき斬きる恐おそろしい音、低い丈たけの野草を踏ふみにじる音などが連続して響き、私の耳に突き刺ささった。

「リュイ？」

　きらりと闇を弾はじく巨きよ大だいな剣けんが白い軌き跡せきを描えがき、蠢うごめく影かげを斬り払はらっていた。

　──噓うそ！

　獣か魔ま獣じゆうか──なにか危険な生き物に襲われている！

「リュイ！」

　叫さけぶと同時に、リュイの剣が最後の一頭を地面へなぎ倒たおした。愕がく然ぜんとしながら目を凝こらす。剣を掲かかげるリュイの側そばには数頭の大きな生き物が倒れていた。

　リュイは剣を強く握りしめたまま、木こ陰かげに待機していたエルと私のほうへ大おお股またで近づいてきた。

「血が流れた。他ほかの魔ま物ものが押し寄せてくる。すぐに移動しよう」

　私に言い聞かせるというより、エルに向けて放たれた言葉だと気づく。利口なエルは了りよう承しようするように喉のどを鳴らし、躊躇いなくリュイのあとを追った。

「さあ、急いで」

　遠くから獣たちの唸り声が響く。私は身を震ふるわせた。

　血の流れた場所から離れてもリュイは警戒を緩ゆるめなかったし、エルも止まろうとはしなかった。息を潜めるようにして木々の間をひたすら突き進む。

　その後、身を休められる場所を探すまでに、二度ほど獣の襲撃を受けた。

　リュイが、リュイだけが戦いの中に身を投じて、私はそれをただ離れた安全な場所から眺めているだけで。
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　獣が捨てた巣穴のような、歪いびつな段差が続く斜しや面めんの下の空くう洞どうに、私たちは身を落ちつけた。

　リュイは視線を周囲に怠おこたりなく配り、途と方ほうに暮れている私を空洞の奥へ押し込むと、すぐさま外へ飛び出した。

　大きな声を出すのは得策じゃないと気づいたので、呼び止めることもできない。

　リュイが出て行ったあと、空洞の入り口を塞ふさぐようにエルがそこへうずくまった。

　──中にいる私を守るためにだ。

　リュイもエルも、まるで打ち合わせをしたかのようによどみなく行動する。

　ぎゅっと身を縮めて、リュイの帰りを待つことしかできない。心臓が凄すごい速さでどきどきと鳴っている。馬ば鹿かだ、なんで一人だけ吞のん気きに眠っていたんだろう。

　さっきの争いの光景が頭に浮かび、顔が歪んだ。なにもできていないじゃないか、私。

　守られるために、この世界へ来たんじゃない。そういう気持ちとは裏腹に現実はこうしてただ、存在するだけ。

「なにもしようとしないからだ……」

　すっと心が冷えていく。本当に情けない。リュイに全部責任を押し付けているだけじゃないか。このままじゃだめだ。

　私は腰を上げて、荷物の中からオーリーンに貰もらった剣を引っ張り出し、外へ行こうとした。入り口前にはエルがうずくまっている。近づくと、「駄だ目めだ」と訴うつたえるように身を起こし、いくらお願いしても動いてくれない。

「エル、通して」

　何度頼たのんでもエルは引かず、無む理り矢や理り出ようとする私の胸を鼻先で押し返す。エルに乱暴はできないし、運良く脇わきをすり抜けられても動きの俊しゆん敏びんさからして比ひ較かくにならないため、すぐに追いつかれるだろう。

「エル！」

　少しだけ強く叫んで抗こう議ぎすると、エルは狼狽うろたえたように小さく唸った。それでも絶対に外へ出してくれない。

「やだよ、エル、こんなのっ」

　私は縋すがるように剣を抱だきかかえ、立ち尽つくした。

　エルはどこか困った様子で私の腕に鼻を押し付け、すり寄ってきた。失意に打ちのめされる私を慰なぐさめようとしている。それがわかり、余計に情けなさを感じた。

　奥歯をきつく嚙み締めて身体の震えをやり過ごす。エルがぺろりと私の頰ほおを舐なめた。甘えるような素そ振ぶりに、全身の力が抜ぬけてしまう。

　くたりとその場に座り込む私を、エルは長い尾おで包んだ。あたたかい腹部に顔を押し付け、心の中で自分の頼たよりなさを恨うらむ。

　リュイが戻もどってきたのは、かなりの時間が過ぎたあとだ。

「よかった、リュイ……！　怪け我がは！　無事なの!?」

　慌あわてて彼に飛びつき、全身を隈くまなくチェックする。どこにも深い傷を負っていないか、心配でいてもたってもいられない。

　リュイは巨大な剣を空洞の内ない壁へきに立て掛かけると、エルと私を順番に見て、柔やわらかく笑った。

「火を起こす枝を、拾ってきた」

　確かにリュイは、焚き火に使えそうな枯かれ枝えだを片かた腕うでに抱えていたけれど。

「違ちがう！」

　私はたまらずに叫んだ。

　──噓だ、噓だ、そんなの。

　戸と惑まどうリュイの腰にぎゅっとしがみつく。ああ、ほら、血の臭におい。すごくすごく強い。

　もしかしたらここへ来るまで、ずっと獣けものにつけられていたのかもしれない。

　リュイはなるべく争いを見せないようにという配はい慮りよから、私を安全な空洞へ押し込んだあと、一人で出て行ったんじゃないか。

　自分を囮おとりにして獣の意識を引きつけ、どこか十分な距きよ離りを置いた場所で始末したに違いない。

　その後、周囲の様子を窺うかがってきただけだと優やさしい噓をつくために、帰り際ぎわに枯れ枝を拾ってきたんだ。──私を安心させようとして。

「ごめんなさい」

　危険なこと、苦しいこと、恐ろしいこと、すべてをリュイにまかせてしまっている。

「どこも痛いところ、ない？　以前の傷、広がったりしていない？」

　必死になって見上げると、リュイは無言で地面に膝をつき、抱えていた枝を脇わきに置いた。私もつられてその場に身を屈かがめる。

　恐ろしい目に遭あってきたはずのリュイはなぜか、はにかむような優しい表情を浮かべていた。

「怪我などはしていない──ありがとう」

　どうして、ありがとうなんて言うの。

　私に責める権利はなにもないのに感情の高ぶりを抑おさえられなかった。思わずリュイを睨にらんでしまう。

　リュイはそれに不満を見せたりせず、ぎこちなく私に腕うでを伸のばした。怖こわ々ごわと肩かたの丸みに触ふれ、確かめるように優しく撫なでる。

「……あなたの声が聞きたい」

　意味がわからなかった。そうじゃなくて、本当に怪我はしていないの？

「リュイ、駄目だよ、こんなの、狡ずるい。異変があったら起こしてくれるって言ったのに！」

　狡いのは私だ。子どもみたいに癇かん癪しやくを起こして！

「一人で危険の中に行くのは駄目！」

　私の身を心配して、一人で獣たちと立ち向かっているリュイに、随ずい分ぶん勝手な文句を投げつけていると思う。

　言わずにはいられない自分の傲ごう慢まんさが、すごく嫌いやだ。

「ああ……ありがとう、ヒビキ」

　また感謝された。リュイは切なげな、潤うるんだ眼まな差ざしを隠かくすように、私の肩に額をことりと落とした。ささやかに甘える仕草だった。

　どうしよう、怪我の痛みを我が慢まんしているのかな。本当は立てないくらいに疲つかれているんじゃないだろうか。

「奥で休んで。今度は私が見張りをするから。少し眠ねむってよ」

　手を握にぎって促うながすも、リュイはなにも言わず小さく頷うなずいただけで、しばらくの間顔を上げようとしなかった。
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　私がするって言ったのに、リュイはなんだかんだと尤もつともらしいことを呟つぶやき、一人で焚たき火の用意をした。手伝いさえさせてくれない。

　リュイのほうが断然手際がいいというのは分かるんだけれど、全部まかせきりで眺ながめているだけじゃ、いつまでたってもなにひとつ覚えられない。

　結局、一番危険が大きい入り口付近にリュイは腰こしを落ちつけてしまったし！

　こういう時だけエルとリュイってぴたりと意気投合している。私が動こうとすると、エルがすかさずくるりと長い尾で包んできたり、長衣の裾すそを嚙かんだりして故意に邪じや魔まをする。その間にリュイが行動し、ぱぱっと準備を終わらせてしまう。

　私は怒おこっているんだよ。

　こっちの憤いきどおりを敏びん感かんに察しているのか、エルは機き嫌げんを窺うかがうように時々鼻を押し付けてくる。リュイのほうは少し困った表情を浮うかべつつも、決して引き下がる様子は見せずに毒気のない口調で私の追つい及きゆうをかわす。こういう反応をなんて言うんだっけ？　のれんに腕うで押おし？……違うかな。

　でも、どれほど遠回しに拒きよ否ひされようと、今夜の見張りは絶対に、私！

　リュイは全然眠っていない。いくら野宿に慣れていて魔ま物ものを倒たおせるほど強くたって、睡すい眠みん時間をちゃんと取らなきゃいずれどこかで体調を崩くずす。

　味気ない簡素な食事を終えたあと、私はエルが欠伸あくびをした瞬しゆん間かんを見計らって素す早ばやく立ち上がり、入り口側の内壁……つまり、リュイの近くに腰を下ろした。

　用心のためにオーリーンから貰った剣けんをしっかり抱えて。

「ヒビキ」

　困こん惑わくがにじむ口調で呼びかけるリュイを、つんと無視した。動かないよ。

　エルが喉のどの奥で唸うなりつつ、渋しぶい表情を示すかのように鼻の辺りに皺しわを寄せてじいっと見つめてくるけれど、それも無視。

「……こうしよう。交代で見張りをする。あなたは先に休んでいて欲しい」

　そんな甘い言葉に騙だまされる気はないもの。一見平等のようでも、その提案を鵜う吞のみにして先に眠ったら、リュイは絶対に出発時間ぎりぎりまで私を起こさない。

「交代ね。いいよ、じゃあ私が先に見張る」

「いや、それは」

「真夜中のほうが危険なんだよね。だったらこの時間に私が見張りをするほうが、理に適かなっていると思うけれどな」

　なんて言いつつも、本音では私だって途と中ちゆうでリュイを起こす気はなかった。噓うそをついているのはお互たがい様。ここで強ごう引いんに主張しないと、リュイの負担が増すばかりになってしまう。

　口ごもって視線をさまよわせるリュイを見かねたのか、エルが「じゃあ自分がなんとかしようか……」って感じで、のそりと身を起こそうとした。

「エルは駄だ目めだよ。いざという時はエルの足が頼りなんだから、きちんと休まないと」

　エルが完全に起き上がる前に、素早く牽けん制せいする。睨みつけると、エルはしょんぼりした様子で元の位置に戻った。

「旅に慣れるまでは、見張りは私にまかせてくれないか？」

　ごまかすことを諦あきらめたらしいリュイが少し身を寄せてきて、今度は生き真ま面じ目めに説得を始めた。

「旅に慣れたいから、こういう経験も積んでおきたいの」

　私は目を逸そらさずに早口で答えた。

「ヒビキ、気持ちはとても嬉うれしく思う。だが、もしあなたが見張りをしている時に襲おそわれた場合、どうなるだろう。あなたは剣を使えないのでは？」

　リュイは言いにくそうに、けれども譲ゆずらない瞳ひとみで反論した。

　私は言葉を失って、力なく視線を落とした。その通り、かもしれない。

　今は安全な状じよう況きようにいるからいくらでも大口を叩たたける。でも本当に危険が差し迫せまった時、私はただおろおろするだけでなんの抵てい抗こうもできない気がした。

「私を気き遣づかってくれるあなたの心を無視したいのではない。だが、あなたが危険と直面する姿を目にしたくないと思う。どうか私の我が儘ままを受け入れてほしい」

　我が儘なんかじゃない。リュイは慎しん重ちように言葉を選んで、私が傷つかないように心を配ってくれている。

「でも、リュイは全然休んでいないもの」

「仮か眠みんはとっている。それにヒビキ、私は今まで一人で夜を過ごしてきた。見張りなどは苦にならない」

　なにも言い返せず俯うつむいて剣を握り締しめると、様子を見守っていたエルがそろそろと近づき、私の頰ほおに鼻をこすりつけてきた。鋼はがね色の長い毛が顔に当たってくすぐったかった。

「ごめんなさい。役に立てなくて」

　自分の声が落ちるところまで落ちたっていうくらい沈しずんでいた。

「違ちがう、そういった責任をあなたが負う必要はない」

　リュイは急いで否定してくれたけれど、私にはやっぱり責任があると思う。

「ヒビキ」

　自分の力のなさが悔くやしくて顔を上げられずにいると、リュイが躊躇ためらいのにじむ動作で腕を伸ばしてきて、私の顎あごに軽く触ふれた。

「あなたがいてくれるだけで、いい」

　薄うす闇やみの中に溶とけ込こんでしまうくらいの小さな声だった。

「それ以上に望むことは、なにも」

　リュイは祈るように告げると、すぐに指を離はなした。その意味を訊きき返そうとした時、エルが横に回って「奥に移動しなさい」と急せかすように私の腕に額を押し付けてきた。

　困惑し、リュイの反応を待ってみるも、こっちを見ようとしてくれない。なにかを堪こらえるように、彼はずっと頑かたくなに横を向いていた。
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　深夜。真っ暗な。

　きゅうっと柔やわらかいものが身体からだに巻き付いてきた感かん触しよくで目が覚めた。

　焚き火が消えている。エルが長い尾おを使って私の動きを完全に封ふうじている。物音を立てないようにそうしているんだと気づく。

　──リュイは？

　いない。この空くう洞どう内に、いない。

　ぐっと緊きん張ちよう感かんが高まった時、離れた位置からなにかが地面に倒れる音が聞こえた。

　突とつ然ぜんエルが俊しゆん敏びんに身を起こして側そばに置いていた荷物を咥くわえ、軽く振ふり上げて器用に自分の背に乗せた。びくつく私が起き上がるよりも早く、エルが胴どう体たいを伏ふせて「乗りなさい」と合図をするように尾を揺ゆらす。

　慌あわててエルの背に荷物を固定させ、自分も乗る。鋼色の毛を摑つかむと同時に、エルは勢いをつけて空洞から飛び出した。

　咳せき込みそうになるくらいの濃のう厚こうな血の臭においが周囲に広がっている。

「リュイは……！」

　叫さけぶようにして問うと、エルはわずかな逡巡の後、ひらりと方向転てん換かんし、素早く駆かけ出した。夜の色に染まった冷たい風が鋭するどく頰を打ち、鳥の飛ひ翔しよう時に似た音を立てて衣ころもの袖そでをはためかせる。殺さつ伐ばつとした気配。

　──リュイ。

　世界を呪のろうような恐おそろしい獣けものの鳴き声が響ひびき、やがて闇やみに溶けていく。どこか歪いびつで、獣というより人間の嘲あざけりめいて聞こえ、その禍まが々まがしさに心臓が大きく跳ねた。

　エルは起き伏ふくの多い地を滑なめらかに駆け抜ぬけ、再度の咆ほう哮こうが響くほうへと接近した。木々の奥。あそこにいる。

　弱々しい月の明かりに浮かぶ黒い影かげ。その月より鮮せん明めいな、大きく鋭い白はく刃じん。

「リュイ！」

　争いの光景が目に焼き付いた。両手で巨きよ大だいな剣を握にぎり、下から上へと地面を削けずるようにして振り上げるリュイの姿。彼の前には二本の足で立つ醜しゆう怪かいな魔物がいた。

　人間のような髪かみ。異様なほど大きな円い目と、口から飛び出した不揃いなたくさんの牙きば。太い胴体には所々に短い毛が生えていて、肘ひじの先から手が四本に分かれていた。

　なんて気味の悪い生き物だろう。恐きよう怖ふよりも驚おどろきのほうが勝り、啞あ然ぜんとしてしまう。この魔物も私たちと同じ生命を持っているなんて、信じられなかった。

　リュイは振り上げた剣でその醜みにくい魔物を縦に斬きり裂さいた。びしゃっと臓ぞう腑ふが地面に落ちる嫌いやな音がした。でも魔物は、臓器を失ってもまだ俊敏に動けるらしかった。リュイは血に濡ぬれた剣を自分の身体のほうへ引き戻もどすことなく、そのまま斜ななめに動かした。魔物の首を斬ろうとしたのだと思う。

　魔物は腕うでを上げて、リュイの剣を防ごうとした。肘から分ぶん裂れつしている手のひとつが切断されて犠ぎ牲せいになったけれど、まだ三本残っていて──。

「リュイ、避よけてっ！」

　私は反射的に叫んだ。魔ま物ものは落下した自分の手に頓とん着ちやくすることなく別の腕を振り回し、剃刀かみそりのように鋭えい利りな爪つめをリュイの上じよう腕わん部分へ走らせた。

「エルっ！」

　エルは背に私を乗せた状態で限界まで身を低くすると、一息に駆けて、魔物とリュイの間に身体を割り込ませた。私は目を瞑つむりながら、鞘さやに入れたままの剣けんの柄つかを強く握り締め、その先せん端たんを思い切り魔物の腹部へ突つき出した。

　突然の私たちの乱入に、魔物は一いつ瞬しゆん狼狽うろたえたようだった。

　私ががむしゃらに突き出した剣が運良く傷口に刺さったらしく、魔物は大気を震ふるわせる耳みみ障ざわりな苦く悶もんの声を響かせて後ろ向きに倒たおれた。

「リュイ、乗って！」

　お願いエル、今だけはリュイを乗せてあげて！

　エルは不服そうな唸うなり声を上げたものの、片かた膝ひざを地面につけているリュイへ私が手を伸のばしても、止めようとしなかった。リュイは腕の痛みに顔を歪ゆがめながらも身を起こし、私の手を摑つかんでエルの背に素す早ばやく飛び乗った。

　エルが駆け出すと同時に魔物が飛び起きて、再び腕を伸ばしてきた。爪の先が届く寸前のところで魔物の攻こう撃げきをかわし、エルは矢のように走り出す。

　地面にはリュイがそれまでに始末したらしい魔物の死し骸がいが何体か転がっていた。中にはまだ息があるらしく身体をぴくぴくと痙けい攣れんさせている魔物もいた。

「ヒビキ、顔を伏せろ！」

　リュイは警けい戒かいを強く滲にじませた口調で言い、私の身をエルの背に押し付けた。

　まだ、戦いは続いているんだ。

　エルは視界の悪い木々の間を器用に走り抜けた。ざわざわとなにかが集まってくる不ふ吉きつな気配。仕し掛かけられた罠わなの囲いが徐じよ々じよに小さく狭せばめられるような重圧感。

　私は口の中にわいた唾だ液えきを何度も飲み込み、澱よどんだ闇が満ちる周囲へ視線を投げかけた。

　地面に落ちた枯かれ葉はを踏ふみつける音。

　じわりと揺らめく闇。咆哮。

　そして、血の臭いと物音を聞きつけた他ほかの魔物たちが寄ってくる。

「どうしよ……っ」

　顎の感覚がなくなるほど奥歯を嚙かみ締めないと、悲鳴が今にも[image: 迸]ほとばしってしまいそうだった。

　一度も、ひとかけらも、こんなに恐ろしい事態が訪おとずれるだなんて考えていなかった。

　天界のように幻げん想そう的で、私の力でもどうにかなるような、そういう──。

　それほど楽な問題なら、リュイが私を見て泣くはずがない。国が滅めつ亡ぼうするはずもない。

「ひらけたほうへは行くな！　狙ねらわれやすくなる！」

　リュイが厳しい声で指示を出した。

　逃にげても逃げても執しつ拗ように追ってくる魔物たち。
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　エルは休みを取らず私たちを騎き乗じようさせたまま、殺気が至るところに潜ひそむ闇の中をひたすらに駆け続けた。

　時々、待ち伏ぶせしていた獣が横から飛びかかってくる。その度たびにリュイが剣を振るって防いだ。私は、なにもできなかった。声を出さないようにするだけで精せい一いつ杯ぱい。

　なんて長い夜だろう。エルの背にしがみつき、馬ば鹿かみたいに震えながら目を瞑る。

　いくつもの後こう悔かいが胸をよぎった。

　恰かつ好こうつけないで天界に留とどまればよかった。安易にエヴリールへ行くだなんて誓ちかわなければ。フォーチュンの申し出を受け入れていれば。そもそも一人で旅館を出て、道どう化けや子どもたちを追ったりしなければ──。

　こんなに自分が弱いって、知らなかったから。

　帰りたい。なにもかもやり直したい。フォーチュンと会うより、もっともっと前に。もしも、両親が心から笑っている時代まで戻れたら。

　卑ひ怯きような考えを弄もてあそぶ内に夜明けが近づき、少しずつ森の暗さが払ふつ拭しよくされていくのがわかった。

　大半の魔物は振り切るのに成功したけれど、中には動作の俊敏な賢かしこいものもいる。それだけは仕留めなければいけないようだ。

「ヒビキ、決して降りてはいけない」

　リュイは硬かたい声で囁ささやくと、止める間も与あたえてくれずにエルの背からひらりと飛び降りた。

「リュイ！」

　私は慌てて振り向いた。エルは走る速度を落としてくれなかったので、地に降り立ったリュイの姿がみるみる内に後方へ遠ざかってしまう。

「先に行け！」

　叱しつ咤たの声と、彼に追い付いたらしき魔物の歓かん喜きの鳴き声が重なった。

「エル、駄だ目め！　戻って！」

　どんなに強く言っても、エルは戻ってくれない。私を騎乗させたまま滑すべるように駆け続ける。

「じゃあ、飛び降りるっ！」

　焦じれた私は、大きな声で叫んだ。するとエルが叱しつ責せきするように一度鋭く唸る。少しだけ速度を落としてくれたけれど、やはりストップしてはくれない。

　──置いていけない！

　私が側そばにいても足手まといにしかならないことはよくわかっている。それでも絶対に戻らなきゃいけないんだって同じだけの強さで直感していた。卑怯な願いや、優やさしい思い出を全部振り払はらう。いつもいつも後悔ばかり。それはもううんざりだ。

　私は全身に力を入れ、思い切ってエルの背から飛び降りた。だけど。

　──噓うそっ……！

　エルはなんと振り向きざまに、飛び降りた私の後ろ襟えりを空中で咥くわえるという荒あら技わざをやってのけた。

「ええっ！」

　自分の身体からだが荷物のように振り上げられる。視界がぐるっと回転した次の瞬しゆん間かん、全身に走る軽い衝しよう撃げきとともにエルの背へ舞まい戻っていた。

　な……なにこの展開！

　呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「──ひ、ひどいよ、エル!!」

　情けない声で訴うつたえる私を憐あわれんだのか、エルは微び妙みように項うな垂だれた様子で低く唸り、くるりと方向転てん換かんしてくれた。

「エル！」

　嬉うれしくなって、ぎゅっとエルの背にしがみつく。

　──戻ってくれるんだ！

　エルは複雑そうな唸り声を漏もらしながらも、リュイが残ったほうへ向かってくれた。放ほうっておいたら今度はなにをするかわからない……と危あやぶまれたのかもしれない。

　それほど距きよ離りは開いていなかったようで、すぐに魔物と対たい峙じするリュイの姿が見つかる。

「リュイ！」

　突とつ進しんしてくる魔物をリュイは紙一ひと重えのところでかわし、身を捻ひねった勢いを利用して剣をひらめかせていた。こっちへ引き返してきた私の姿を見て愕がく然ぜんとした表情を浮うかべる。

「──なぜ！」

「後ろっ！」

　私はリュイの呟つぶやきを遮さえぎるように叫さけんだ。魔物が身を翻ひるがえしてリュイの背に嚙み付こうとしている。その魔物は、巨きよ大だいな四し肢しに反して、頭が極めて小さかった。一見栗鼠りすのように可愛かわいらしい顔をしているのに、リュイに嚙み付こうとした瞬間、口の両りよう端はしが頭部側にまで裂けて長い舌が三枚覗のぞき、隠かくされていた醜しゆう悪あくさが露あらわになる。

　リュイは視線を戻もどし、剣の先で魔物の喉のどを突いた。致ち命めい傷しようを与えるまでには至らなかったようだ。逆上した様子で魔物は二つに分かれている長い尾おを操あやつり、リュイの腕うでに巻き付ける。

「来るな、ヒビキ！」

　──そう言われて、はいって頷うなずく人なんかいるもんか！

　エルの鬣たてがみを軽く引っ張り、合図する。

　エルはもう諦あきらめた感じで素す直なおに従うべく、リュイに向かって疾しつ走そうした。

「ヒビキ！」

　エルが一いつ瞬しゆん振ふり向いて、小さく唸った。なにかを訴えている。

　──そうだ……人にあらざるものが斬きれる剣。

　後ろ手で素早く鞘さやを外し、エルが魔物に飛びかかると同時に滅め茶ちや苦く茶ちやな動作で剣を振ふり上げる。リュイの腕に巻き付いている長い尾を断たち切るために。

　抵てい抗こうがあるだろうと覚かく悟ごしていたのに、じゅっと溶とけ落ちる音とともに蜘蛛くもの巣すを壊こわすような呆あつ気けなさで魔物の尾が斬れた。

　その手て応ごたえのなさに、逆に動どう揺ようし、身体の力を抜ぬいてしまった。片手と両足を固定してエルの背から落ちないよう注意していたのに、ふわっと腰こしが宙に浮いてしまう。

　丁度エルが魔物に飛びかかって上体を少し起こした時でもあったため、余計に身体のバランスが崩くずれたようだ。

　私は見事に、エルの背から放り出されてしまった。

「お、落ち……っ！」

　奇き声せいを上げ、反射的に目を閉じる。地面に衝しよう突とつする時の痛みを想像し、自然と身体が強こわ張ばった。

　──あっ？

　どんっとなにかにぶつかる鈍にぶい音は、した。

　でも痛くない。

「……リュイ？」

　慌あわてて瞼まぶたを開く。地面に尻しり餅もちをついているような体勢のリュイの上に、私は乗っていた。

　リュイが受け止めてくれたらしい。

　一瞬だけ、リュイと視線が交わった。奇き麗れいな瞳ひとみの色に、この時なぜか深く胸を打たれた。時間が止まったように言葉なく見つめ合う。

　エルの怒おこったような唸うなり声が聞こえ、特別な時間は溶け去った。振り向くと、エルは、暴れる魔ま物ものの脇わき腹ばらに嚙み付いて応戦している最中だった。

　急いで立ち上がろうとした瞬間──顔の横を、すっと白い光が駆かけ抜けた。

　リュイの、巨大な剣けん。

　はっと瞬まばたきをした時には、リュイが突つき出した剣が深々と魔物の額を貫つらぬいていた。
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　魔物を倒たおした後のことだ。

　私とリュイを乗せたエルは、完全に夜が明けるまで一度も休まずに森の中を駆け続けた。その途と中ちゆうで幾いく度どか獣けものと遭そう遇ぐうしてしまったけれど、動作がそれほど俊しゆん敏びんじゃなかったのが幸いし、振り切ることができた。

　騎き乗じようしている間、リュイは一言も口をきかなかった。

　エルがようやく止まったのは、もとは泉だったらしい痕こん跡せきが残されている窪くぼ地ちの側そばに辿たどり着いた時だ。

　私なんて殆ほとんど身体を動かしていないのに、一晩中気を張りつめていたせいか肩かたに石を載のせているのかと思うくらい疲ひ労ろうしていた。それにずっと同じ体勢でエルに乗っていたため、太ふと腿ももが強張り、腰もだるい。

　エルの背から降りた直後、足に力が入らなくてそのまま地面にへたり込んでしまった。エルが心配そうに、きゅうん、と鼻を鳴らして私の頰ほおを舐なめる。ごめんね、エルのほうがもっともっと疲つかれているのに。

「ありがとう、エル」

　お疲れ様の意味をこめて、すり寄るエルの顔を撫なでていた時、突とつ然ぜん身体が宙に浮いた。

「えっ、え、リュイ……？」

　リュイは丁てい寧ねいに私を横よこ抱だきして、窪地横の樹じゆ齢れい百年は超こえていそうな巨きよ木ぼくへと歩き出した。

「駄だ目めだよ！　腕、怪け我がしているのに！」

　焦あせって訴えてもリュイは下ろしてくれず、無言で歩き続ける。

　なにか……リュイ、怒っている？

　厳しい気配を漂ただよわせるリュイの顔を恐おそる恐る窺うかがう。

　リュイは近寄りがたい表情を見せつつも、狼ろう狽ばいする私を静かな動作で巨木の根元に下ろした。この辺りの木はどれも幹が太く、大きな捻ねじれが見られる。

　エルが足音を立てずに近づいてきて私の横に腰を落とし、労ねぎらうように尻尾しつぽでふわりと腕を撫でてくる。その間にリュイはエルの背から荷物を下ろした。

　私は這はうような動作で慌てて荷物のほうへ近づき、中身を確かく認にんした。薬があったはずだ。

「リュイ、傷を見せて。手当てしないと！」

　まだ身体が緊きん張ちようで強張っていたせいか、手元が定まらず、ぼろぼろと余計なものまで地面に散乱させてしまう。

　ああ、どうしよう。どの薬を使えばいいんだっけ。焦れば焦るほど混乱して、余分な動きが多くなる。

「それと、そうだ、エルに水をあげないと。ずっと走り通しで喉がからからだよね、ちょっと待ってて」

「ヒビキ」

「う、うん！」

　抑よく揚ようのない声でいきなり名前を呼ばれたため、びくっと飛び上がってしまった。恥はずかしい。声も裏返っている。

　リュイは片かた膝ひざを立てて地面に腰を下ろした。ただし、目を合わせてくれない。焦しよう燥そう感かんはますます強くなり、心細さに形を変えていく。

「あのね、ごめんなさい。あまり役に立ってないよね、私。エルがいないと、なにもできなくて」

　なんでこんなに饒じよう舌ぜつになって、下手な言い訳をしているんだろう。

「先に行けと言ったのに」

　リュイの口調に責める響ひびきはない。怒りどころか一いつ切さいの感情が伝わってこなかった。雰ふん囲い気きも硬かたいままだ。はっきり態度に表して怒ってくれたほうが、まだましかもしれない。

「あ、でも……駄目だよ、そんなの」

「あなたを守るため側にいる、と私は誓ちかった。そのあなたを危険の中に戻すはめになるとは」

　私は勢いよく首を振った。自責の念が、彼の心を凍こおらせている。

「私ね、自分が嫌いやだと思うこと、リュイにもしたくない」

　リュイはようやく私に視線を向けてくれた。どこか悲しげな……なにかを恐れているような色がリュイの目に浮うかんでいた。

「私とリュイの立場が逆だったとして、もし置き去りにされたりしたら、凄すごく嫌だもの。きっと一人は寂さみしいし怖こわい。安全なところへ逃にげてほしいって気持ちのほうが強くても、私は卑ひ怯きようだから、やっぱり心のどこかで、行かないで、って思うんだ」

　これが私の正直な気持ちだった。勿もち論ろん、行かないでほしいと思いつつも最終的には安全な場所へ避ひ難なんしてくれたほうが嬉うれしいだろうけれど。

　感情って、ひとつきりじゃなくて色々な形がある。その形の中で最もはっきりとした思いが、他ほかを圧あつ倒とうして意志になるのかもしれない。

「それに私、エルの速さを信じているの。絶対なんとかしてくれるって思ったし」

　付け足したあと、エルの額を撫でる。

　少しだけつまらなそうに髭ひげをそよがせていたエルは、額や耳の横を撫でると機き嫌げんが直ったらしく嬉しそうに私の太腿へ鼻をこすりつけた。

　可愛かわいいなあ、エルって。獰どう猛もうそうな見た目とのギャップがいい。

「息が止まりそうに──あなたが、魔まと私の間に割り込んできた時」

　うっと言葉に詰つまる。つい気を緩ゆるめて身体からだの力を抜いてしまい、エルの背から落下したんだっけ。

「ごめん、私重かったよね。ダイエット頑がん張ばっているんだけれど全然成果が……、背中、打たなかった？」

　おろおろとリュイの全身を見回す。って、そうだ、リュイは腕うでを怪我しているんだった！

「手当て、しようね？」

　リュイは少しだけ苦しそうな表情を見せ、目を閉とざした。
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　傷の手当てを終えたのち、私たちは軽く仮か眠みんを取った。

　そして午後からウルスの村を目指し、森の中を進む。

　代わり映ばえのしない沈しずんだ景色。どこも寒々しく、虫の息といった風ふ情ぜい。

「──今日はここまでにしよう」

　道中言葉少なだったリュイがそう提案したのは、夕方を迎むかえた頃ころだ。

「まだ夜には早いよ？」

「ここらは木々が密生している。獣の目から姿を隠かくすのに適しているだろう。それに──早めに身体を休めておきたい」

「……ごめん、怪我が痛むよね」

「そういう意味ではなく。夜が明ける前に出発したいからだ。……ウルスには、レイムが出しゆつ没ぼつせぬ時間帯に到とう着ちやくしなければ」

　リュイは、両りよう腕うでを広げているような形の巨木に目を止め、そちらを指差した。

「あそこがいいか。幹が太く、身を隠せる」

「ねえリュイ、ウルスの村にレイムが出るんだよね。だったら一人でも二人でもレイムに変へん貌ぼうしている人を元に戻もどしたほうがいいんじゃない？」

「……いや、王子を先に」

　リュイは頑がんとして首を縦に振ふらなかった。

　落らく胆たんしてしまう。口が裂さけても自分が頼たよりになる存在だなんて言えないけれど、リュイは私を頭数に入れていない。神しん剣けんを使用できる王子の復活にとにかく重点を置いている。

　落胆は次し第だいに、疎そ外がい感へと変化した。人々を元に戻すこと、国の崩ほう壊かいを阻そ止しすること。その役目をもってここに来たのは私なんだけれどな。

「……火を起こすよね？　私、枝を拾ってくる！」

「ヒビキ、一人で動いては──」

「大だい丈じよう夫ぶ、遠くには行かないよ！」

　巨木の下もとに到着し、エルの背から降りたあと。

　困こん惑わくするリュイを無む理り矢や理り説とき伏ふせ、焚たき火に適していそうな枝を一人で探しに行くことにした。少しでも自分が役に立つところを見せたかったからだ。

　エルが不安そうに唸うなり、同行しようという素そ振ぶりを見せる。ぎゅっと睨にらむと大きく尾おを振り、寂さみしげに座り直した。

　我が子の危なっかしい行動を心配そうに見守る保護者のようなリュイとエルの態度に、ちょっと不満を抱いだく。遠くへ行くつもりは本当にないのに。

　私はひっそりと眉まゆを寄せ、長衣の裾すそを勢いよく翻ひるがえして歩き出した。

　リュイたちのいる巨木を中心に据すえてぐるっと回り、落ちている枝を拾おうか。枯かれ葉も必要だ。生木は火がつきにくい。

　燃えやすそうな枝を探す内、不思議な樹木を発見した。

　壺つぼ型の幹で、表皮が固い鱗うろこを無数に張り付けたかのようにざらついている。

　幹の最も太いところに、子どもがすっぽり隠れられる程度の空くう洞どうがあった。

「なんだろう、この空洞。人じん為い的に作られたものなのかな」

　恐おそる恐る覗のぞき込み、驚おどろく。

　洞の底に水がたっぷりと溜たまっているのが見える。

「やった、これって飲めるかも」

　期待に胸が弾はずんだ。日本でなら飲むことなんて考えもしなかっただろう。

　この世界では水がとにかく貴重だ。大地はどこもかしこも乾かわき、泉も小川もすべて干ひ上あがっている。曇どん天てんなのに雨が降る気配すらない。

　荷物の中の水がなくなった場合、どこで調達すればいいんだろうってちょっと不安になっていたから、この発見は大きい。

　抱かかえていた枝を地面に置き、空洞の水に手を伸のばして少しすくってみる。

「……大丈夫そう。濁にごってないし、変な臭においもない」

　さらさらとした透とう明めいな水だ。埃ほこりも浮いていない。

「リュイに飲めるか、訊きいてみよう」

　いくら私が無む謀ぼうであっても、勝手な判断で口にすべきじゃないというのはわかる。軽く手を振って水を飛ばし、空洞のある木から身を離はなす。

「──？」

　リュイたちがいるほうへ一歩踏ふみ出した時、背後でざわっと奇き妙みような音がした。

　獣けものの足音とも違ちがう。無数の羽音に似ている？

　不ふ吉きつな予感に、身体が強こわ張ばった。振り向くと同時に、黒い影かげが背を覆おおう。

　──違う、影じゃない！

　虫だ。

　洞の中に隠れていた無数の虫。

　ざあっと波のような音が耳元で響ひびいた。楕だ円えん形の胴どう体たいを持つ無数の小さな虫が一いつ斉せいに私の全身に群がり、張りつく。

　獣の襲しゆう撃げきとは別の意味で、全身が総毛立つ。恐きよう怖ふ以上の嫌けん悪お感かんに、呼吸が乱れる。

　だって、身体中を虫にたかられて──。

　頭が真っ白になり、一歩も動けない。

「──ヒビキ！」

　リュイの声が耳に届き、それでやっと硬こう直ちよくが解けた。

「嫌いやっ！　やだあ!!」

　気持ち悪い……っ!!

　悲鳴を上げ、勢いよく腕を振り回して腕や背、肩かた、首、頭、太ふと腿もも、胸……とにかく全身に張りついて蠢うごめく虫を叩たたき落とそうとした。

「と、取れない！」

　血の気が引いた。凄すごく動きの速い虫たちが身体からだの表面を好き勝手に這はい回っている。刷は毛けのような細い脚あしに肌はだを嬲なぶられる感かん触しよくのおぞましさといったらなかった。

「助けてっ！」

　私は馬ば鹿かみたいに喚わめいて暴れ回った。服の中に虫が入り込む。首から下へ、袖そでから奥へと。

　時々、蟻ありに嚙かまれたような、ちくりとした痛みが身体の所々に走った。

　自分が上げる甲かん高だかい悲鳴の滑こつ稽けいさを恥はずかしく思う余よ裕ゆうもない。

「ヒビキ！」

「嫌っ、嫌だ！」

　リュイが血相を変えて駆かけ寄ってきたけれど、返答できる状態じゃない。私は死に物もの狂ぐるいで手足をばたつかせ、虫たちを振り払はらった。一旦離れてもまた磁石のようにぴたりと張りついてくる。

　落ちない、虫が、虫が！

　身体の上を蛇へびのようにうねり、這い回る黒い虫たち。やけにちかちかと艶つやめく小さな甲こう虫ちゆうの群れ。耳の側そばで、ぶん、と羽音が響いた。細い脚と触しよつ角かくの感触に寒気が止まらない。駄だ目め、本当駄目、心がばらばらになりそう！

「リュイ、助っ……！」

　なりふり構っていられなかった。意識が遠のきそうになるほど気色悪い。

　髪かみの中にまで虫が潜もぐり込んでくる。振り落としても振り落としても執しつ拗ようにくっついてきて、ざわざわと皮ひ膚ふの上を駆け回る。

　我が慢まんできない。衣ころもを全部脱ぬぎ捨てようと覚かく悟ごを決める。

「ヒビキ、動くな！」

　動転するあまり何重にもぶれる視界に、リュイの姿が映った。

　彼は他ほかよりも一ひと際きわ大きな虫を捕とらえていた。私の全身に群がる虫とは違って蜂はちに似ており、宝石めいた美しい水色の胴体を持っている。それをなぜか、自分の口元へと運ぶ。

「リュ……」

　素す早ばやく身を引き寄せられた。リュイは虫の胴どう部分をがりっと音を立てて嚙み、体液を口に含ふくんだ。次に私の全身にたかる虫たちへ吹ふきかける。

　血の色とは微び妙みように異なる赤あか紫むらさき色いろの体液が、私の衣に付着した。

　その瞬しゆん間かん、体液のきつい臭いが漂ただよい、同時に、波が引くかのようにざあっと虫たちが離れた。

「えっ……！」

　呆あつ気けないというほど簡単に虫たちが逃にげていく。リュイが吹きかけた体液を恐れるように。

　リュイはもう一度、気味の悪い色をした体液を口に含み、私の後方に回って背中に吹きかけた。

　虫たちは、ざざざっと這う音を残して一いつ匹ぴき残らず空洞の中へ戻っていった。

　私は硬直し、呆ぼう然ぜんとリュイを見つめた。

　リュイは口に残っていた体液を地面に吐はき捨てると、その場に立ち尽つくしている私を見つめ返し、指先を持ち上げて「上衣を脱ぎなさい」と合図した。

　指示に従い、慌あわてて腰こし帯おびを解ほどき、長衣を脱ぎ捨てる。その際にリュイが「体液に触ふれるな」と注意するように指をくるりと回して、服の表面を汚よごす赤紫色の染しみを指した。勿もち論ろん、絶対に触さわりたくなんてない。

　長衣の下に一応同系色の衣を重ねて着ていたため、脱ぐのに抵てい抗こうはなかった。

　すぐ側まで近づいてきたエルに抱きつき、慰なぐさめを求める。ふかふかの毛の感触に、ようやくほっと安心感を得られた。

　怖こわかったというより、本当に気持ち悪くて、失神するかと思った……。

　まだ指先が細かくかたかたと震ふるえている。洞の中に虫の大群が潜ひそんでいるなんて、想像もしなかった。

　もしかして、あの透明な水は獲え物ものを捕らえるための餌えさだったのかもしれない。大きな獲物を、数による攻こう撃げきで倒たおすんじゃないか。

　──って、リュイは！

　そうだ、私を助けるために、ボスらしき水色の虫の体液を口に含んだんだ。

「早くうがいしないと！」

　リュイは「大丈夫」というように微笑ほほえむと、私の腕うでをそっと取り、荷物のある場所まで導いてくれた。

　利口なエルは次の行動を察していたらしく、木の根元に置いていた荷物をぱくっと咥くわえた。ああ、そうか、移動したほうがいいんだろう。

　怯おびえと寒気に襲おそわれて動きがぎこちない私の身をリュイは優やさしく抱だき上げ、エルの背に乗せた。

　それからエルの先を進み、移動場所を探し始める。

　十数分くらい歩き回った後、私たちは別の木の下を野宿の場と決めた。

「リュイ、うがいして」

　エルから荷を降ろしてすぐ、リュイにペットボトルを差し出す。

　ペットボトルにはまだ水が三分の一くらい残っている。節約して、あまり飲まないようにしていたものだ。

　リュイは軽く頷うなずき、少しだけ水を自分の手に移してからうがいをした。その様子をなぜかエルがじいっと見つめている。

「リュイ？」

　なにか不自然だった。私との会話を避さけるように、リュイは身を翻ひるがえし、荷物から新しい長衣を取り出して、肩にかけてくれる。

「あの、リュイ。軽けい率そつな真似まねをしてごめんなさい」

　彼は気にしていないと言いたげに首を振ふった。さっと辺りを見回して、枝を拾いに行ってしまう。

　私は少し戸と惑まどいながら、リュイの行動を見つめた。なんだろう。もしかして私の鈍どん臭くささに呆あきれて、素っ気ない態度を取っているのかもしれない。

　こんなふうに考えてはいけないってわかっている。なのに、ちょっとだけ「冷たいなあ」とリュイを責めたくなるような気持ちが芽生えた。一言だけでいいから「大だい丈じよう夫ぶ？」って声をかけてほしい。虫がまだ身体中を這い回っている感触が残っていて、心細い。

「甘えすぎだなあ……」

　どれだけリュイに負担をかけるつもりなんだろう。ぎゅうっと胸が締しめ付けられ、ひどく気分が塞ふさいだ。役に立たないと、重荷に思われるのはつらい。

　勝手に枝を探すと宣言し、余計な騒そう動どうを起こして最後には迷めい惑わくまでかけてしまった。リュイのことを冷たいと非難する権利はこれっぽっちもない。

　自己嫌けん悪おに陥おちいり、たまらなくなった。

　ほうっと溜ため息いきをついて項うな垂だれた時、エルが、ついっと鼻先で私の腕を軽く押した。

「……エル？」

　エルはなにか言いたげな様子で鼻を私の手に押し付け、じっと見つめてきた。それから、枝を抱かかえて戻もどってきたリュイのほうにゆっくりと顔を向け、円い目を細める。

「リュイ」

　エルの不可思議な態度に胸むな騒さわぎを感じ、リュイの側へ近寄る。

　リュイはわずかに視線を逸そらして、困ったように微笑した。

　私の脇わきをするりと通り抜ぬけ、枝を利用して素す早ばやく火を起こす。

　私は目まぐるしく考えた。エルが意味ありげに髭ひげを上下させてリュイを見ている。なにかを私に伝えるためだ。

　荷物からいつもの味気ない食べ物を取り出すリュイの前に、私はぺたりと座り込んだ。

　リュイは少し戸惑った表情をして一いつ瞬しゆん手を止め、こっちへ視線を動かした。でも結局なにも言わなかった。

　焚たき火が揺ゆらめき、暗くなり始めた森をぼんやりと照らし出す。炎ほのおの橙だいだい色いろを映したリュイの横顔は、私の視線を遮さえぎるかのように頑かたくなに見えた。

「リュイ？」

　呼びかけて、リュイの袖を軽く摑つかむ。応こたえるように穏おだやかな微笑を見せてくれるけれど、奇き麗れいな月色の瞳ひとみは伏ふせられたままだ。その様子が、間違いなく異変があると私に確信させた。

「こっちを見て？」

　思い切って頰ほおへ手を伸のばすと、ふっと明らかに避けられた。

　きん、と頭の芯しんが痛む。色々な考えが一気に浮うかび上がり、そのどれもが正解だと主張するように激しく点てん滅めつする。

　リュイはうがいをする時、直接ペットボトルに口をつけるんじゃなくて、一いつ旦たん手のひらに移していた。なぜそんな手間をかけたのか。

　水色の虫が持つきつい体液の臭においが鼻の奥に蘇よみがえる。

　私の身体からだにたかった虫の群れを追い払はらうため、体液を口に含んで吹きかけたけれど……そういえば決して私の肌はだに触れないよう、上衣に限定していた。その後、すぐに脱ぐよう指で合図して。

　涙なみだが滲にじみそうになるほどの強い臭いと毒々しい体液の色。他の虫は一目散に逃げた。あの水色の虫は、いわば無数の働き蜂ばちを動かす女王蜂のような存在だったんじゃないだろうか。

　そして、女王と呼べる虫の体液には、群れの仲間さえ恐おそれるほどの強い毒が含まれて──？

　リュイ、全然喋しやべらないんだもの！

「リュイっ」

　心臓が嫌いやな感じに跳はねた。じんと痺しびれるような不安が身体の中を巡めぐり、首筋が寒くなる。

　不ふ吉きつな考えを打ち消したくてリュイにしがみつこうとすると、不自然に顔を背そむけられ、柔やわらかく押し戻されてしまう。かっと頭に血が上った。

「逃げないで！」

　無む理り矢や理りリュイの膝ひざに乗り、両手で頰を摑む。

　まさかそんな行動を取られるとは思っていなかったらしく、リュイは啞あ然ぜんとした表情になり、後ろ手をついて身をわずかに引いた。

「リュイ、ちょっと口を開けて」

　強く言うと、リュイは目を伏せて苦く笑しようした。それから、私の行動を咎とがめるように優しく睨にらむ。

「早く」

　催さい促そくしても、「なんでもない」というふうに軽く首を振ってごまかそうとする。彼の、後ろに括くくった淡あわい色の髪かみは少し乱れていた。まとめきれなかったらしき髪の一部が、頰を包む私の手にさらりとかかった。

　ぱちぱちと小さくはぜる焚き火の音が静かな森の中に溶とける。

「開けないと、私、無理矢理口の中に指を入れるよ」

　リュイは困こん惑わくの表情を浮かべると、必死にせがむ私の肩かたを押さえて、膝からどかそうとした。このままだと力ずくで引き剝はがされる。私は抱きつくようにしてぺたんとリュイの腰こしに座り込み、動かないっていう強きよう硬こうな姿勢を見せた。

　どうしても聞いてくれないなら、本当に指を入れてやる！

　意気込む私の顔つきに、リュイが少し慌てた。さっきよりも手に力を入れ、私を下ろそうと苦心している。抵抗したけれど、リュイのほうが勿論、力が強い。援えん軍ぐんが必要だ。

　私はとっさに叫さけんだ。

「エル！」

　私の忠実な護衛であるエルが近づき、驚おどろくリュイの胸をごすっと額で突つき倒した。

　さらにリュイの腕うでを前足で容よう赦しやなく踏ふみつけ、逃にげられないようしっかり固定する。

　呆あつ気けに取られた表情を浮かべるリュイを見下ろし、エルは「ふん」と勝ち誇ほこったように鼻を鳴らした。

　私も自分の身を重し代わりにするため、改めてリュイの腹部に乗った。リュイの目が驚きよう愕がくで見開かれている。

「開けて」

　リュイはひどく焦あせった仕草で顔を背け、なんとか身を起こそうとした。私の体重だけだったらあっさり起き上がったかもしれない。でも私には強い援軍がいる。

「エル、リュイが言うことを聞いてくれない！」

　途と端たんエルは、私まで思わず仰のけ反ってしまうような低い唸うなり声を発し、懸けん命めいに逃のがれようとするリュイを威い嚇かくした。そのあと素早く体勢を変えてリュイの脇に寝ねそべり、ふあっと口を開いて腕を軽く咥える。

　勿もち論ろん、動きを封ふうじるためで、歯は立てていない。

　エルは、もし動いたら本気で嚙かみ付くぞって脅きよう迫はくするように、リュイの腕を咥えたまま牙きばを剝むいた。

　その様子を見てリュイが顔を引きつらせる。でも腹部に乗っている私が無理矢理口をこじ開けようとしたら、やっぱり嫌がる素そ振ぶりを見せた。

「もう、往おう生じよう際ぎわが悪い！」

　しばらく争ったあと、根負けしたらしいリュイがぐったりと身体の力を抜いた。その機会を見み逃のがさず、リュイの唇くちびるに指を添そえて開かせる。

「リュイ──！」

　目の前が暗くなり、胸が押し潰つぶされるような感覚が広がった。

　リュイの口内は、火を押し当てたように赤黒く爛ただれている。

「噓うそ」

　舌までが真っ黒に染まり、まるで壊え死ししているようだった。唾だ液えきも変な色に染まり、唇の裏側の膜まくも溶け落ちている。

　声を出せないはずだ。こんな痛々しい状態になっていたら。

「どうしよ……っ」

　こめかみががんがんと痛みを訴うつたえ始める。

　私のせいだ。軽けい率そつな行動を取ったツケをリュイに払わせてしまった。

　みだりに動くなってあんなに忠告してくれたのに。

　ただ無意味に反発するばかりで、旅にも慣れていてなにが危険なのか熟知しているリュイの言葉を、真しん剣けんに聞こうとしなかったから。

　その上、「冷たい」なんて勝手な考えをもってひねくれてしまった。なんて恩知らずで馬ば鹿かなんだろう。

　唐とう突とつにフォーチュンの言葉が蘇る。自分の無力さを棚たなに上げて、望み通りに現実が進まない時は他人を非難するって──本当にそうだ。

　自分の身体が冷水を浴びたようにすうっと冷えていく。どうしよう。

「薬、エル、薬を取って！」

　叫ぶ私に、リュイがそっと首を振ふる。こちらを見上げる月色の瞳はこれまでと変わらず優やさしくて、責める色は少しもない。

「ごめんなさい！」

　謝ってすむ話じゃない。

　どうしよう、オーリーン。この世界の人を助けたくて来たはずなのに。それどころか。

　──私が、リュイを殺してしまう。

　愕がく然ぜんとした。なぜ私は守る立場じゃなく、ぬくぬくと守られる側で楽をしているの。

　自分の代わりに傷つく人がいる。身をすり減らして苦痛を受け止める人がこうして存在するのに。

「馬鹿だ、私」

　言葉を失った私の肩に、リュイが気き遣づかわしげな様子で躊躇ためらいがちに触ふれた。曇くもりのない眼まな差ざしに、自分の偽ぎ善ぜんを思い知らされる。自分は非力だってみっともなく卑ひ下げし、その姿に酔よって、今度は同情を買おうとしているじゃないか。

　リュイの腕から口を離はなしたエルが、心配そうに私の身に顔をこすりつけた。

「薬……使えないの？」

　訊きかなきゃ、なにひとつわからない。その事実がまた、胸に突き刺ささる。

　リュイは控ひかえめに微び笑しようして、首を振った。外傷用に使う薬は、解げ毒どく作用を持っていないのかもしれない。

　私はまたごめんなさいと言おうとしてやっぱり告げられずに、リュイの広い胸に額を押し当てた。リュイはゆっくりと上半身を起こし、縋すがり付く私の背をそっと撫なでた。

　どうすればいい、オーリーン？

　なにか方法は──。

　私は身を強こわ張ばらせて、自分の口元を手で覆おおった。うがいをしても無意味なんだろう。

　でもこのままなんの手当てもせずに放置すれば、毒はいつか全身に回るんじゃないだろうか。よりによって口の中だ。唾液を嚥えん下かする度たびに、毒素を体内へ流し込むことになる。

　強く目を閉じる。背を撫でる優しい手のひらの感かん触しよくが、逆に苦しい。

　癒いやす方法は本当にない？

　記き憶おくを必死に漁あさる。どこかに救いとなる糸口はないだろうか。なんでもいい。

　考えすぎたせいか、眉み間けんが痛くなる。無意識に指を動かして額を押さえた時、固いものに触れた。額の石。

「あ……」

　──神様たちがくれた力の結けつ晶しよう。

　どんな力だろう。魔ま法ほうが使えたりしないんだろうか。

　この世界には不思議が満ちている。魔ま法ほう使つかいや魔ま術じゆつ師しが実在するという。私にだって使えるかもしれない。でも呪じゆ文もんをひとつも知らない。

　私は目を閉じた先に広がる闇やみに意識を集中させた。

　リュイが心配する気配が伝わる。

　なぜ私を責めないのか。言葉に出して罵ののしればいい。そう思ったあとで、彼から声を奪うばったのは自分だと気づき、胸が引き裂さかれるような痛みを味わう。

「どうしたら……」

　唇を強く嚙み締しめた時、そっと顎あごに指を置かれ、顔を上げさせられた。穏おだやかな表情だ。気にしなくていい、って囁ささやくように月色の目がふわりと細くなる。

「ごめんなさい──」

　呪文がわからないの。

　癒す術を知らない。

　でも、神様たちが確かに、私に力をくれた。

　だから私は、神様たちの……眷けん属ぞくなんだって。

　呪文を知らないのなら。

　それなら。

『神様の眷属』として、祝福を。

　ひとつ息を吸い込んで覚かく悟ごを決めたあと、おもむろに手を伸のばし、頰ほおにこぼれているリュイの髪かみを摑つかむ。少し訝いぶかしげにこちらを見つめ返す瞳ひとみが、奇き麗れいだった。

　──祝福による癒し。できるかどうか。

　神様って清せい浄じような気配を持っているはずだ。その理り屈くつでいくと眷属らしい私にも、清めの気を他者に分け与あたえることが可能なのでは……と信じたい。

　突つき飛ばされたら困るので、リュイの首に腕を回し体勢を整える。きりきりと緊きん張ちようが増し、今にも心臓が喉のどから飛び出そうだった。

「──!?」

　リュイが驚おどろいて、目を見開いた。

　──ごめんっ。

　私はぎゅっとぶつけるように、リュイと唇を合わせた。

　直後リュイははっきりと身を硬こう直ちよくさせた。なにをされたのかわからない、と絶句しているような気配。

　一方私は記憶を辿たどり、オーリーンに口づけされた時のことを思い返してその通りに真似まねしようと必死だった。唇に触れる、意外なほど柔やわらかい感触。

　ええと、駄だ目めだ、どんな感じだったっけ？　詳くわしく思い出せない。

　角度を調節して、ええと。

　口を開かせないと、毒を取れない！

「!?」

　とっさという動きでリュイが、身じろぎする私の肩かたに手を乗せた。激しく動どう揺ようしているようだったけれど、私だって同じくらい混乱中だ。

　ぎこちなく唇を合わせて、恐おそる恐るリュイの頭を引き寄せる。

　うわあ、もうどうしよう。どうだっけ、オーリーン！　呼吸が苦しいっていうか、心臓がどきどきと苦しい。

　つ、っとリュイが息をとめ、かすかに身を震ふるわせた。

　ああもう駄目、失敗かも。胸中でそう嘆なげいた瞬しゆん間かん、リュイの腕うでが背に回った。

　すっぽりと身体からだを包む確かな腕。軽く吐と息いきを押し込まれたあと、角度をうまく変えられて、口づけを深められた。

「……！」

　私は心の中で叫さけんだ。唇を優しく割って少し絡からめられた舌に、電気のような痺しびれが走る。喉のどを降り、身体の奥を通って、ぱっと飛散するように熱が弾はじける。

　この状態は──シルヴァイの祝福を受けた時と似ている。熱が渦うずを巻いて、寒気がするような感覚。

　そんなことをぼんやり考えていたら、ふと思い切ったように強く舌を絡められた。

　苦くて強烈な虫の体液の味がして、顔をしかめそうになる。

　でも、別のところで急に意識がふわっと浮うかぶ感じがあった。口内を柔らかくなぞられ、また深まり、絡められる。リュイが一度、唇くちびるを重ねたままこくりと喉を鳴らした。すぐにきつく吸われ、ふっと意識が一いつ瞬しゆん霞かすむ。なんだか恋こい人びと同士のキスに似ていて、陶とう酔すいするような。

　あ、と気づいた。

　もう大だい丈じよう夫ぶだ、きっと。口移しで味わったぴりりとする苦みと痺れが消えていくのがわかる。

　私は安あん堵どし、身を離そうとした。

　リュイ。

「んんっ？」

　焦あせって、リュイの髪をちょっと引っ張った。も、もう、放して！

　狼ろう狽ばいしていたら、顎に片手を添そえられて、再び強く唇を重ねられた。とにかく柔らかくて、熱い体温までも明確に伝わった。何度も甘く貪むさぼられると、祝福とは別のくらくらするような熱が走り抜ぬけるようになる。なんて表現すればいいんだろう、こんなに矛む盾じゆんが満ちた感覚。変。頼たよりないのに優やさしく、激しい。しかも息苦しい。

　──リュイー!!

　私はすっごく慌あわてた。待って、わぁっ。

　というか、呼吸をいつすればいいの!?

　身体の力が突とつ然ぜん、一気に抜け落ちた。これ窒ちつ息そくする。色々な意味で私、壊こわれる。

　死ぬかも、と観念した時、間接的に微び妙みような衝しよう撃げきが走った。衝撃っていうより、衝しよう突とつ？

　ぐるううう、という苛いら立だちのこもったエルの唸うなり声が聞こえる。

　リュイが腕の力を緩ゆるめて、そっと唇を離してくれた。うわあ、なんていうか、うわわ。

　やっと呼吸ができる。私は息を乱しながらも、ほっとした。頰が勝手に火ほ照てってしまう。

　こっそりと窺うかがうと、リュイの目の縁ふちもかすかに赤くなっていて、薄うすく開いた唇がなんだかびっくりするほど色っぽかった。

　普ふ段だんは絶対に見せないような艶なまめかしい表情だ。思わず目が奪うばわれてしまう。

　どこか激しく焦こがれるような、熱情を宿した月色の瞳がしばらくの間、私を映した。

　で、再び、とんっと奇き妙みような衝突音。

　エルが、リュイの背中に頭ず突つきを……。

　リュイは何度も瞬まばたきをしてから、緩かん慢まんな動作で振ふり向いた。険しい目をするエルをぼんやりと見つめる。

　ぐるるるるっとエルが鼻の辺りに皺しわを寄せ、威い嚇かくというより恫どう喝かつに近い唸り声を響ひびかせる。

　エル……凄すごい顔だよ、それ。

　放心状態から立ち直った私の横に、エルがじゃりじゃりと故意に地面を踏ふみにじって、近づいてきた。まだ私の顎に添えられたままのリュイの手の下をくぐり、隙すき間まに顔を割り込ませてくる。そして、私の胸を額で押し、リュイから引き離はなそうとした。

「エル……？」

　リュイがはっと我に返った様子で身じろぎした。驚きの浮かぶ表情で、まじまじと私とエルを交こう互ごに見つめる。

　もどかしくなったらしいエルが、視線を泳がせている私をよいしょと強ごう引いんに背に乗せた。リュイをうまく押しのけつつ。

「……」

　リュイは抵抗せずぽかんとその様子を眺ながめた。エルによって少し離れた場所に移動させられた私と視線が合うと、時間が停止したかのように硬直する。

　その反応、少し傷つくかも……。

　保護者のようなエルの尾おにくるりと身を包まれながらも、気を取り直してリュイの行動を窺う。

「あの、口の中、治った？」

　リュイは虚きよを衝つかれた顔で、長い間私を凝ぎよう視しした。不ふ機き嫌げんそうなエルの唸り声で正気を取り戻もどし、ぎくしゃくと自分の唇を押さえている。

「声を出せる？」

　リュイは長い指を静かに喉へと滑すべらせて、ふうっと息を吐ついた。

「──ああ、痛みや痺れは、消えた」

　少し掠かすれているものの、どうやら問題はなさそうだ。

　疲ひ労ろうと安堵が同時にどっと押し寄せてくる。一か八ばちかの賭かけだったんだけれど、成功して本当に良かった。
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「ごめんね、リュイ」

　最後にもう一度謝ると、リュイは自分の喉に触ふれたまま、不思議な眼まな差ざしで私を見つめた。







　その後、リュイはぎこちなさを濃のう厚こうに漂ただよわせながら見張りをした。

　私のほうはと言えば、与えられた〈力〉を十分理解していない状態で使用した反動なのか、立ち上がるのにも難なん儀ぎするほどのひどい頭痛に襲おそわれていた。

　エルがしきりにすり寄り、「もたれかかりなさい」と促うながすように長い尾で私の腕を叩たたく。心配してくれる気配に、口元が自然と綻ほころんだ。

　ありがたく腹部にもたれて鋼はがね色の毛に顔を埋うずめる。エルの毛って背中や鬣たてがみは少し固めだけれど、腹部回りはふわふわととても柔らかく、抜ばつ群ぐんの手て触ざわりだ。羽う毛もう布ぶ団とんに包くるまっているみたい。

　ゆっくりと規則正しく上下するエルの鼓こ動どうを感じ取る内、ぬくもりが身体の隅すみ々ずみにまで伝わり、深い眠ねむ気けに誘いざなわれる。

　いけない、またリュイにばかり見張りをさせてしまう。そう心の一部が警告するも、睡すい魔まの誘いに抗あらがえず、意識が暗くら闇やみの中へ沈しずんでいった。
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　曇どん天てんの朝。遠えん慮りよがちに名を呼ぶ声によって、目が覚めた。

「──ヒビキ」

　とても静かな、それでいて不安を色いろ濃こく伝えるような声こわ音ねに、意識が急速に眠ねむりの底から浮ふ上じようし始める。

「リュイ……？」

　私はのろのろと身を起こした。目をこすりながら、こちらを覗のぞき込むリュイの緊きん張ちようした顔を見上げる。

「ん……、ごめんね、私、ずっと寝ねてた？」

　深い眠りに束そく縛ばくされていたためか、身体が少し痺れていて重く感じられる。

　寝ぼけた状態の私を真しん剣けんに観察していたリュイは、ふと軽く息を吐き、安堵の表情を浮かべた。疲労を急に思い出したように、片手で眉み間けんを揉もむ。

　不思議なことに、リュイも、大人しく座っているエルも、憂うれいたっぷりの重い気配を漂わせている。

「一日を過ぎても、あなたは眠り続けていた」

　リュイが顔を上げ、掠れた声で呟つぶやいた。

　私はきょとんとし、少しの間言葉の意味を考えた。恐おそる恐る周囲に視線を動かす。

　視野に入る景色は眠りにつく前と殆ほとんど変化していない。……それはおかしい気がする。

「具合はどうだろうか？」

　リュイは些さ細さいな仕草も見み逃のがすまいという熱心さで私を見つめた。

「あの、私、一日眠り続けていたの？」

　信じられなかった。とすると今日は、あの気味悪い虫の群れに襲われた夕方の翌日じゃなくて、二日目に突とつ入にゆうしている？

　知らない内に、一日分の時間を盗ぬすまれてしまったみたいだ。

　しばらく放心したあと、私は急に色んなことに思い至り、慌てた。

「リュイ、エル、ごめんなさい。なにか一人でのんびり眠っちゃって。えっと、二人とも、ちゃんと食事を取った？」

　リュイもエルも、自分の世話は後回しで真剣に見張りをしていそうだ。

　焦りで手のひらがじんわりと汗あせばむ。いくらなんでも一日以上眠り続けるなんて、あまりにもだらしないし緊きん張ちよう感かんがなさすぎる。

　おろおろとしていると、リュイは再び目元を押さえ、俯うつむいた。

「リュイ、少し休んでね。私が見張りをする」

　動どう揺ようを押し隠かくして、リュイの腕うでを小さな力で引っ張る。疲労の滲にじむこの様子を見れば、ろくに眠っていないことは容易たやすく想像できた。

　リュイは自分の髪かみを両手で乱暴にかき上げた。指の隙間から淡あわい色の髪がぱらりとこぼれる。表情の険しさに、私は少し怖こわくなった。

「……あのう、ごめんなさい」

　丸一日を無む駄だにさせてしまった。それでリュイは顔に出してしまうほど苛いらついているのかもしれない。

　何度も足を引っ張る自分の迂う闊かつさに情けなくなり、膝ひざの上で拳こぶしを握にぎった時、リュイの身じろぎする気配を感じた。

「どれほど呼んでもあなたは起きなかった。……もう目を覚まさないのでは、と」

　微かすかに掠れている声を聞き、私が不安に感じるよりももっとリュイは深刻な恐れを抱かかえていたとわかった。

　きゅうん、とエルも切なげな鳴き声を漏もらし、私の肩かたに忙せわしなく鼻先を押し付けてくる。

　死んだように眠っていたのか、私。

　そんなに爆ばく睡すいしていたんだろうか……自分の寝い汚ぎたなさに呆あきれてしまう。

　道理で身体からだが凄すごく強こわ張ばっているわけだ。手足の動きが異様に緩かん慢まんで重い。でも、気分はすっきりしていて悪くなかった。その爽そう快かい感かんがまた、心に突き刺さる。

「二度と神に祈いのりなど捧ささげぬと思っていたが──」

　リュイはなんとか苦く笑しようを浮うかべようとして、でも途と中ちゆうで諦あきらめたらしく、横を向いた。

「私の責任だな。あなたが深い眠りに落ちたのは、私の身体に巡めぐった虫の毒を癒いやしたためなのでしょう」

　違ちがう、と噓うそをつくのはさすがに見え透すいていると思い、どう答えるべきか迷った。

　リュイに、そうだ、ええと、祝福、というものを一か八かで試ためし、奇き跡せき的に成功したんだった。直後、ひどい頭痛を覚え、急激に強い眠気に襲われてしまった。無関係とは思えない。

　おそらくオーリーンたちに貰もらった力の特とく徴ちようや使用法を理解していない状態で無理に引き出したから、副作用が現れ、身体機能が一時的におかしくなったんだろう。

　もしかすると貰った力は、解げ毒どくには向いていなかったのかもしれない。

　そうか、力について知るという点も、旅を続ける上でのひとつの課題なんだ。オーリーンは闘とう神しんで、シルヴァイは風と大気を司つかさどる起源の神だったっけ。

　私の響という名前を聞いて、それは大気を友とする名前だとシルヴァイが説明していたはず。神様たちも、それぞれ支配する力が異なっている。

「あなたを、お守りするはずだったのに」

　リュイは後悔の念を滲ませ、つらそうに呟いた。

　あのね、リュイ。私、この世界に来たのは守られるためじゃないんだよ。

　厳しい眼差しを和やわらげようとしないリュイを見ていると、なぜかその一言を口に出すことができなかった。
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　支し度たくをすませて、私たちはウルスの村へ向かった。

　ようやく不気味な森を抜ぬけられたのに、相変わらず景色は重苦しく、どこまでも荒こう野やが続いている。

　眺ながめていると、心までが枯かれてひびが入りそうだった。肌はだではなく、感覚の部分で寒いと思ってしまう。

　無人の荒あれ地を進む途中、少なくとも午後には到とう着ちやくして日にち没ぼつを迎むかえる前に村を出たい、とリュイは真剣な口調で言った。

　夜間はレイムが出しゆつ没ぼつするので、絶対に村で一夜を過ごすわけにはいかないとのこと。

　私はまだレイム……幽ゆう鬼きと化した国の人々を目もく撃げきしたことがなかったので、危険だと繰くり返し諭さとされてもはっきりとした実感がわかなかった。そのため、一人でも多くのレイムを元の人間に戻すべきでは、という反対意見を捨てられずにいる。

　でもリュイは、私が丸一日寝込んでしまったのは自分のせいだという強い自責の念にがんじがらめの状態だ。前よりももっと警けい戒かいの色を濃こくしている。

　内心焦じれったさを覚えながら、エルの毛並みを撫なでる。

　エルはやっぱり私以外を騎き乗じようさせるつもりがないようだった。

　緊きん急きゆう時にはリュイも乗せてくれるはず。後ろめたさを感じながらも、今はとりあえず私だけエルの背に乗せてもらっている。

　隣となりを歩くリュイは、絶対にこちらを見ようとしない。この距きよ離りで一度も視線が合わないっていうのは逆に不自然だ。

「ええと、時間を無駄にしたりとか……その他ほかのことも、色々ごめんなさい」

　私の謝罪には、寝すぎたことに対する以上の複雑な意味が込められている。例の、虫の件だ。毒を取り除くためとはいえ、その、了りよう承しようもなしにあんな真似まねをした。破は廉れん恥ちだ。

　思い出して、一気に頭に血が上った。羞しゆう恥ち心しんだけで余よ裕ゆうで気絶できる。

　リュイにも悪いなと思う。もし妻帯者だった場合、奥さんにも申し訳ないし……なぜだか微び妙みように落ち込んでしまう。自分でも説明できない変な感情だ。

　でもリュイって私のことを異性とは意識してなさそう。年ねん齢れいも誤解していたし。

「──ヒビキ。頼たのみが」

「……なに？」

「このままだと村へ到着する時間は予定よりも遅おそくなる可能性が高い」

「行くのは危険？」

「地図を見たいのだったな」

「うん」

　そこでリュイは考え込む顔をした。

「私が村へ入って、地図を入手しよう。あなたは聖せい獣じゆうとともに、村の手前で待機していただけないか」

　色々な葛かつ藤とうを振ふり払はらって気持ちを切り替え、リュイを軽く睨にらむ。

「地図だけを見たいんじゃないんだよ」

　エルとリュイの足音だけがさくさくと響ひびく中、私の声はひどく強張って聞こえた。

「他に、なにを？」

　なに、と言われると困る。様々なものを目にしたいからだ。

　手に触ふれられない、雰ふん囲い気きや匂においも、すべて。五官の全部で、この世界を知りたいのに。

　村にあるだろう民家や店、公こう共きよう施し設せつ、畑。人々の生活を支える基き盤ばんの景色が、いったいどれほど私の世界と異なるのか、目にしたい。役目を果たす上で重要な認にん識しきだ。

　それなのに、村に入らず別の場所で待っていろ、というのはひどい。

　これじゃあ、なにをしにこの世界へ来たのかわからない。

「あなたが望む物は、すべて手配するから」

　違う、違う！

　望むのは、形あるものばかりじゃない。

　項うな垂だれてしまう。出発前に漠ばく然ぜんと抱いだいた恐おそれが、やっぱり的中している気がする。

　リュイに無む理り矢や理り誓ちかわせたこと。自分の身を犠ぎ牲せいにして私を助けようとしてはいけない。その約束は破られるんじゃないかっていう杞き憂ゆうが、現実になりつつある。

「リュイ、少し、大事な話」

　すうっと深呼吸し、エルの上で身をよじる。エルの歩き方は殆ほとんど振しん動どうをもたらさないので、横座りの体勢を取っても落ちる心配もせずにすむ。

「ヒビキ、正面を向いて腰こし掛かけたほうが」

「話が先」

　不利な気配を感じ取ったらしい。話題を変えようとするリュイを見み据すえ、ちょっときつめの口調で遮さえぎる。

「村へは一いつ緒しよに行く。これだけは譲ゆずれない」

「ヒビキ」

　仕方なくだろうけれど、リュイはようやくこっちに顔を向けてくれた。それに思いがけないほど安心する。たとえ渋じゆう面めんであろうともだ。

「駄だ目めだもの、一人だけで危険の中に行くのはなし！」

「──万が一の時はどうする？　私はこれでも身を守る術すべを知っている。だが、あなたは」

「駄目！　その言葉は聞かない」

　私は剣けんの扱あつかい方も知らないし、自分の身を守ることすら危あやうい。そこを指し摘てきされるともうなにも言えなくなってしまう。

「あなたを軽く見ているのではないとわかってほしい。ただ、怪け我がを負わせたくない」

　リュイはまた、ふっと視線を逸そらした。恐れのような暗い感情を含ふくんだ横顔だった。

「それは私も同じなんだよ」

　わかってほしい。自分だけが安全圏けんでのうのうとしているのって泣きたくなるほど苦しい。

「たまらなくなる、ヒビキ──舌が焼け落ちても視界が奪うばわれてもかまわない。あなたが無事なら、それで」

　本気で言っているでしょう、リュイ。

　自分の命を、少しも惜おしんでいない。

「無事じゃないよ」

　私のほうがたまらなくなり、リュイの言葉を途中で遮った。

「身体からだは無事でも、心は？　リュイが心配してくれているのは私の身体だけだ。心はどうでもいい？」

　リュイはわずかに眉まゆをひそめ、反発の表情を見せた。

「リュイが身代わりになって私を守ってくれる。そうしたら私の身体は傷つかないけれど、心がとても苦しくなる。どうして、どうしてって思って、たくさん斬きり付けられたみたいに、本当に痛い」

　焦じれてしまう。子どもじみた稚ち拙せつな言葉でしか、気持ちを言い表せない。

　でもリュイ、子どもそのものの訴うつたえだけれど、本音なんだよ。

「身体に怪我をするのも勿もち論ろん痛いけれど、それでも一緒にいて、役に立てたら」

「いけない。それは駄目だ」

　リュイは拒きよ絶ぜつを露あらわにし、鋭するどい眼まな差ざしをこちらへ向けた。

「どうして？」

「──あなたがまた眠ねむりにつくのは、耐たえられない。私は、声を聞かせてくれるだけで、もう」

「同じだと思う。たぶん、リュイが私のこと心配してくれる気持ちと、私がつらいって思うこと、同じ」

「ではあなたが身を損そこなう瞬しゆん間かんを見て、私がなにも感じずにいられると？」

「リュイだけが怪我をしていいわけじゃないよ」

「この国で生き抜ぬく過か酷こくさをあなたは知らない」

　リュイが月色の瞳ひとみに責めるような色を浮うかべた。荒あれた気配で、おまえになにがわかるのだとそう確かに詰なじっている。

「でもリュイ。私、オーリーンたちに約束したの。皆みんなを元に戻もどすって。神様たちは自分の身を犠牲にして、私を送り出してくれた。それなのに、ここでもまたリュイを犠牲にしてしまう、そんな私っていったい──なんだろう、と思うの」

　エルがふと気き遣づかわしげにちらりと振り返った。

「二人にもらった力を出し惜しみして、最終的にリュイが一人だけ痛い思いをするのって、絶対イヤだよ」

　リュイは唇くちびるを嚙かみ締しめて、私を激しく睨んだ。……威い圧あつ感かん抜ばつ群ぐんで、かなり怖こわい。普ふ通つうの場所で会った時にこんな目をされたら、間ま違ちがいなく悲鳴を上げて逃にげ出しているだろう。

「この世界、私の知らないことが数えきれないほどあるから、リュイに教えてほしい。私が失敗しないように、また馬ば鹿かな勘かん違ちがいをして迷めい惑わくをかけないように、色々なものを見て、色々な経験を積んで、少しずつ学んでいきたいよ」

「知りたいことなら私が教えよう」

　リュイは頑かたくなだった。そうさせてしまったのは私なんだろうか。これ以上なにを言えばいいのかわからない。

　──言葉じゃなくて、行動で示さないといけなかったんだ。

　それに失敗した。丸一日の眠りが、リュイをさらに不安にさせた。喪そう失しつをなにより恐れる人なのに。

　私はもう消えたりしないって、どうすれば安心してもらえるだろう。

　それからしばらくの間、黙もく々もくと進んだ。いやになるほど変化の見えない殺さつ伐ばつとした景色。今の鬱屈した感情に拍はく車しやをかける。

「……？　リュイ、向こうになにかある」

　白茶けた地面に点々と黒っぽい物体が飛び出ている。

「ああ、あれは石せき碑ひだろう……国が荒れ始めた頃ころ、魔ま術じゆつ師したちが大地の枯こ渇かつを阻そ止しすべく術を使った。その痕こん跡せきかと」

　リュイは淡たん々たんと説明した。躊躇ためらったのち、そちらへエルを進ませる。

　確かに石碑のようだ。御影石に似ていて、白っぽさがある。ただ、表面に記されていたらしい文字は、ひび割れと汚よごれのせいで読み取れない。

「随ずい分ぶんたくさんある」

　エルの背から降り、ひとつひとつを丹念に確かめる。

「──変だよ、この石碑。故意に表面が削けずられてる。どうして？」

　理由を尋たずねようと振り向き、息を吞のむ。

「リュイ？」

　ぞっとした。すぐ後ろにいたはずのリュイが消えている。

「エル！」

　恐れの滲にじむ自分の声。リュイもエルもいない。石碑が並び立つ一角を急いで探し回る。……なんのことはない、彼らの姿はこれらの石碑に遮られて一時的に見えなくなっていただけだ。

　慌あわてた自分に呆あきれながら、少し離はなれた場所に佇たたずむリュイに声をかけようとする。

「……？」

　おかしい、今リュイの視線──私を映したはずなのに、反応がなかった。初めて重界で会った時のことが脳裏をよぎった。側にいるのに存在に気づかず、素通りする。

『見えておらぬよ』

「!?」

　突とつ然ぜん耳元で誰だれかの声が響ひびいた。振ふり向くより早く、後ろから伸のびてきた手に口を塞ふさがれる。

『ここは我らが命を賭として仕し掛かけた術の場。ああ、だがまだ力が足りぬのか。大地は戻らぬ。国が滅ほろびゆく……』

　肌はだが粟あわ立だった。あちこちからすすり泣きが響く。石碑の側そばに立ち上る、人の形をした異様な『陽炎かげろう』。

　ぞっとしながら自分の口を塞ぐものに視線を落とす。一瞬、フォーチュンが仕掛けた小猿の椅子を連想してしまった。手足を拘束され、声も封じられ……でもあの小猿たちとはまったく違う。輪りん郭かくがぶれた、枝のような細い手だった。普通の人間じゃなく、幽ゆう霊れいの手のような──。

　リュイはさっき、魔術師の話をした。これはまさか魔術師たちの残留思念なんじゃないか。

　私は慌ててその手を振り払はらった。響き渡わたる無念の声。

　運命を呪のろうもの、嘆なげくもの、憎にくむもの──家族を思って泣く声も。

　心臓が跳はねた。

　家族。

　ここで役目があるからと、深く考えないようにしてきた両親の姿が唐とう突とつに蘇よみがえる。息を殺した瞬間、目の前にその、愛する者を思って泣く人型の陽炎が立ちはだかった。

　私は茫ぼう然ぜんとした。その透明な陽炎……空間の揺ゆらめきの中に、こちらの景色とはまったく別の朧おぼろな映像が重なって見えたからだ。それは、知らない光景じゃなかった。

　──……お父さん、お母さん？

　必死に目を凝こらす。間ま違ちがいない、食卓に向かい合う両親だ。

　──なんで!?

　どうしてここで両親の光景が浮かぶのか。手足にぐっと力を入れ、崩くずれ落ちそうになるのをなんとか耐える。

　ありえるはずがない。これは幻まぼろしだ、私の願望が生み出したものにすぎない……そう考えた時、はっと閃ひらめいた。ここは魔術の痕跡がある場所なんだって。積もりに積もった思念と力の残ざん滓しが混ざり合い、重界の森のように、二界が繫つながっている状態なんじゃないだろうか。

　もしも推測が正しければ、この陽炎は向こうの世界へ通じる門になっている？

　──……家に、帰れるの？

　心は引き寄せられるのに、身体は少しも動かない。冷たい食卓だ。相変わらず会話のない二人。私がいてもいなくてもやっぱり変わらない。なにも、変わっていない！

　怒りさえ覚え、血が滲むほど唇くちびるを嚙かみ締しめた時、ふと食卓の上に並んでいる料理に目がいった。

　三人分、用意されていた。お父さんと、お母さんと──私の分？

「──」

　なにかに深く、胸を貫つらぬかれた。張り裂さけそうだった。

　帰りたい……帰りたい!!　その願いが身体中に響き渡る。手をうんと伸ばし、思い切って飛び込めば、あの中に戻ることができるんじゃないか。

　そうすれば、戸と惑まどいながらも抱だきしめ返してくれる腕が、きっとあるのでは？

　見み栄えを張らず、意固地にならず、二人に本音をぶつければよかった！　たとえその結果、両親が離ればなれの道を選ぶことになっても、もっと絆きずなを確たしかなものにできただろう。

　私は自分が傷ついている事実を直視するのが嫌いやで、ただ逃げていたんだ。

　やり直したい。今なら二人に心を打ち明けられるはず。これまで口にできなかった恋しさを。

　──でも。

　視線を少しずらせば、愕がく然ぜんと立ち尽つくす一人の孤こ独どくな騎き士しの姿がある。リュイ。彼のほうもまた、異様な陽炎の中になにかの景色を見ているようだった。

　私は家族とリュイを交こう互ごに見つめた。

　どうすれば。

　どちらを選べば。

　本当は大好きな両親のいる、あたたかな世界か。それとも救いのない、絶望だけが満ちる歪んだ世界か。

「どちらかなんて、そんなの……」

　拳こぶしを握り、顔を上げる。

「──決まってる。逃げない。約束を、したんだもの」

　私は向きを変え、走った。望むほうへ──彼のほうへ。

　辿たどり着く前に、それまで硬こう直ちよくしていたリュイが突然動きを見せた。

　背中にかけていた大たい剣けんの柄つかを握り、鞘さやからすらりと抜き取る。悲壮な決意の滲む、厳しい瞳。

　翻ひるがえる銀の刃やいばに、息を吞のむ。駆かけ寄ろうとした私を一刀両断するように、剣が閃く。

「!?」

　違う、切り裂いたのは、私の横で揺らめく『陽炎』だ。リュイも、今の瞬間まで見ていたに違いない心打つ切ない景色ではなく、この寂さみしく、苦しい現実を選び取ったんだ！

　彼の剣は、この場に残されていた魔術師たちの力の痕跡をすべて叩たたき壊したらしかった。

　凄すさまじい悲鳴がいくつも[image: 迸]ほとばしり、渦を巻く。運命を呪う声、嘆く声、憎む声……濁だく流りゆうのようにこの一帯を駆け巡る。

　空間が大きく揺れた。渦は最後に一度、衣ころもの裾すそをはためかせると、上空へと流れ、霧散した。

　周囲に静せい寂じやくが戻った。目の端はしに、慌てた様子で駆け寄ってくるエルの姿が映った。

「リュイ！」

　叫さけんだ瞬間、月色の瞳が私をようやく捉とらえた。驚きよう愕がくする彼の手から、音を立てて大剣が落ちた。

「──ヒビキ」

　かき寄せるように、乱暴に私を抱きしめる腕。

　リュイは家族じゃない、世界の違う人だ。

　それでもこうして出会い、手を取った。運命が繫がった。

　今度こそ、間ま違ちがえない。今までないがしろにしてきた様々なことを、目を逸そらさずに受け止めて進んでいきたい。

　ねえ、だからお願い、一緒の景色を見てほしい。

「私──リュイと一緒にいたい」

　リュイが一瞬、息を殺すのがわかった。いつも寂しさに包まれている彼に、伝えたい言葉がたくさんあった。

「リュイは自分だけが生き残ったこと、とても後悔している。だから自分が痛い思いするのは当然って感じに見えるの。いつ死んでもいいやって考えてるみたい。でも、イヤだよ私！　リュイが命なんてどうでもいいよって思っても、私はとても大切で、大事なの。リュイが命を投げ捨てても、絶対に取り返しにいく」

　うまく言葉が出てこない。今まで、本心を伝える言葉を口にしたことがないせいだ。

「つらいことばかりが起きたとしても、リュイだけが背負うんじゃなくて、二人で、つらいけれど大丈夫って言えたら、それはとても……」

　あぁ、言っていることが滅め茶ちや苦く茶ちやで要領を得ないよね？　気持ちを正直に打ち明けるって、なんて難しいんだろう。

「えっと、私、全然できることなくて、リュイを苛いら立だたせて、色々とアレなんだけど」

　アレってなに！　と自分で突っ込んでしまう。もう、言葉も変！

「リュイと会えてよかったなあって思う。側そばにいたい。危険な場所も。というか危険な場所こそ。ねえ、それで、一緒に怪け我がをしよう！　心配して、心配されるって、二人じゃないとできない……って、そもそも怪我をしないように気をつけることが一番なんだけれど！」

　焦あせれば焦るほど空回りしてしまう。

　駄だ目めかな。考えが甘い、おまえはなにもわかっていないって軽けい蔑べつされる気がする。でもその辺は年の差を考こう慮りよして寛容な態度で受け止めてほしい。

「同じ景色を見て、色々な話を聞かせてほしいなあ、とか」

　ここで力を尽くすことができれば、胸を張って家族のもとへ帰ることができる。誰かの役に立てたのだと、そう誇らしく伝えたい。

　そうしたら両親はもう一度昔のように笑ってくれるかもしれない。

「こう、一緒の時間を積み重ねる感じで──ええっ？」

　言葉の途中で奇妙な声を上げてしまった。

　リュイが、私を抱きしめる腕に力をこめたからだ。つま先立ちになってしまう。

　彼の鼓こ動どうが直に伝わってくる。とても速い。

　命の音だ。私は焦りを静め、そっと耳を傾けた。

　どこまでも果てしなく壊れたこの世界。でも私の側には、こんなに鮮あざやかに鼓動を響かせる人が存在する。

「──生きていけなくなる。あなたを失ったら」

「リュイ？」

「あなたを守ります。なにを引き換えにしても」

　背中に回っている腕が少し震ふるえた。

　リュイにつられたのか、自分の鼓動までも大きくなっていく気がする。

「あ、リュイ──あっちを見て」

　視線を上へと向ける。重く、凍いてついた低い空。

　そこから差し込む、一条の光。

　リュイが驚いたように身を離し、光のほうへと顔を向ける。

　細く、頼りない光だ。今にも雲に遮られてしまいそうな。でも、私の目にはその輝きは、希望として映った。きっとリュイも同じ考えを抱いたんじゃないか。

　空が、大地を、私の誓いを、リュイの選択を、祝福してくれている気がした。

　私は嬉うれしくなり、リュイの手をぎゅっと握った。反対側の腕に、周囲をうろうろしていたエルが鼻先を押し当てて甘えてくる。

　エルの顔を撫なで、もう一度光差す空を見つめる。

　──壊れていない。この世界はまだ、滅ほろんでいない！

　まだ始まったばかりだ。前を見据えて、剣をしっかりと握り締めて。

　さあ、運命に立ち向かおう。







　あとがき







　こんにちは、あるいは初めまして、糸森環です。

『Ｆ』は、現在もサイトで連れん載さい中の小説を書しよ籍せき化していただいたものとなっております。

　滅めつ亡ぼうから始まる舞ぶ台たいで、主人公が試練をこつこつと乗のり越こえていく……といった乙女おとめ戦記です。戦う乙女を書くのが好きです。




　サイト開設と同時に公開した小説でして、思い出も多く詰つまっています。

　まさか一冊の本となり、書店さんに並べていただける日が来ようとは、書き始めた当時は想像もしておりませんでした。本当に感慨深いです。ビーンズ文庫様ありがとうございます。

　こうしてあとがきを書いている今も、なんだか不思議な気持ちが続いています。人生ってなにが起きるかわからず、驚おどろきの連続です。

　糸森比で鞭むち展開満載の物語ですが、それと同じくらいときめき要素と獣要素もたくさん混ぜて、丁てい寧ねいに、大切に進めていきたいと思います。主人公とともにドキドキハラハラしていただけましたら嬉うれしいです。




　最後に謝辞を。

　担当者様には今回もお世話になりました。支えてくださり、最後まで仕上げることができました。どうもありがとうございます。

　イラストを描えがいてくださった鈴ノ助様。可愛かわいい表情から華はなやかダークなカラーまで、どのイラストもとても素す敵てきです。目を奪うばわれずにはいられないこの美び麗れいな空気感もたまりません。登場人物たちに鼓こ動どうを与あたえてくださり、本当にありがとうございました。

　ビーンズ文庫編集部の皆みな様さま、本を置いてくださる書店さん、サポートしてくれる家族、お力ちから添ぞえくださった全すべての方に心よりお礼申し上げます。

　そしてサイト時代から『Ｆ』を読んでくださった読者様に大きな感謝を。これからもお付き合いいただけましたらこんなに嬉しいことはありません。

　本書で初めてお読みくださった読者様、どうか楽しんでいただけますように。

　またお会いできることを願いまして。
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